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hands-on　 movie「 ベ ー グル 」

1　 宇 田敦 子

hands-on　 movie"bagel"fAtsuko　 Uda

hands-on　 movieと は造語 で、視聴距離 が短 い こ

とを想 定 した映像 コンテ ンツの こ と。 また、鑑

賞環境 が、読 書 をする ように一人 で視聴 する こ

とを前提 と した映像 作品 を指 してい る。

特徴 として、イ ンタラクテ ィビテ ィ:(テ レビ画

面 に直接触 れた りす るこ とで、コンテ ンツの映

像 とリ ンクす る よ うな演 出)、 読 み解 く映像:

(会話 と して発 声 され なか った心情 をテキス ト

で画 面 に レイア ウ トす る演出)、 同時 に流 れ る

複数 の時 間 一パ ラ レル:(映 像 の本 編 と は別 に、

下部 分640ピ クセル ×120ピ クセルに サイ ドス

トー リーを上映 し、本編 とは別 の時 間 を表現 す

る演出)な ど、3点 の技 法が あげ られる。

【インタラクテ ィブ】

鑑賞方法

〆

ス トー リーの途中 に、画 面に向 かって何 か しら

のア クションを求 めるメ ッセージが出て くるの

で、それに沿 って鑑賞 して くだ さい。

Hands-on　 movie　 means　 visual　 contents

asuming　 that　 the　 distance　 from　 which　 the

person　 is　 watching　 is　short.　 Moreover,　 it

indicates　 that　 this　 image　 work　 is　created　 for

individual　 use,　 similarly　 to　 reading　 a　book..

The　 main　 features　 are　 the　 following　 three

techniques　 used:interactivity(by　 directly

touching　 the　 TV　 screen,　 you　 are　 linked　 with

the　 image　 of　 the　 contents),　 penetrable　 im-

age(feelings　 that　 could　 not　 be　 expressed

by　 words　 are　 laid　 out　 on　 the　 screen　 as　 text),

projecting　 numerous　 time　 and　 parallel　 events

simultaneously(separately　 to　 the　 main　 story,

aside　 story　 in　640×120　 pixels　 is　projected　 in

the　 bottom　 of　 the　 screen,　 which　 expresses　 a

different　 time　 form　 the　 main　 story).

Viewing　 method

Please　 view　 facing　 the　 screen　 and　 follow　 the

instructions　 in　 the　 messages　 that　 appear　 on

screen　 during　 the　 story.
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宇 田 敦 子1Atsuko　 Uda

1973年 神 奈川 県 生 ま れ。 多摩 美 術大 学 イ ンテ リア デザ イ ン卒。IAMAS第 二期 ア カ デ ミース タ ジオ科 卒 。
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Born　 in　1973　 in　Kanagawa　 Prefecture.　 Graduated　 from　 Tama　 Art　University　 where　 she　 studied　 Interior　design.

Graduated　 from　 the　Academy　 in　1998.

In　1999　 won　 the　 Grand　 prize　in　the　Image　 Forum　 Film　 Festival.

In　2001　 won　 the"Canon　 Digital　Creators"Gold　 Award　 in　the　Web　 category



連 鎖 式 画 像 探 索 シ ス テ ム 「PictChain」

2　 木 村 文 香

PictChain‐Chained　 picture　 searching　 system‐/Fumika　 Kimura

人の心 の中 の、具体 的に表現 しに くい興味 や印

象 な どを元 に検 索す るための インタフ ェースに

つ い て研 究 しま した。 今 回 は画 像検 索 に対 象

を絞 り、CDシ ョップや書店 な どの空 間 をメ タ

ファーとす るこ とでユーザの興 味 を引 き、操 作

を引 き出す よ うな インターフェース を持 つ画 像

ブラウザインター フェースを構 築 しま した。 そ

れが このPictChainで す。

researched　 interfaces　 for　 retrieving　 from　 the

human　 soul　 interests　 and　 impressions　 that

are　 particularly　 hard　 to　 express.　 This　 time

focused　 on　 image　 retrieving　 and　 retrieved

interests　 of　 users　 by　 using　 the.space　 of　 CD

shops,　 book　 store　 etc.　 as　 models　 and　 created

ascreen　 browser　 interface　 that　 has　 an　 inter-

face　 that　 makes　 you　 want　 to　 operate　 it.　This

is　PictChain.

PictChainで は人工 ク リーチ ャboidモ デルを拡

張 した動 きで画像 が仮 想空間上 を飛び回 りなが

ら近 い色 で群 を作 ります。 そ して、その画像 自

体 が操 作の ための スイ ッチに なって いて、ユー

ザが興 味 をもった画像 をク リックす ると、表示

がその画像 を中心 にズーム します。ユ ーザはよ

り興味 を持つ、惹 かれ る画像 に次 々 とク リック

をしなが ら画面 を切 り替 えてい くことでイメー

ジに近 い画像 を探 すこ とが できます。 イメージ

か らかけ離 れて しまった ときは、画像 以外の部

分 をクリックする ことで全体 を見渡 せる表示 に

戻す ことが できます。

In　PictChain　 the　 images　 fly　 around　 in　cyber

space　 and　 form　 groups　 with　 images　 of　 simi-

lar　 color　 by　 exaggeratedly　 moving　 artificial

creature　 boid　 model.　 Therefore　 these　 im-

ages　 are　 operation　 switches　 and　 when　 the

user　 clicks　 on　 the　 image　 he　 likes　 the　 display

enlarges　 this　 image ,　in　the　 center.　 The　 user

gets　 more　 interested,　 clicks　 on　 other　 images

that　 he　 likes　 and　 by　 doing　 so　 can　 search　 for　 a

similar　 image　 by　 changing　 the　 screen.　 When

he　 becomes　 out　 of　touch　 with　 the　 image　 the

user　 can　 click　 on　 a　 different　 spot　 and　 return

to　the　 display　 overlooking　 all　of　the　 images.

木 村 文 香/Fumika　 Kimura

1977年 生 まれ 。 岐阜 県 出身 。 愛知 教 育 大学 情 報科 学mス を卒 業 後、同大 学 院 に て教 育学 修 士(数 学)取 得 。 情 報科

学芸 術 大学 院 大学 にて メデ ィア表現 修 士 取得 。 ソ フ トウ ェア イン タ フェー スの 研 究 を して い る。

Born　 in　1977　 in　Gifu　 Prefecture.　 Graduated　 from　 the　Aichi　 University　 of　Education,　 Department　 of　Information

and　 Computer　 Science.　 Obtained　 a　Master's　 degree　 in　Education(math)at　 same　 University.



か ら く り ブ ロ ック

3　 川 北 奈 津

Karakuri　 Block/Natsu　 Kawakita

画面 を用 いた小 型装 置 に おい て操作 感 を重 視

し、臨場感 を得 るこ とが できる装置 と して開発

を試 みた。 か らく りブ ロックは、手 のひ らにの

る大 き さである こ と、画面 自体 が コン トローラ

で あるこ と、フロックのよ うな組み合 わせ を可

能に する。 とい う3つ のイ ンター フェースを満

たす こ とに よって、従 来の携 帯用 ゲーム機 には

ない臨場感 を得 ることがで きるのでは ないか と

考 えてい る。

This　 is　an　 attempt　 to　 develop　 a　small　 exciting

devise　 with　 a　characteristic　 operating　 meth-

od.　 As　 the　 karakuriblock　 can　 fit　 into　 one's

palm,　 the　 surface　 is　a　controller　 and　 they　 can

be　 combined　 like　 blocks,　 I　thought　 that　 by

implementing　 these　 three　 interface　 condi-

tions　 they　 could　 provide　 excitement　 that　 the

old　 portable　 game　 devices　 do　 not　 have.
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ユーザ はブロックの組み合 わせ る順序 や場所 の

選 択 をする ことがで き、映像 変化の面 白 さを楽

しむこ とを期待 して いる。本 、パズル、キャ ッ

チボール、パ ラ レルの4つ の メタ ファー を持 つ

コンテ ンツを提案 し、コ ンテ ンツの拡張性 や バ

リエーションの可能性 を試行 した。

The　 user　 can　 choose　 the　 order　 and　 the　 po-

sition　 of　 the　 blocks　 and　 enjoy　 the　 exciting

image　 changing.　 I　suggested　 a　content　 that

consists　 of　 four　 metaphors-book,　 puzzle,

catch　 ball,　 parallel,　 and　 experimented　 with

the　 expandability　 of　 the　 contents　 and　 the

possibility　 of　variation.

川 北 奈 津1Natsu　 Kawakita

1980年 和歌山県生まれ。静岡大学情報科学科卒業。

Born　 in　Wakayama　 Prefecture　 in　1980　 in　Wakayama　 Prefecture.

of　Information,　 Computer　 Science　 Course.

Graduated　 from　 Shizuoka　 University,　 Faculty
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私 はこれ までの活 動 を通 して、幼 児 ・児童期 に

豊 かな感性や知性 、創 造力 を養 える手段の 一つ

として有効 だ と言 われてい る美術 教育 とい うも

のに関心 を持 つよ うに なりま した。

その よ うな中、教 育の現 場 で ある小学 校 で は、

数年前 か ら実技系 の科 目が削減 され 「総合 的学

習」とい う科 目が始 ま りま した。 しか し現在 そ

の授 業 内容は、「特定 の科 目に限 らず総合 的な視

野 か ら創造 的 な授 業 を行 う」とい うも とも との

理 念か らかけ離 れた状態 にあ ります。

そ ん な現状 の 中私 は、子 ど もた ち に感動 や発

見、印象の強 い体験 を味 あわせ たい。 そ してそ

の子 たちの人生 にお いて、何 らかの きっかけ を

与 え られ るよ うな活動 が出来 れ ば、と考 えてい

ます。

Through　 my　 activities　 uptill　 now　 I　started　 to

have　 an　 interest　 in　artistic　 education　 that　 is

said　 to　 be　 effective　 as　 one　 of　the.ways　 to　 cul-

tivate　 a　rich　 sensitivity,　 intellect　 and　 creativity

in　small　 children.

Afew　 years　 ago　 practical　 subjects　 where　 cut

from　 the　 curriculum　 of　 elementary　 schools,

which　 are..the　 main　 place　 for　 education,　 and

general　 subjects　 were　 included.　 However

now　 this　 lessons　 content　 is　in　a　state　 far　 from

the　 originalideal　 of　 having　 creative　 lessons"

unrestricted　 to　 specific　 subjects".

In　 such　 circumstances　 I　want　 to ,give　 the

children　 lasting　 experiences　 of　 emotions　 and

discovery.　 So　 I　am　 thinking　 of　 doing　 some-

thing　 that　 might　 become　 a　trigger　 in　the　 lives

of　children.

デ ジタルカ メラが主 流 にな り、大人 か ら子 ども

まであた りまえのよ うに簡単 に写真 が撮 れ るよ

うな現 在、この よ うな 「あ たりま え」につ いて発

見 ・再確認 を してほ しい と考 えま した。 カメラ

の原型 とも言 うべ き ピンホール カメラを利用 し

てカメラの しくみ を学 び、その後 自分の好 きな

風景 や場所 を撮影 しても らい ました。

These　 days　 digital　 cameras　 are　 very　 popular

and　 naturally　 any　 adult　 or　 child　 can　 take　 pic-

tures.　 So　 the　 idea　 was　 to　 make　 them　 make

new　 discoveries　 about　 how"natural"it　 is.

explained　 to　 them　 the　 structure　 of　 the　 cam-

era　 using　 the　 Pinhole　 Camera,　 which　 is　the

prototype　 of　 such　 cameras　 and　 asked　 them

to　 take　 pictures　 of　 scenes　 and　 places　 they

liked.

伊 奈 由 希 子1Yukiko　 lna

1979年 愛知県生 まれ。デジタルアジ ト(2001,2002》 、星★展(2002)出 品。美術館などでボランティア活動 を行って

い る。

Born　 in　1979　 in　Aichi　 Prefecture.　 Exhibited　 works

Works　 as　a　volunteer　 at　art　galleries　 etc.

'Digital　 agito"(2001
,2002)and"Star　 exhibition"(2002).
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5広 島 麻 紗 子

moment-monument/Masako　 Hiroshima
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現 在 は空 き家 とな って いる生 家 が モチ ー フに

な ってい る。各 部屋 を たど ると24時 間 の記録

が再生 す る。鑑 賞者 が時 間軸 を操作 し24時 間

とい う長 さを見 つめ直す。

The　 setting　 is　the　 house　 where　 I　was　 born

(which　 is　now　 vacant).　 When　 you　 enter　 each

room,　 part　 ofthe　 24-hours　 recorded　 film　 is

played.　 The　 viewer　 manipulates　 the　 time　 axis

and　 gains　 a　fresh　 understanding　 of　the　 length

of　 time　 that　 24-hours　 represents.

広 島麻 紗 子1Masako　 Hiroshima

1981年 岐 阜 県生 まれ。

Born　 in　Gifu　 Prefecture　 in　1981.
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6　 後 藤 宏 旭

low/Hiroaki　 Goto

日々 日常 の情 報 を与 え続 け、す ぐに たまっ て し

ま う新 聞。 時 が経 つ と廃 品回 収 に出 される だ

け。 古紙 が紙以 外の用途 で使 用 されてい るの は

ご くわず かで、リサ イクル する にも コス ト・エ

ネルギーがか かって しまう。 この作 品はその新

聞 をうまく利用 して作 った椅子 である。

Newspapers　 pile　 up　 from　 day　 to　 day.　 Time

passes　 and　 they　 are　 submitted　 for　 recycling.

Cases　 where　 old　 newspapers　 are　 used　 for

anything　 but　 paper　 are　 negligible,　 and　 recy-

cling　 costs　 money　 and　 requires　 energy.　 This

is　a　chair　 I　made　 using　 old　 newspapers.

410*410*420mm

この椅 子 は新聞紙 を細 長 く折 って、縦横6本 で

交互 に重ね て編 み込 んだ もの を何 枚 も作 り、そ

れ を積 み重 ね たもの だ。 破 れた り汚 れ た場 合、

その部分 だ けを取 り替 え ることがで きる。 一つ

の椅子 に は約1200枚 程度 の新 聞 を使 用 してい

る。

fold　 newspapers　 to　 make　 them　 long　 and

thin,　 and　 pile　 60f　 them　 alternately　 on　 top　 of

each　 other　 lengthwise　 and　 crosswise.　 After

making　 a　number　 ofthese　 parts　 I　bind　 them

together　 with　 a　strap.　 If　one　 part　 is　torn　 or

dirty　 I　can　 change　 only　 that　 part.　 I　use　 about

1200newspapers　 to　 make　 one　 chair.

後 藤 宏 旭1Hiroaki　 Goto

1982年 愛知 県 生 ま れ。

Born　 in　Aichi　 in　1982.



「君の声は決して忘れないよ」

7　飛谷謙介
'°Inever　 forget　

your　 voice"/Kensuke　 Tobitani

現在 、ネ ッ トワー ク世界 の肥 大化 に伴 い、一個

人 がアクセ ス可能 な情報量 は数年前 に比 べ急激

に増加 した。 この急激 な変化 に よって種 々の問

題 が浮上 して きてお り、その なかで も「複写」が

キーワー ドにな り得 る もの は非 常に多 い。音楽

デ ータ等の不正 コピーによ る著 作権侵 害、個 人

の プライバ シーの流 出、システムセ キュ リテ ィ

の問題等 あげれ ばきりがない。

これ らの 問題意 識 の 中か ら本作 品 は構 想 され

た。遺 伝子 や指紋 な どとは異 な り、声 は個 人の

肉体 に依 存 していなが ら音波 とい う物質 を伴 わ

ない 「個 人情 報」で あ り得 る とい う点 に着 目 し、

まさに機 械的 な執拗 さでその コピーを生 み出す

装置 として この作 品 を構想 したの である。その

過程 は、他 人の パス ワー ドを入手 する ために執

拗 にログイ ンを繰 り返 すハ ッカ ーの プログ ラム

に似 ていな くもな い。

Currently,　 with　 the　 expansion　 of　the　 network,

the　 amount　 of　 information　 an　 individual　 can

access　 has　 increased　 rapidly　 compared　 to　 a

few　 years　 ago.　 Due　 to　 this　 rapid　 change,　 a

variety　 of　 problems　 have　 begun　 to　 surface,

and　 the　 keyword"copy"appears　 in　connec-

tion　 with　 a　large　 number　 of　 such　 problems.

An　 infinite　 variety　 of　 these　 can　 be　 named,

for　 example,　 the　 breach　 of　 copyright　 due　 to

illegal　 copying　 of　 music　 data　 etc.,　 leaking　 of

personal　 information　 and　 problems　 with　 sys-

tem　 security.

This　 work　 is　composed　 based　 on　 this　 prob-

lem-consciousness.　 I　focused　 on　 the　 fact　 that

unlike　 genetic　 information　 or　 fingerprints,

your"voice"can　 be　 said　 to　 be　 personal　 in-

formation　 that　 while　 depending　 on　 your　 indi-

vidual　 body　 is　free　 from　 the　 physical　 matter

of　sound　 waves.　 With　 a　 mechanical　 tenacity,

composed　 this　 work　 as　 a　device　 to　 produce

such　 copies.　 The　 process　 is　not　 unlike　 the

program　 of　 a　hacker　 who　 obsessively　 repeats

logging　 in　so　 as　 to　 acquire　 another　 person's

password.

TVモ ニターに映 し出 される映像 と同期 したPC

に よる合 成音 声 をTVの ス ピーカー によ って展

示 スペ ースに流 し、その合成 音声 と本当 の音声

との二 音声問 の距離 を計算 し、その値 を評価 関

数 と して遺伝的 アル ゴリズム によって音声 合成

システ ムの各 パ ラメータを最適化 する。 これに

より合成音 声 を本当の音声 に近 づ けてい く。

また、このル ープの間 あ る一 定の確 率 で、素 材

と して用い ているニ ュースキ ャス ターが普段 絶

対 口走 らない よ うな言 葉 を発声 す る仕 組 みに

な っている。

Asynthesized　 voice　 created　 by　 a　 PC,　 syn-

chronized　 with　 the　 images　 projected _onto

the　 TV　 screen,　 is　broadcast　 in　the　 exhibition

space　 using　 TV　 speakers.　 The　 distance　 be-

tween　 the　 two　 voices,　 that　 is　the　 synthesized

voice　 and　 the　 actual　 voice,　 is　calculated　 and

the　 value　 is　set　 as　 the　 performance　 function,

and　 each　 parameter　 of　 the　 voice　 synthesis

system　 is　optimalized　 by　 a　genetic　 algorithm.

In　this　 way,　 the　 synthesized　 voice　 is　made

closer　 to　 the　 actual　 voice.

Further,　 the　 work　 is　designed　 so　 that　 during

this　 loop,　 at　 a　fixed　 probability,　 a　 newscaster,

who　 is　used　 as　 the　 subject　 of　 the　 work,　 utters

words　 which　 would　 never　 ordinarily　 be　 used

by　 such　 a　person.

飛 谷 謙 介/Kensuke　 Tobitani

1978年 、東京生 まれ。聖路加病院に生 まれ授乳記録 を塗 り替 え今に至 る。

Born　 in　Tokyo　 in　1978　 in　St.　Luke's　 International　 Hospital.　 Breaking　 a　record　 of　amount　 of"breast-feeding",

he　became　 what　 he　is　now.
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A.T.U.S.不 可 地 域 へ の ア ク セ ス

8　 宝 珠 山徹

A.T.U.S.‐Access　 To　 Unrecognizable　 Space‐/Toru　 Hoshuyama

このインスタ レー ションは、IAMAS修 士研究論

文 「様 々なる試行 一 トランスモダ ン・デザ インへ

のアプローチver.4.0」 の世界観 に基 づい て構成

されてい る。 この論文 は「無 すべて」に象徴 され

る、存在 の多様 なあ り方 を「変 化の相」におい て

一挙 に と らえ よう とす るもので、この作 品 はそ

の論 文の構造 を極 的に あ らわ して いる。 これ は

コンセ プチュアル ・アー トな どではな く、きた

るべ き文明の 「Contextual　Designing」 であ る。

エ レメン ト:「非在 の空 間」、気 、ネ ームプ レー

ト、ポス トカー ド×2。 ここ を訪 れる人 は「非在

のメ ッセージ」を受 け取 り、メッセ ージはポス ト

カー ドと して持 ち帰 られ、あるい は捨 て去 られ、

雲 散霧消 し、いつ まで も、どこ かに存在 し続 け

る、か も しれない。

　 　 　 　 ♂　　♂　　　　　　　跡　　　　"冨　冗　　　疋　　　　　　　西　　　　　　　　　、、　''　'　　　"匹 　　 丁　 属'　疋　　　　　　　　聾

This　 installation　 is　created　 on　 the　 basis　 of

the　 understanding　 of　 the　 world　 in　my　 IAMAS

master's　 thesis　 Various　 Trials‐Approach

オoアr∂ η3modern　 Dθ319η レer.4、0.This　 thesis

tends　 to　 cover　 at　 once　 the　 various　 states　 of

existence　 symbolized　 by"nothing　 is　every-

thing　 in　the　 transformation　 phase",and　 the

work　 explicitly　 represents　 the　 structure　 of　 the

thesis.　 This　 is"Contextual　 Designing"of　 the

forthcoming　 civilization,　 not　 conceptual　 art.

Elements:"Non-existent　 space",　 air,　 name-

plate,2postcards.　 People　 who　 come　 here

receive　 an"inexistent　 message"and　 take　 it

back　 with　 them　 as　 a　 post　 card,　 or　 they　 can

throw　 it　out,　 destroy　 it,　and　 it　will　 probably

continue　 to　exist　 somewhere　 forever.

s

宝 珠 山徹1丁oru　 Hoshuyama

1964年 、大分県 日田市生 まれ。 デザイン関連団体でグラフィックデザインのデジタル展開、普及啓発事業等に携わ

る。独立後、企業 ・団体のデザインプロジェク トに参画。研究テーマは「複雑系デザインプロセス」。

Born　 in　1964　 in　Oita　 Hita　City.　 He　 is　engaged　 in　digital　 deployment　 of　graphic　 design　 in　design　 related　 orga-

nizations,　 and　 in　popularization　 and　 education　 enterprises.　 After　 becoming　 independent　 he　w川take　 part　in

design　 projects　 of　companies　 and　 organizations.　 His　research　 theme　 is"Complex　 Systems　 Design　 Process ."



ア イ コ ン ノ ー ト

9　 ア ン ス ガ ー ・フ ォル マ ー

(connote/Ansgar　 Vollmer

1connote.netは 、明 確 な理 論 に基 づ くセ マ ン

テ ィック(意 味論)、 シ ンタックス(統 語 論)、 プ

ラ グマテ ィック(語 用論)に よ って分 析 された ピ

ク トグラム(絵 記号)を アー カイブ し共有 する総

合ポ ータルサイ トの こ と。 この ウェブサイ トで

は、ピク トグ ラム の制作 者が、自 ら制作 した ピ

ク トグラム を、フリーウ ェア か ら使 用許 諾契 約

まで多様 な スキームを用 いて公表 する ことがで

きる。lconnoteの システ ムは、世界標 準 にな る

ことを目的 と してい る。 それぞ れの ピク トグ ラ

ム(セ ッ ト)には、詳細 な視覚 的属性 、特 定用 途

向 け特性 や、デザイナー、出版社 、特許保持 者 な

ど様 々な情報 が添付 されている。

/connote.net　 is　a　web　 portal　 offering　 compre-

hensive　 services　 for　 the　 archiving　 and　 sharing

of　 pictograms,　 which　 are　 analyzed　 following

clearly　 laid　 out　 semantic,　 syntactic　 and　 prag-

matic　 criteria.

By　 subscribing　 to　 lconnote.net,　 pictogram

producers　 can　 publish　 their　 work　 in　a　variety

of　 schemes,　 ranging　 from　 freeware　 offerings

to　 customized　 licensing　 agreements.

lconnote's　 system　 of　 certification　 aims

to　 become　 an　 internationally　 recognized

standard.　 Each　 pictogram(set)is　 tagged　 with

arich　 array　 of　 labels　 with　 information　 about

detailed　 visual　 attributes,　 application　 specific

characterizations,　 designer,　 publisher,

license-holder,　 etc..

(connoteプ ロジ ェク トは、ピク トグラム を、視

覚 的属 性 や意 味 に基づ い て分 類 する試 み で あ

る。 この研 究 プロジ ェク トの 目的 は、ピク トグ

ラムのポ ータルサイ トに、理論 に基 づ いた枠組

み を構築 す る ことで ある。 記号 学、す なわ ち、

サイン とシンボルの科 学 によ り、デ ータベー ス

でピク トグラム とその分類方法 を分析 する こと

が可能 である。

http://www.iconnote.net

The/connote　 Project　 is　an　 attempt　 to　 classify

pictograms　 based　 on　 theirvisual　 attributes

and　 meanings.The　 goal　 of　this　 research　 proj-

ect　 is　to　 develop　 the　 theoretical　 framework

for　 a　pictogram　 web　 portal.With　 the　 help　 of

Semiotics,　 the　 science　 of　 signs　 and　 symbols,

it　is　possible　 to　 analyze　 pictograms　 and　 de-

vice　 classification　 schemes　 for　 their　 handling

in　databases.

Visit　 the　 website　 http://www.iconnote.net

Ansgar　 Vollmer1ア ン ス ガ ー ・フ ォル マ ー

ケルン応用科学大学、ケルン国際デザイン大学及び ブッパータール大学 でデザインを学ぶ。ケルン国際デザイン大

学でチューターと して指導 にあたり、フリーランスとして、ソフトウエアの会社(Lexware社)で インターフェイスデ

ザインに携 わる。インターフェイスとインフォメーションデザインを主専攻 として卒業。DAAD(ド イツ学術交流会)

のポス トグラデュエイ ト奨学生と してIAMASに 在籍 し、1connoteプ ロジェク トを完成させる。

Studied　 Design　 at　University　 of　Applied　 Sciences　 Cologne,KISD　 and　 University　 of　Wuppertal.

Worked　 as　a　tutor　at　KISD　 and　 as　freelancer　 for　interface　 design　 at　the　software　 company　 Lexware.

Graduated　 with　 the　 main　 focus　 in　interface　 and　 information　 design.

Received　 a　postgraduate　 scholarship　 by　the　DAAD　 and　 realized　 the　 research　 project(connote　 at　IAMAS.
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WaBlog/Yukimi　 Yamada
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現在 ある一般的 なblogサ イ トの魅力 は、記事 の

質 はもち ろんの こと、個 人の文章 の レベル によ

る ものが多 い。 管理者 の趣味 によ り、い くつか

の カテコ リに分 かれ てい るサイ トが多 いが、そ

の うちのひ とつ を楽 しみに している閲覧者 も多

い と思 わ れる。掲示板 で は、特定 の カテコ リの

情報 のみが集 ま るが、文章 の レベル が統 一 され

ず、価 値 のあ る情 報の み をピックア ップす るこ

とは難 しい。 これ らの 欠点 に着 目 し、文章 の レ

ベルが高 く、ある分野 の情報 のみ が集 まるサイ

トの構築 を支援 するツールを作 成 した。

The　 appeal　 of　 the　 present　 day　 general　 blog

siteshasalottodowiththelevelofper-

sonal　 texts　 not　 to　 mention　 the　 quality　 of　 the

articles　 Although　 there　 are　 many　 sites　 that

are　 divided　 into　 a　 number　 of　 categories　 ac-

cording　 to　 the　 administrator's　 hobbies,　 it　is

thought　 that　 there　 are　 also　 many　 visitors　 who

enjoy　 one　 of　 them　 Although　 only　 informa-

tion　 on　 a　specific　 category　 is　gathered　 on　 the

bulletin　 board,　 it　is　difficult　 to　 pick　 up　 only

the　 worthy　 information,　 without　 unifying　 the

level　 of　 texts　 Centering　 on　 these　 faults,　 I

created　 a　tool　 that　 supports　 construction　 of

sites,　 which　 gather　 only　 information　 on　 cer-

tarn　 fields　 with　 a　high　 level　 of　 texts

WaBlogを 用 いて …　 を構 築す る と、個 人の サ

イ トとは別 に、あ るカテコ リに おい て組 ん だク

ループTeamで 更 新 するサイ トを構 築 する こ と

がで きる。個 人の文章 を好ん で閲覧 して いる場

合 は個 人サ イ トを、ある カテ コ リの情報 を得 る

ため に閲覧 してい る場 合 はTeamサ イ トを閲覧

する ことで、情 報の ノイズに悩 ま される ことが

少 な くな る。 また、友 人同士 でTeamを 組 むた

め、文 章の レベ ルが統一化 された記事 が集 まる

こ とが期待 される。

When　 a　 blog　 is　constructed　 using　 WaBlog,　 it

is　possible　 to　 build　 sites　 that　 are　 updated　 by　 a

Team　 set　 up　 in　a　certain　 category　 apart　 from

personal　 sites　 By　 browsing　 personal　 sites

for　 favorite　 personal　 texts　 and　 by　 browsing

Team　 sites　 in　order　 to　 acquire　 information　 on

acertain　 category,　 the　 affliction　 by　 unneces-

sary　 information　 decreases　 Moreover,　 it　is

expected　 that　 articles　 with　 a　unified　 level　 of

text　 will　 be　 gathered　 when　 friends　 set　 up　 a

Team

山 田 由 希 美/Yukimi　 Yamada

1983年 岐阜県生まれ。高等学校にて、経済産業省情報処理技術者試験 ソフ トウェア開発技術者取得や、

や競技会 なとて好成績 をあける。IAMAS入 学後は、実際に使われるシステム構築 なとに携わる。

コンテス ト

Born　 in　Gifu　 Prefecture　 in　1983　 When　 she　 was　 a　high　 school　 student,　 she　 passed　 the　 Ministry　 of　Economy,

Trade　 and　 Industry　 National　 Examlnatlon　 for　Information　 Processmg　 Technlc旧ns　 and　 acquired　 the　qualifica-

tion　of　a　software　 development　 engineer　 She　 displays　 good　 results　 at　contests　 competitions,　 etc　 After　 enter-

ing　IAMAS　 she　 has　been　 engaged　 in　the　configuration　 of　systems　 that　can　 be　actually　 used
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11　 和 田 明 美

Mitsuva　 town　 Computerization/Akemi　 Wada

地域 は、絶好 の コミュニケー ションの場 だ った

はずが…。今 はその役割 を失 いつつ あるよ うに

感 じる。 そこで地域 コ ミュニテ ィを復活 させ る

ためITを 道具 と して活用 する地域活性化 に取 り

組 む。 現状把握 の ためのア ンケー トか ら導 かれ

たインターネッ トを使 ったWebシ ステム を活用

しての地域活 性化 を町 内に提案 。「リサ イクル」

と「地域通貨 」とを融合 した システ ムの構 築 と活

用方 法の提案 を し、実際 に活用 する様子 と今後

の展開 について紹介 する。

和 田明 美JAkemi　 Wada

1976年 岐阜県生 まれ。

Born　 in　Gifu　 Prefecture　 in　1976.

The　 community　 was　 supposed　 to　 be　 a　 place

for　 perfect　 communication...　 However　 now　 I

feel　 that　 this　 role　 is　lost.　 That　 is　why　 in　order

to　 revive　 the　 local　 community,　 I　engaged　 in

revitalization　 of　the　 community　 utilizing　 IT　as

atool.　 I　proposed　 to　 the　 community　 local　 re-

vitalization,　 which　 utilizes　 a　Web　 system　 de-

rived　 from　 a　survey　 of　the　 present　 conditions.

Iproposed　 the　 construction　 and　 practical

application　 of　 a　 system,　 which　 unites"local

currencゾwith"recycling",　 and　 introduced

the　 form　 that　 is　actually　 applied　 and　 its　devel-

opment　 in　the　 future.
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わ た しの こ と ば あ な た の こ と ば

12　 松 川 祐 子

My　 words,yourwords/luko　 Matsukawa
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同 じ漢字 がた くさんあ るメッセージ同士 は近 づ

い てい き、同 じ漢字 が ない メッセージ同士 は一

定の距離 を保 つ、そん な掲示 板 です。 メッセー

ジは ドラ ッグで き、それに伴 って他 の メッセー

ジ も移動 します。 トピックの追加 また は選択 を

して、それについて メッセージを書 き込 み ます。

位 置関係 が分 か りや す くな るよ う、文 字 は円形

に配置 され ています が、ク リックす るこ とで文

字 は横並 びに な り、書 いて ある内容 が読 め るよ

うにな ります。

My　 work　 is　a　 notice　 board　 on　 which　 mes-

sages　 that　 include　 many　 of　 the　 same　 I<anji

(Chinese　 characters)move　 towards　 each　 oth-

er,　 and　 messages　 that　 don't　 have　 any　 kanji　 in

common　 are　 kept　 at　 a　certain　 distance　 from

each　 other.　 You　 can　 drag　 a　message,　 and　 the

other　 messages　 w川also　 move　 accordingly.

You　 can　 add　 or　 choose　 a　topic　 and　 write　 a

message　 regarding　 the　 topic.　 The　 letters　 of

each　 message　 are　 arranged　 in　 a　circle　 so　 its

relationship　 vis-a-vis　 the　 other　 messages　 is

easy　 to　 see,　 but　 if　you　 click　 the　 mouse　 you

can　 change　 the　 message　 to　 horizontal　 format

and　 read　 it.

松 川 祐 子11uko　 Matsukawa

1975年 福 井 県生 ま れ。 お 茶 の水 女 子 大 学 文教 育 学 部 教 育 学 科卒 業 。 卒 業 後 、シス テ ム エ ンジ ニア と して5年 間働

き、退 職後 岐 阜 県立 国 際情 報 科学 芸 術 ア カデ ミー(IAMAS)入 学。

Born　 in　Fukui　 Prefecture　 in　1975.　 Graduated　 from　 Ochanomizu　 University ,　Faculty　 of　Letters　 and　 Education,

majoring　 in　education.After　 graduation,　 she　 worked　 for　5　years　 as　a　systems　 engineer　 and　 upon　 leaving　 her

job,　she　 entered　 the　International　 Academy　 of　Media　 Arts　 and　 Sciences(IAMAS).
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13　 芝 尾 幸 一 郎

IAgree/Koichiro　 Shibao

この作品 は、同意 するこ とをテーマに して いる。

私 たちは、自分 が同意 したものの結 果が どの様

に なるの か解 らな い。 しか し、私 たちが何 かに

同意 す る機 会 は遍 在化 してい る(例 え ばソフ ト

ウェアをイ ンス トールす る際、使 用許 諾書 に同

意す る とか)。 この作品 では、同意 の結果、爆発

が起 こ り人が死 んでい く。私 たちは残酷 な神か

も知 れない。

This　 work　 is　based　 on　 the　 theme　 of　 agree-

ment.　 We　 don't　 know　 what　 the　 results　 will　 be

of　 things　 we　 agree　 to.　 Yet,　 we　 are　 faced　 with

more　 and　 more　 situations　 where　 we　 have　 to

agree　 to　 something(for　 example,　 when　 we

install　 software　 we　 agree　 to　 the　 usage　 license

etc.).　 In　this　 work,　 as　 a　result　 of　 the　 viewer's

agreement,　 a　 bomb　 goes　 off　 and　 people　 die.

Perhaps　 we　 are　 all　like　 cruel　 gods.

鑑 賞者 は、コタツに座 り、テ レ ビを見 る。 コタ

ツの上 に は、赤 と緑 のボ タンの付 いた操作 台が

置 いて ある。 テ レビに は、映像 が流 れて いて、

も し続 きの映像 が見 た ければ、赤 のボ タンを押

せ、続 きが見た くな ければ緑の ボタ ンを押 せ と

催 促 され る。 テ レビの 映像 は、爆発 す るイメー

ジに関係 している。鑑 賞者 は、残酷 だ と感 じな

が ら、赤 のボタンを押す ことになるだろ う。

The　 viewer　 sits　 at　a　kotatsu(=low　 table　 with

abuild-in　 heater)and　 watches　 TV.　 On　 the

I<otatsu　 table-top,　 there　 is　an　 operating　 panel

with　 a　red　 and　 a　green　 button.　 Images　 are

shown　 on　 the　 TV　 and　 the　 viewer　 is　instructed

to　 press　 the　 red　 button　 if　he　 wants　 to　 see

the　 continuation　 of　 the　 images,　 or　 the　 green

button　 if　he　 doesn't　 want　 to　see　 anymore.

The　 images　 relate　 to　a　 bomb　 explosion.　 The

viewer,　 although　 he　 feels　 cruel,　 will　 probably

press　 the　 red　 button.

芝 尾 幸 一 郎/Koichiro　 Shibao

1975年 大 分県 生 ま れ。 色 々思 う とこ ろ あ って、IAMASに た ど り着 く。色 々 と思 い悩 み な が ら大 学院 修 了。 行 き先

未 定 。

Born　 in　Oita　 Prefecture　 in　1975.　 There　 were　 various　 things　 that　 I　wanted　 to　explore,　 and　 I　found　 myself　 at

IAMAS.　 I　completed　 my　 Masters　 degree　 thinking　 and　 worrying　 about　 a　variety　 of　things.　 I　haven't　 decided　 my

future　 course　 yet.
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jewelry　 box/Kaoru　 Izumi
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この作 品は祖母 の一 日 を録 音 し、それ を元 に時

間軸の グラ フを制作 し、そ れを元に 曲 を制作 し

30分 に構 成 したコンセプ トアルバムです。 この

「一 日」とい うの は兄 の結婚式 の前 日で、祖母 と

私 たち家族 が12年 ぶ りに再会 した 日を録 音 し

ま した。時間 は約8時 間で す。 約8時 間 を約30

分に構成 し、曲 を制作 した作 品です。

This　 work　 is　a　30-minute　 concept　 album　 that

records　 a　 day　 in　the　 life　of　 my　 grandmother

and　 makes　 a　time　 graph　 based　 on　 that　 and

then　 creates　 a　 melody.　 This"one　 day"is

on　 the　 eve　 of　 my　 brother's　 wedding.　 I　have

recorded　 the　 day　 when　 my　 family　 and　 my

grandmother　 met　 for　 the　 first　 time　 in　 12

years.　 The　 time　 of　 the　 recording　 is　8　 hours.

have　 edited　 it　and　 created　 a　30-minute　 musi-

cal　 artwork.

なんで もない一 日の ちょっ と した変化、祖 母 と

私 た ちの12年 の空 白、このCDの 中に は私 の祖

母 の一 日がつ まって います。年月 が流 れて も変

わ らない私 た ちの関係 、記 憶。 このCDを 聴 い

てな にか懐 か しい気 持 ちにな って も らえ た ら、

と思 い ます。

The　 small　 changes　 in　an　 ordinary　 day,　 the

12-year　 vacuum　 between　 our　 grandmother

and　 us,　 one　 day　 in　the　 life　of　 my　 grandmother

are　 inserted　 into　 this　 CD.　 Our　 relations　 and

memories　 that　 do　 not　 change　 even　 as　 the

years　 pass.　 I　would　 like　 you　 to　 feel　 some　 sort

of　 nostalgia　 when　 you　 listen　 to　 this　 CD.

泉 か お る1Kaoru　 lzumi

1983年 京 都 府生 まれ。

Born　 in　Kyoto　 Prefecture　 in　1983.
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memopad/Emiko　 Takahashi

今 まで取 り組 んで きたウ ェブコンテ ンツの作 成

を、この機会 をひ とつの区切 りと して卒業制 作

に選 んだ。取 り上 げた主題 は私生活 。 たった1

日の行 動 を全 て記録 しウ ェブコンテ ンツに仕 上

げ てい く。大切 に したか ったの は、大 きな もの

か ら小 さなものへ広が ってい くスケール感。

高 橋 笑 子/Emiko　 Takahashi

chose　 to　 expand　 on　 the　 web　 contents　 cre-

ation　 work　 that　 I　have　 been　 doing　 up　 until

now,　 and　 take　 the　 opportunity　 to　 bring　 it　to

some　 kindof　 completion　 for　 my　 graduate

work.　 The　 topic　 is　my　 private　 life.　 I　recorded

all　 of　 my　 activities　 during　 just　 one　 day　 and

turned　 this　 into　 web　 contents.　 I　wanted　 to

emphasize　 the　 sense　 of　scale　 extending　 from

big　 things　 to　 small.

1984年 岐 阜県 生 ま れ。 高等 学 校 卒業 後IAMAS入 学 。

Born　 in　Gifu　Prefecture　 in　1984.　 Entered　 IAMAS　 after　graduating　 from　 High　 School.
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16　 川 嵜 鋼 平

aggregation/Kohei　 Kawasaki

この ソ フ トウ ェア は、コン ピュ ー タの計 算 に

よって生成 された色 彩や動 きによ って構成 され

た リア クテ ィブなデ ジタル メデ ィア作品 である。

色彩 につい ては、ニュー トン、ゲ ーテに始 まり、

現在 さま ざ まな研 究が な され てい る。 そ れ ら

は、特に静止 画 に特 化 したものが ほ とん どであ

る。 また、電子 メデ ィアに おいて も始め か ら色

彩 が指 定 されてい るものが ほ とん どであ り、動

きを加 え た場合 の研 究 は ほ とん ど されて いな

い。今 回、私 はプ ログラミングに よって さま ざ

まなインタラ クションを制作 した。 そ れと同時

に、マ ウスの動作 や位置、オブジェク トの形態、

操作方 法 によっ てインタラ クテ ィブメデ ィアな

らではの、さま ざまな色彩 の変化 や重 な り、相

互作用 が起 こるよ うに なっている。

aggregation　 is　a　 reactive　 electronic　 media

device　 composed　 of　 various　 colors　 and

movements　 generated　 by　 computer　 calcula-

tions.　 A　 variety　 of　 research　 has　 been　 done

regarding　 colors　 starting　 with　 Newton　 and

Goethe,　 and　 continues　 today.　 However,　 most

of　 this　 research　 is　specific　 to　 st川images.　 Fur-

thermore,　 in　electronic　 media,　 in　most　 cases,

the　 colors　 are　 designated　 from　 the　 start,

and　 hardly　 any　 research　 has　 been　 done　 into

cases　 when　 movement　 is　combined.　 For　 this

project,　 I　created　 various　 interactions　 using

programming.　 At　 the　 same　 time,　 according

to　 the　 way　 the　 mouse　 is　operated　 and　 posi-

tinned,　 the　 form　 of　 objects　 and　 the　 method

of　 operation,　 the　 colors　 change,　 overlap　 and

interact　 in　 a　way　 that　 is　special　 to.interactive

media.

色 彩 につい ては、RGBの1次 色 のカ ラーチャー

トを基準 に配色 し、作 品の表 示面 はRGBの3色

とも発 光 してい ない状態 の黒(闇)に 配色 した。

そ うす る こ とで、色 光 が よ り発 光 す る とい う

効 果 が得 られるか らであ る。 ま た、オ ブジェク

ト自体 は、白(光)を 基 準に配色 してある。 オブ

ジ ェク トが重 な りあって 白(光)を 放 った り、グ

ラデー ションの中 に白(光)が あ るこ とで その オ

ブジェク トがよ り美 しい と考 えたか らであ る。

made　 the　 color　 scheme　 using　 the　 RGB　 pri-

mart'color　 chart　 as　 the　 standard,　 and　 made

the　 display　 surface　 of　 the　 work　 a　black(dark)

color　 scheme　 with　 the　 three　 RGB　 colors　 not

emitting　 light.　 This　 has　 the　 effect　 of　 allow-

ing　 the　 light　 of　 the　 color　 to　 emit　 more　 light.

Further,　 the　 objects　 themselves　 have　 a　color

scheme　 arranged　 with　 white(light)as　 the

standard.　 I　chose　 this　 because　 the　 objects

overlap　 and　 produce　 a　white　 color(light),　 and

thought　 that　 by　 having　 white(light)within

the　 color　 gradation,　 the　 objects　 would　 appear

even　 more　 beautiful.

川 嵜 鋼 平1Kohei　 Kawasaki

1981年 東 京 生 まれ 。

Born　 in　1981　 inTokyo
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Colors　 Dance/Chiharu　 Tose

日本独 特 の柄 で ある千 代紙 の 美 しさに魅 せ ら

れ、それ と私 が創 り出 した人 物 ・イ ラス トをと

もに生 かす ことは できな いだ ろ うか と考 えた。

背景 に写真 を組み合 わせ て、一 つの静止画 で あ

り芸術 として極 めよ うと制作 した。私 自身 「色」

に不 思議 と強 く惹 かれ、とて も興 味 を持 ってい

た。 そこで今回 の卒 業制作 にあた って自分の好

きな「色」とい うもの を心行 くまで追 求 し、研 究

してみよ うと思い制作 した。

外 勢 千 晴1Chiharu　 Tose

　 was　 deeply　 attracted　 by　 the　 beauty　 of

Chiyo-gami,　 which　 is　a　 uniquely　 Japanese

type　 of　 patterned　 paper,　 and　 I　wanted　 to　 see

if　I　could　 produce　 a　work　 combining　 this　 with

the　 character　 illustrations　 I　created.　 For　 the

background,　 I　put　 together　 photos　 to　 produce

asingle　 static　 image,　 and　 refined　 this　 as　 a

work　 of　 art.　 I　have　 always　 had　 a　 strangely

strong　 emotional　 response_to"color",　 and

color　 has　 always　 interested　 me.　 Therefore,

for　 my　 graduate　 work　 I　wanted　 to　 do　 as

much　 as　 I　could　 to　 discover　 and　 research　 my

favorite"colors"and　 this　 motivated　 me　 to

create　 this　 work.

1983年 愛 知 生 ま れ。 旭丘 高 校美 術 科 卒業 。

Born　 in　Aichi　 Prefecture　 in　1983.　 Graduated　 from　 Asahigaoka　 High　 School.
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IA卜1AS　2004　 PRIKozue　 Umekage

私 に とって印刷物 の魅力 とは、単純 ではあ るが

複 製で きるこ とに ある。複 製で きるこ とに よっ

て、自分 の作 った物 がた くさんの人 に見て も ら

えるか らだ。

lA図AS　2004の 広報 物 のベ ース となる イラス ト

は、作品 を制作 する にあた り必要 となる「発 想」

や「思考 」を表現 してい る。 ポスター はバ リエー

シ ョン をす べて変 える ことで、配 布 した各地 と

卒展会 場 との繋 がりを強調 している。

For　 me,　 the　 attraction　 of　 print　 is　simply　 that　 it

can　 be　 reproduced.　 The　 ability　 to　 reproduce

the　 material　 means　 that　 something　 I　create

can　 be　 viewed　 by　 many　 people.

The　 illustrations　 I　created　 as　 the　 base　 for　 the

IA卜SAS　 2004　 publicity　 material　 portray"ideas"

and"thinking",　 which　 are　 necessary　 ele-

ments　 of　 creating　 an　 artwork.　 By　 creating　 a

whole　 range　 of　 poster　 variations,　 I　empha-

sized　 the　 link　 between　 the　 places　 where　 they

were　 distributed　 and　 the　 Graduate　 Exhibition

hall.

IAMAS　2004の 広 報物、ポスター チラ シ・ポ ス ト

カー ド・パ ン フレッ トの作成 。 ポスタ ーは シル

クス クリーン印刷 を使用 し、20種 類 のバ リエ ー

ションをつ くり、広報用 と展示 用、それ ぞれ20

枚ずつ 印刷 する。展示 はポスターの み。

compiled　 the　 IAMAS　 2004　 publicity　 mate-

rial,　poster,　 filer,　 postcard　 and　 pamphlet.　 The

poster　 uses　 silkscreen　 printing.　 I　made　 20

variations　 and　 printed　 20　 copies　 of　each　 to　 be

used　 for　 publicity　 and　 for　 exhibition.　 I　exhib-

ited　 just　 the　 poster.

梅 景梢/Kozue　 Umekage

1983年 滋賀県生まれ。高校卒業後、IAMASに てグラフィックデザインを学ぶ。

Born　 in　Shiga　 Prefecture　 in　1983.　 After　graduating　 from　 high　 school,she　 began　 studying　 graphic　 design　 at　IAMA
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19　 岡澤 理 奈

michikake/Rina　 Okazawa

このラ ンプが生活 空間 にある ことで部屋 の灯 り

が月の満 ち欠 ける周期 と呼応 す る。 そ うす るこ

とに よって、自然 環境 と寄 り添 うように交感 し

て生 活 していた 日本古来 の豊か な生活 の価値観

を提 示 した。主 に都市 で生 活す る社会 人の使用

を想定 した。忙 しい毎 日の中 で、家に帰 る と、

月の光 りが出迎 える。 自室の中 で、ほんのひ と

と き、自然 に囲まれ るよ うなやす らぎ を感 じて

も らえた ら、と考 える。

各照 明器具 は コン ピュー タに接続 され てい る。

ネ ッ トワーク を介 して月の情報 のデー タベ ース

か ら輝面 比や昇 降時刻 な どを取 得 し、その値 を

照明器 具の光量 や色彩 の変化 にあ てはめ て、月

のみ ちか けの情報 を表 示す る。 ひ とめ見 ただ け

で は分 か りづ らいほ どゆ っ くりとした変化 をし

てい る。

By　 having　 these　 lamps　 in　one's　 living　 space,

the　 light　 in　the　 room　 acts　 in　concert　 with　 the

phases　 of　 the　 moon.　 I　wanted　 to　 present　 the

values　 of　 old　 Japan　 in　which　 people　 lived　 in

close　 communication　 with　 the　 natural　 envi-

ronment.　 When　 you　 go　 home　 after　 a　busy

day,　 the　 light　 of　 the　 moon　 welcomes　 you.　 My

hope　 is　that　 when　 city　 people　 use　 this　 device

in　their　 own　 homes,　 they　 will　 be　 able　 to　 feel　 a

sense　 of　 calmness,　 like　 they　 are　 surrounded

by　 nature,　 even　 if　only　 for　 a　moment.

Each　 lamp　 is　connected　 to　 a　computer.　 The

ratio　 of　 the　 visible　 to　 hidden　 surface　 of　 the

moon　 and　 the　 times　 of　 the　 rising　 and　 falling

of　 the　 moon　 are　 obtained　 from　 a　moon　 infor-

mation　 database　 via　 the　 Internet,　 and　 these

values　 influence　 the　 changing　 light　 volume

and　 colors　 of　 the　 lamps,　 depicting　 the　 infor-

mation　 about　 the　 phases　 of　 the　 moon.The

changes　 occur　 slowly,　 to　 such　 an　 extent　 that

it　is　difficult　 to　 notice　 them　 at　first　 glance.

岡 澤 理 奈1Rina　 Okazawa

1980年 奈良 県 生 ま れ。『Theatre　 Street』(2002年)、 『移動 書 房vol.001　 PianoBook』(2003年)な ど、ま たパ フ ォーマ

ンス 「ふ れ こ と」(イ ンタ ーカ レ ッジ コ ンピュ ー タ ミュー ジ ック コン サー ト、2002年)、 『333」(「ア ンチ ・ポ ス ト最先 端

の 未来 」、03年)が あ る。

Born　 in　1980　 in　Nara　 Prefecture.　 My　 works　 include"Theatre　 Street"(2002),"ldoshobo　 vo1.001　 PianoBook"

(2003),and　 performances　 including"Furekoto"(lntercollege　 Compuer　 Music　 Concert,2002),　 and"333"("The

Future　 of　Anti　 Post　 Contemporarism"2003).
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20　 櫻 木 拓 也

ie/Takuya　 Sakuragi

天気 予報 、温 度、時 刻の情 報 を、自然 な動 きの

中 で受 け取 るこ とがで きる プロダ ク トの 提案。

鏡、机、フック と現在 で も住 居 内によ く目にす

る もので ある。時間 や状況 に応 じて、ユーザー

自身がON,OFFの 役 目を し,プロダク トの前で特

定の動 きを行 うと、一 定の 時間、情報 を表示 し

て くれ る。

This　 work　 proposes　 products　 that　 are　 able

to　 sense　 information　 concerning　 weather

reports,　 temperature　 and　 time　 from　 within

natural　 movements.　 The　 interfaces　 are　 or-

dinary　 household　 objects,　 such　 as　 mirrors,

desks　 and　 hooks.　 According　 to　 the　 time　 and

situation,　 the　 existence　 of　 the　 user　 acts　 as

the　 ON/OFF　 switch　 and　 by　 doing　 a　 certain

movement　 in　front　 of　 the　 product,　 a　set　 time

and　 information　 is　displayed.

ミラーディスプ レイは、天気予報、フ ックは外気

温、デス クは時 刻 を知 る こ とが でき るモノで あ

る。 いず れ もテ レビ、コン ピューター、携帯 電

話な どの特 定の端末 に向か って情 報 を取得 す る

プ ロセ スでな く、住 居 内に多 く存在 する こ とが

予測 される プロダク トか ら自然 な形で得 よ うと

する プロセスの研究。

The　 mirror　 display　 can　 sense　 weather　 reports,

the　 hook　 can　 sense　 the　 outside　 temperature,

and　 the　 desk　 can　 sense　 time.　 Therefore,　 this

is　not　 a　 process　 to　 obtain　 information　 from

particular　 information　 terminals　 such　 as　 a

television .,　computer,　 mobile　 phone　 etc.　 but

rather　 begins　 research　 into　 a　 process　 to　 ac-

quire　 information　 in　a　 natural　 way　 from　 prod-

ucts　 within　 the　 home.

櫻 木 拓 也/Takuya　 Sakuragi

1978年 愛 知 県生 まれ。2002年3月 多摩 美 術 大学 美 術 学部 生 産 デ ザイ ン学 科 プ ロ ダク トデ ザイ ン専 攻 科 卒業 。 同4

月情 報 科学 芸 術 大学 院 大学 入 学。

Born　 in　Aichi　 Prefecture　 in　1978.　 Graduated　 from　 the　Tama　 Art　University　 Dept.　 of　Product　 and　 Textile　 Design,

Product　 Design　 course　 in　March　 2002.　 Entered　 the　 Institute　 of　Advanced　 Media　 Arts　 and　 Sciences　 in　April

2002.
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cooing/Kanako　 Imao

細か い模 様の よ うな、絵 の よ うな もの を描 く事

が、昔 か ら好 きだ った。複雑 な模様 が画面 に広

が り、有機的 な変化 を遂 げなが ら最終 的に大 き

な1つ の形が紡 ぎ出 され る事 には、自分 で描 い

て いな が ら もいつ も魅了 され てい た。 そ んな

小 さい頃の落書 きを、1つ の作品 と して昇華 さ

せ たいとい う思 いか らこの作品 を制作 するにあ

た っての動機 に繋が っている。

■同時開催IAMAS　 2004別 館 「郭」出展作家

DVDの ボーナス トラックで、「郭」の様子が

御覧になれます。

Ihave　 always　 liked　 drawing　 things　 that　 are

like　 a　detailed　 pattern,　 and　 at　the　 same　 time

are　 like　 a　 picture.　 Even　 as　 I　draw　 myself,　 I

have　 always　 been　 fascinated　 by　 the　 way　 a

detailed　 pattern　 spreads　 out　 on　 a　screen,　 and

while　 undergoing　 organic　 changes,　 eventu-

ally　 produces　 one　 big　 form.　 My　 desire　 to

develop　 the　 scribbling　 that　 I　used　 to　 do　 when

Iwas　 little　 into　 a　work　 of　art　 motivated　 me　 to

create　 this　 work.
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今 尾 日名 子1Kanako　 lmao

1981年 岐阜生まれ。高校卒業後、IAMASに てアニメーションや ドローイングの制作 を開始。

Born　 in　Gifu　 Prefecture　 in　1981.

ing　creations　 at　IAMAS.

After　 graduating　 from　 high　 school,　 I　began　 working　 on　 animation　 and　 draw一



Elephant　 Machine

22　 植 田 憲 司

Elephant　 Machine/Kenji　 Ueda

ネ ッ トワークか ら果 て るこ と無 く、流 れ込 む欲

望 の言葉 があ る。 コ ンピュー タの前 に座 ってい

る誰 かがタイプす る検 索 ワー ドがそれ だ。 ファ

イル共有1交 換 ソフ トを立 ち上 げ る彼1彼 女 たち

が欲 するその言 葉 はとて も切 実で、嘘 の無 い声

で あり、同 時に それは システムに捉 え られ抑圧

された欲 望 の形 の よ うに思 え る。奇 形 的 なそ

の欲望 の形 は、どれ もステ レオ タイプで よ く似

通 っているの だが、やは りひ とりひ とりの生 が

そ こに は顔 を出 してい る。

There　 are　 words　 of　 desire,　 which　 flowin　 and

never　 disappearfrom　 the　 network.　 These　 are

the　 search　 words　 entered　 by　 people　 sitting　 in

front　 of　 their　 computer.　 The　 words　 they　 enter

when　 they　 start　 up　 the　 file-sharing/swapping

software　 express　 their　 raw　 and　 sincere　 de-

sires,　 but　 at　the　 same　 time　 these　 words　 are

an　 anomalous　 form　 of　 desire　 which　 is　cap-

tured　 and　 repressed　 by　 the　 system.　 These

anomalous　 expressions　 of　 desire　 are　 all　ste-

reotypes　 and　 strongly　 resemble　 each　 other,

but　 still　 contain　 the　 true　 voice　 of　 each　 indi-

vict　u　a　l.

イ ンターネッ ト上に形成 されるネ ッ トワークの

ひ とつに グヌーテ ラ・ネ ッ トワー クがあ る。 そ

こ に流 れ るデータの ひ とつ であ る、ファイル を

探 すため の検 索 ワー ドをキ ャプチ ャー し、それ

を要 素 と して床 に配置 され た円形 の ス ク リー

ンに映像 を投影 す る。投 影 される映像 は、用 意

されたい くつ かの映像 とリアル タイムにキ ャプ

チ ャーされた欲望 の ことば(フ ァイル共有/交 換

ソフ ト上の検索 ワー ド)である。

There　 is　a　 network　 formed　 on　 the　 Internet

called　 Gnutella　 Network.　 My　 work　 captures

search　 words　 for　 finding　 files,　 which　 is　one

type　 of　 data　 that　 enters　 this　 network,　 and　 us-

ing　 these　 words　 as　 elements,　 I　project　 imag-

es　 onto　 a　round　 screen　 laid　 out　 on　 the　 floor.

The　 projected　 images　 are　 some　 images　 that

Ihave　 prepared　 in　advance　 as　 well　 as　 these

words　 of　desire　 captured　 in　 real　 time(search

words　 in　file-sharing/swapping　 software).

植 田憲 司/Kenji　 Ueda

1979年 京都 市 生 ま れ。 横 浜 国 立 大 学 卒 業 。「紙 ゲ ー ム機 プ ロ ジェ ク ト2000』 が フィ リッ プモ リスア ー トア ワー ド

2000受 賞 、同 作 品 を国 内 外 で展 示 。 キ ュ レ トリア ル ワー ク と して、「身 体 をデ ザイ ン す る」(複 眼 ギ ャラ リー、大 阪 、

2002年)な どが あ る。

Born　 in　Kyoto　 in　1979.　 Graduated　 from　 Yokohama　 National　 University.　 His　work"Paper　 Game　 Machine　 Proj-

ect　2000"was　 awarded　 the　 Philip　Morris　 Art　Award　 2000,　 and　 was　 exhibited　 both　 in　Japan　 and　 overseas.　 His

curatorial　 works　 include"Projecting　 the　 Body"(Fukugan　 Gallery,　 Osaka,2002).
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23　 山川K.尚 子
"KOTODAMA ‐Primal　 forms　 of　communication　 using　 interactive　 voice　 containers"

/Hisako　 Kroiden　 Yamakawa

この作 品 は、普段、人 が メッセ ージ を交換 す る

際 に忘 れ られが ちな「メデ ィアの存在」を、観客

に意 識 させ るこ とを目的 と してい ます。私が感

じてい る「メデ ィアのボ リュームのイ メージ」を

立体 に置 き換 えるこ とで、視覚 的に も身体 的 に

も、メッセー ジを含 んだメデ ィアの移動 を体感

できるよ うに表現 しよ うと試み たものです。

The　 aim　 of　 this　 work　 is　to　 make　 the　 viewer

conscious　 of　 the"existence　 of　 media'°that

people　 usually　 tend　 to　 forget　 when　 they　 ex-

change　 messages.　 It　attempts　 to　 express　 the

movement　 of　 the　 media,　 which　 contains　 the

message,　 so　 that　 it　can　 be　 felt　 both　 visually

and　 physically　 by　 transposing　 3-dimentionaly

"the　 image　 of　 media's　 volume"
which　 is　felt.

展示会 場に はマンガの 「ふ きだ し」の形 をイ メー

ジさせる立体 が浮 いてい ます。 この 「ふ きだ し」

形 の立 体 に は、観 客 が「ふ き だ し」か ら伸 び た

しっ ぽか らメ ッセー ジ をその 中 に残 す ことが

できる ようにな ってい ます。 観客 は、前 の人が

「ふ き だ し」の 中 に残 したメ ッセ ー ジを聴診 器

を使 って聞 く(取 り出す)こ とがで きます。観客

が メ ッセ ージ を聞 いて、その中 がか らっぽに な

ると、この「ふ きだ し」は徐 々に しぼみ ます。次

に 、観 客 が 「ふ きだ し」の しっぽ を掴 んで メ ッ

セ ー ジ を入 れ、次 の人 に メ ッセ ー ジ を残 しま

す。「ふ きだ し」はメ ッセー ジが入 ると、徐 々に

膨 らみ、次に聞 く人 にメ ッセー ジを届 けます。

Three-dimensional　 shapes　 that　 make　 you

imagine"speech　 bubbles"from

comics　 float　 in　 the　 exhibition　 hall.

Viewers　 can　 leave　 messages　 in

the　 three-dimensional　 shape

through　 the　 tail　 extending　 from

the"speech　 bubbles".　 The

viewers　 can　 also　 listen　 to

(retrieve)the　 message　 that　 the　 person　 before

them　 left　 in　the"speech　 bubbles"using　 a

stethoscope.When　 a　message　 is　retrieved

and　 the　 bubble　 becomes　 empty,　 it　gradually

shrinks.　 After　 that　 the　 viewer　 inserts　 a　new

message　 using　 the　 tail　 and　 leaves　 it　for　 the

next　 viewer.　 When　 a　message　 is　recorded

inside,　 the　 shape　 grows　 again　 gradually　 and

the　 message　 is　delivered　 to　the　 next　 viewer.

山 川K.尚 子1Hisako　 Kroiden　 Yamakawa

1977年 岐 阜 県 大 垣 市 生 まれ 。 オ ー ス トラ リア 留 学 を経 て 京 都 市 立 芸 術 大 学 を卒 業 後IAMASへ 。 作 品 に 「tells-

phone』(Gallery　 ITEZA、 京 都、2003年)、 「KOTODAMA」(日 本バ ー チ ャル リア リテ ィ学 会第8回 大会 、岐阜 、2003年)

な ど。

Born　 in　Gifu　 Prefecture,　 Ogaki　 City　in　1977.　 Has　 been　 an　exchange　 student　 in　Australia.　 Entered　 IAMAS　 after

graduating　 from　 Kyoto　 City　 University　 of　Art.　 Produced　 works"tells-phone"(Gallery　 ITEZA,　 Kyoto,2003),

KOTODAル7A(8th　 Contest　 of　the　Virtual　 Reality　 Society　 of　Japan,　 Gifu,2003>and　 others.



Diary

24　 西 山千 晴 　 山 田 興 生

Diary/Chiharu　 Nishiyama+Kouki　 Yamada
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Diaryは 携帯電 話 で撮 影 した動画 をweb上 に リ

アルタ イムで公開 する システムの構 築 と、その

webの イ ンターフ ェイ スをデザイ ン した もの で

す。特 定の メールア ドレスに送 られたムー ビー

デ ー タは、件 名、本 文 と ともに ウェブ上 に 自動

的 に レイア ウ トされてい きます。

Diary　 designs　 the　 construction　 of　a　system

that　 lays　 out　animations　 filmed　 by　 a　mobile

phone　 on　 the　 web　 in　real　time　 and　 its　web

interface.

The　 movie　 data　 sentto　 certain　 mail　 ad-

dresses　 is　automatically　 laid　out　 on　 the　web

together　 with　 the　subject　 and　 the　body　 of　the

mail.

■Diary使 用 手1頂

1.登録する前に

携帯電話の機種 を確認 します。動画を送信 できる機種の う

ちnancy形 式を除 くすべての携帯電話で使用できます。

2.登録する

web上 の登録 フォームに携帯電話の名前 とメールア ドレス

を入力 します。各ユーザ ー専用のメールア ドレス と、ホー

ムページのURLが 記載されたメールが届 きます。

3撮 影する

カメラを起動 させて、動画を撮影 します。動画の撮影時間

や容量は各機種 に依存 します。

4送 信する

撮影 した動画 を添付 して、件名、本文 など記入 し、各ユー

ザー専用のメールア ドレス(例;口 口口口@diary.i川.jp》に送

信 します。 またこのメールア ドレスを友達に教 えることで、

友達 も日記に動画 を送ることができます。

5鑑 賞する

各ユーザー専用のURL(例;http:〃diary.ilil.jp/～口口口口)に

コンピュータをつかってアクセス します。送った動画がタ

イ トル と送信時間、本文とともに ウェブページに表示 され

ます。

6繍 集する

Editors　modeの ページにアクセスすれば、　web上 でテキス

トの編集ができます。

西 山 千 晴/Chiharu　 Nishiyama

1978年 埼 玉 県生 まれ。 大 学 卒業 後IAMASに 入 学 。

Born　 in　Saitama　 Prefecture　 in　1978.　 Entered　 IAMAS　 after

graduating　 from　 university.

山 田 興 生1Kouki　 Yamada

1982年 長 崎 県生 まれ。

Born　 in　1982　 in　Nagasaki　 City.



音 点 字:点 字 を 楽 し く学 ぶ た め の シ ス テ ム

25　 福 森 み か

Ototenji:A　 device　 for　learning　 Braille　forthe　 non-visually　 impaired/Mika　 Fukumori
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縦3点 横2列 の6つ の穴 に 、点 字 の点 に 見立 て

た ブロックを差 し込 む。差 し込 ん だブロ ックの

形が点字 の形 とな るとき、その音 が鳴る。 さ ら

に、点字 の母音 を示す部分 が発 光す る。

Blocks　 that　 represent　 the　 points　 in　 Braille

are　 inserted　 into　 a　 panel　 with　 6　 holes(two

columns　 with　 three　 points　 each).　 When　 the

figure　 is　in　 the　 Bra川e　 sequence　 a　 sound

sounds.　 Furthermore,　 the　 portion　 that　 shows

the　 vowels　 lights　 up.
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福 森 み か1Mika　 Fukumori

1967年 熊本生まれ。1987年 武蔵野美術短期大学卒業。2002年 国際情報科学芸術アカデミー卒業。

Born　 in　1967　 in　Kumamoto.　 In　1987　 graduated　 from　 Musashino　 Art　University,　 College　 of　Art　and　 Design.　 In

2002graduated　 from　 the　International　 Academy　 of　Media　 Arts　 and　 Sciences.



光 は前方 か ら、影 は後 ろへ

26　 山 城 大 督

on　 the　atomic　 bomb　 flash/Daisuke　 Yamashiro

あの強力 なフラ ッシュ。平坦 な地平 で育 った僕

達 、日本人。「来 たるべ き何 か」を期待 しなが ら

待 つ世代。

僕 は、「思 考す る事 を放棄 し、期 待 しなが ら待 っ

てい た僕 達」につい て考 えるべ きだ。 日本人 の

歩 ん で きた道、僕 が育 って きた時 代 につ いて、

考 えなおすべ きだ。

That　 blinding　 flash.　 Us　 Japanese,　 who　 grew

up　 under　 calm　 skies.　 A　 generation　 waiting

and　 hoping　 for"something　 to　 come".

believe　 that　 we　 should　 take　 a　look　 at"this

generation,　 which　 has　 given　 up　 thinking　 and

just　 waits　 and　 hopes".　 We　 need　 to　 reconsider

the　 history　 of　 the　 Japanese　 people　 and　 the

era　 in　which　 I　grew　 up.

カー ドプ レイヤ ーイ ンター

フ ェイス を用 い た、映像 イ

ン ス タ レー シ ョ ン。 磁 気

テー プの 付 い たカ ー ドと、

そ の カ ー ドを再 生 させ る

事 に よ り映像 が投影 される装置(カ ー ドプ レー

ヤー)か らな る作 品。 カー ドがプ レイヤーで再

生 される と、各 々の カー ドによ って違 う映像が

スク リーンに投 影 され る。

投影 される映像 は以下の3つ 。

「1945年8月6日 広 島原 爆 投下 の 記録 映像 」、

「1945年8月9日 長崎原 爆投下 の記録 映像」の2

つ、そ して「2001年9月11日 ア メリカ同時多発

テロ、WTCビ ル崩壊の記録 映像」を天地 逆 さに

投影。

This　 is　an　 image　 installa-

tion　 that　 uses　 a　card　 play-

er　 interface.　 It　consists

of　 cards　 having　 magnetic

tape,　 and　 a　 device　 for

projecting　 images(when　 the　 cards　 are　 played

card　 player).　 When ,the　 cards　 are　 played　 in

the　 player,　 a　 different　 image　 for　 each　 card

is　projected　 onto　 the　 screen.　 The　 following

three　 images　 are　 projected:1)the　 recorded

image　 of　 the　 atomic　 bomb　 being　 dropped　 on

Hiroshima　 on　 6　August　 1945,2)the　 recorded

image　 of　 the　 atomic　 bomb　 being　 dropped

on　 Nagasaki　 on　 g　August　 1945,　 and　 3)the

recorded　 image　 of　 the　 terrorist　 attacks　 in

America　 on　 l　l　September　 2001　 and　 the　 de-

struction　 of　 the　 WTC　 building.　 The　 latter　 im-

age　 is　projected　 upside　 down.

山 城 大 督/Daisuke　 Yamashiro

1983年 大阪 生 ま れ。 大 阪 市立 工 芸高 校 映像 デザ イ ン科卒 業 ・イ ンタ ーメ デ ィウム 研 究所 ・1M1「大 学 院」講 座MOコ ー

ス修 了 。

Born　 in　Osaka　 in　1983.　 Graduated　 from　 Osaka　 City　I<ogei　 High　 School,　 Projected-image　 Design　 Course,　 and

studied　 at　the　 Inter　Medium　 Institute,　 completing　 the　Inter　Medium　 Institute　 Graduate　 School　 MO　 course.
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27　 桜 木 美 幸

1979221/Yoshiyuki　 Sakuragi

■同時開催IAMAS　 2004別 館 「郭」出展作家

DVDの ボーナス トラックで、「郭」の様子が

御覧になれます。

身体感 や現実 感が変化 す る昨 今、体 を伴 った行

動 を起 こすこ とにつ いて考 えま した。

Nowadays　 when　 the　 bodily　 feelings　 and　 the

sense　 of　 reality　 change,　 I　considered　 an　 ac-

tion　 that　 moves　 the　 body.

1979年2月21日 生 まれ。地 球 の反対側 で自分

と同 じ日に生 ま れた人 と25年 目の誕生 日を一

緒 に迎 えたい。僕 は生 まれてか ら一度 も日本 を

出 たこ とが なか った し、日本 語 しか話せ ない け

れ ど、1人 でその場 所 まで探 しに行 くこ とに し

た。2004年2月9日 か ら2月21日 ま での ドキュ

メン ト。

was　 born　 on　 21　 February　 1979.　 I　wanted　 to

find　 someone　 on　 the　 other　 side　 of　 the　 world

who　 had　 the　 same　 birthday　 as　 me　 and　 cel-

ebrate　 turning　 25　 together.　 I　had　 never　 been

overseas　 before　 and　 can　 only　 speak　 Japa-

nese,　 but　 I　decided　 to　 go　 and　 look　 for　 this

person　 by　 myself.　 This　 work　 documents　 my

trip　 from　 the　 gth　 to　 the　 21st　 of　 February.

桜 木 美 幸/Sakuragi　 Yoshiyuki

1979年2月21日 生 まれ。2001年 度 か らIAMASス タ ジオ科CGIコ ー スに 在籍 。 卒 業後 の2003年 度 は研 究生 と して

活 動 。

Born　 on　21　 February　 1979.　 A「ter　graduating　 from　 university　 he　entered　 the　IAMAS　 CGI　 course　 and　 is　making

image　 works.　 He　 was　 a　research　 student　 in　2003.



複 眼 狂 想 レ ッス ン

28　 丸尾 隆 一

Compound　 eyes'wondering　 lesson/Ryuichi　 Maruo

■同時開催IAMAS　 2004別 館 「郭」出展作家

DVDの ボーナス トラックで、「郭」の様子が

御覧になれます。

私 がすで に撮 影 した映像 と、展示会 場の様 子 を

中継 する映像 とテ レビ放送 が自動的 にスイ ッチ

ング され、そ こに字 幕や フ レームエ フェク トや

フェー ドイン、フェー ドアウ トな どが リアル タ

イ ムに合成 され、ラジ オや電話の 音声 などが無

作為 にイ ンサー トされる。 しか し、この 映像 の

中 には、スイ ッチング による意図 的な数秒 間が

自動的 に生成 されて しまう。 それ を自動 的 と思

うの は、私 たちが普段 見 てい る映像 にも、その

作者 の意図 とは無関係 に、意味 をで っち上 げ る

自分 がいるか らだ と思 う。

The　 video　 automatically　 switches　 between

footage　 that　 I　had　 filmed　 in　 advance,　 live

footage　 of　 the　 exhibition　 hall,　 and　 a　 televi-

sion　 broadcast.　 Subtitles,　 frame　 effects,　 feed-

ins,　 feed-outs　 and　 so　 on　 are　 synthesized　 in

real-time,　 and　 sounds　 from　 a　radio　 and　 phone

etc　 are　 randomly　 inserted.　 However,　 in　 this

video,　 using　 a　 switching　 system,　 several

seconds　 of　 non-random　 footage　 are　 auto-

matically　 generated.　 Likewise,　 with　 regard　 to

video　 images　 that　 we　 view　 on　 a　daily　 basis,　 I

thinkthat　 we　 ourselves　 make　 up　 the　 meaning

without　 regard　 to　 the　 intentions　 of　 the　 cre-

ator.

カッ トの 順序 、タイ ミング、字 幕、画面 の比 率

とフ レーム、固定 カメ ラ。 これ らの要素 をオー

トマ チ ックに変化 させ構成 された 日常 の記録 映

像。 そ こで繋 が り続 ける映像 は、私 が制作 した

という事 実 からかけ離れ て行 くよ うな感 覚 を生

む。 しか しそれだけで その映像 が一人歩 きす る

ような事 はない。

あ る意、図 を経 て映像 が 目の前 に流 れて も、どれ

だ けの 人が その意 図 と付 き合 う事 を意識 して見

て いるだ ろうか。 む しろ、その よ うな意、図 とは

無関係 に、す ぐに映像 は多 くを語 りだす事 を私

た ちは幾 度 とな く無 意識に体 験 してい るはずで

あ る。 だ とすれ ば、私が作為 的 な意 図 を放 棄 し

て出来 上が る映像 を見 せ た時 、見 る物に語 りか

け られ る言 葉や イ メージ は一 体誰 の物 であ り、

それ をどの ように受け止め るのだろ うか。今 作

品 はそうい う意図 を経 て制作 された。

The　 making　 of　 a　video,　 ie　the　 order　 of　 cuts,

timing,　 insertion　 of　 unrelated　 subtitles,　 the

proportion　 and　 frame　 of　 the　 screen,　 a　 fixed

camera.The　 daily　 recorded　 video　 which　 is

made　 by　 changing　 and　 constructing　 these

elements　 automatically.　 The　 video　 which

continues　 being　 connected　 induces　 feeling

which　 is　widely　 different　 from　 what　 that　 I

made.　 But　 just　 only　 doing　 that,　 it　wouldn't

become　 completely　 removed　 from　 my　 inten-

tions　 and　 take　 on　 a　 life　of　 its　own.

If　the　 video　 was　 projected　 on　 front　 of　 us　 with

special　 intention,　 we　 are　 not　 really　 conscious

of　 the　 extent　 to　 which　 we　 live　 with　 the　 inten-

tion.　 Rather　 we　 should　 often　 be　 experienc-

ing　 unconsciously　 that　 a　video　 begins　 to　 tell

many　 things　 immediately　 to　 us　 regardless　 of

such　 an　 intention.

If　so,　 when　 I　create　 and　 present　 a　video　 work

eliminating　 my　 intentions　 and　 deliberating

actions　 as　 much　 as　 possible,　 to　 whom　 does

the　 words　 and　 images　 address　 to　 the　 viewers

belong?And　 how　 would　 viewers　 respond　 to

it?This　 installation　 was　 made　 through　 such

intention.

丸 尾 隆 一/Ryuichi　 Maruo

1983年 大阪 生 ま れ。 大 阪市 立 工 芸高 校 映像 デ ザ イ ン科 を経 てIAMASに 入学 、卒 業 後 の2003年 度 は研 究 生 と して活

動 する 。

Born　 in　Osaka　 in　1983.　 After　 studying　 design　 at　Kogei　 Senior　 High　 School,　 Osaka　 he　entered　 IAMAS　 and　 after

graduation　 became　 a　research　 student.



チ ェ ア ザ デ ィ フ ァ レ ン ス

29　 真 鍋 大 度 　 bari

Chair　 the　difference/Daito　 Manabe+bari

この作 品は光 の一切 入 らない部屋 でヘ ッ ドホ ン

を して、 マ トリクス上 に配置 された振動 を与 え

る椅子 に座 り、集 中する事 で聴 覚 と触覚 の差異

を体験 す るとい うもの です。

協 力　株 式会社 マテリアル

　　　　　オ ンキヨー リブ株 式会社

This　 work　 gets　 participants　 to　 enter　 a　com-

pletely　 dark　 room,　 put　 on　 headphones　 and　 sit

on　 a　 chairthat　 gives　 off　 vibrations　 arranged

on　 a　matrix.　 By　 concentrating,　 the　 participant

experiences　 the　 difference　 between　 sound

and　 touch.

support:Material　 CO.,LTD

　　　　　　ONKYO　 LIV　CO.,LTD

耳 か ら伝 わ る音 と体 を振 動 させ る事 に よっ て

内部か ら伝 わ る音 との差異 を、そ して触 覚 と聴

覚 の差 異 を体 感 して も らう事 を目的 としてい ま

す。 干渉や共振 を日常 では体 験す るこ との無 い

場所 で発生 させ る事で、通常 では起 こ り得 ない

感 覚 を味 わっ ても ら う事 も狙 って い ます。(体

験 していて も気づ く事 が少ない)

The　 object　 of　 my　 work　 is　to　 enable　 people

to　 experience　 the　 difference　 between　 the

sounds　 that　 they　 hear　 and　 the　 sounds　 that

come　 from　 within　 when　 their　 body　 is　made　 to

vibrate,　 and　 the　 difference　 between　 the　 sense

of　 touch　 and　 sound.　 By　 producing　 interfer-

ence　 and　 resonance　 in　a　 place　 where　 this

cannot　 normally　 be　 experienced,　 I　wanted　 to

allow　 people　 to　 experience　 something　 out-of-

the-ordinary,　 or　 something　 that　 usually　 goes

unnoticed　 even　 if　experienced.

真 鍋 大 度1Daito　 Manabe

1976年 東 京 生 ま れ。 東京 理 科大 学 理学 部 数学 科 卒 、システ ム エン ジニ ア、プロ グラ マー を経 てIAMASへ 。

現 在 、東 京芸 術 大学 美 術 学部 先 端芸 術 表現 科 非 常勤 助 手。

Born　 in　Tokyo　 in　1976.Graduated　 from　 Tokyo　 University　 of　Science,　 Faculty　 of　Science　 majoring　 in　mathemat-

ics,　and　 after　working　 as　a　systems　 engineer　 and　 programmer,　 entered　 IAMAS.

Currently　 a　part-time　 assistant　 at　the　 Tokyo　 National　 University　 of　Fine　 Arts　 and　 Music,　 Faculty　 of　Fine　 Arts,

Department　 of　Inter　Media　 Art.
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Kemuri-mai/Jean-Marc　 Pelletier

「煙 舞」は「始 ま り」と「終 わ り」の ある作 品 で、つ

ま り時 間 に 存在 して、イ ンス タ レー シ ョン と

言 え ない。 しか し出演 す る人 がい な いの でパ

フォーマンス とも言 えまい。 ある時間、ある空

間 を少人 数の人 々が共有 して楽 しむ はかない踊

りで ある。

Kemuri-mai　 is　a　 piece　 that　 has　 a　 beginning

and　 an　 end,　 in　other　 words　 exists　 in　a　specific

time　 frame.　 In　 that　 sense　 it　cannot　 be　 called

an　 installation.　 However,　 since　 there　 is　no

performer,　 it　cannot　 truly　 be　 called　 a　 perfor-

mance　 work　 either.　 It　is　an　 ephemeral　 dance

witnessed　 by　 a　few　 people　 who　 happen　 to

share　 the　 same　 space,　 the　 same　 moment.

この作品 では、線 香 か ら立 ち昇 る煙の動 きや形

の変化に よって音楽 が変わ る。煙 は ビデ オカメ

ラで撮影 され、自作 の コン ピュー タプログ ラム

によ って その映像 が解析 される。形態 を評価 す

るパラメータが音 の種 類 を決 める。煙 を揺 らす

風 は観 客 の息だ けで十分 であ り、人数 によっ て

煙 の反応 が自然 に変 わ り、音楽の 雰囲気 が決め

られる。

As　 the　 smoke　 from　 a　 stick　 of　 incense　 rises,

sways,　 twists　 and　 disperses,　 the　 musical

score　 follows　 these　 movements,　 as　 though

dancing　 to　 the　 plume's　 motion.　 The　 audience

finds　 itself　 in　the　 center　 of　 a　fragile　 and　 subtle

interaction　 between　 sounds,　 sights　 and

fragrance　 in　an　 ephemeral　 ceremony.

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も　　

Jean-Marc　 Pelletier/ン ヤ ン=マ ル ク ・ペ ル テ ィエ

カ ナダ モ ン トリオール 生 ま れ。 母 国 で は電 子 音楽 の 作 曲 を勉 強 し ミュー ジ ック コ ンク レー トや現 代 ダ ンス の音 楽 を

造 る。1999年 に 来 日、2002年IAMASに 入学 。 カ ナダ 、ア メ リカ、日本 に て作 品 を発表 し、2003年 に カナ ダ電 子 音

楽協 会 のTime　 Playsコ ンペ に入 賞。

Born　 in　Montreal,　 Canada.　 While　 at　Concordia　 University,　 studies　 electro-acoustic　 music　 and　 composes

musique　 concrete　 pieces　 as　well　as　contemporary　 dance　 soundtracks.　 Moves　 to　Japan　 in　1999　 and　 enters　 the

Master's　 programme　 at　IAMAS　 in　2002.　 Has　 presented　 pieces　 in　Japan,　 Canada　 and　 the　 United　 States.5th

iplace　 at　the　2003　 Jeux　 de　Temps/Time　 Plays　 electroacoustic　 music　 competition .
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Dioramas/Kenichi　 Hagihara

映像 行為 を「おみやげ」と捉 える。 遠 くの世界 か

ら手 のひ らサ イズの風光 を持 ち帰 り、一つ の箱

の中 で都 市景観 が再現 される時、一つの イメー

ジが立 ち上 が って くる。　 数 々 の 「東 京」の 光

がケ ースの中 で輝 く

れもない東京のイ

よ うに思 う。光

り出され鑑賞

で、映像行為

る事 が出

その姿 は まぎ

メー ジで ある

　がケースか ら取

者 の 手 に渡 る 事

　の 持 つ側 面 を感 じ

来 れば と思 う。

considered　 the　 act　 of　 filming　 as　 being　 like

a"souvenir".　 From　 a　 far　 away　 place(To-

1<yo),　 I　took　 away　 some　 palm-size　 scenery,

and　 when　 I　reproduced　 this　 cityscape　 in-

side　 a　 box,　 a　 particular　 image　 of　 the　 place

emerged.　 The　 many　 scenes　 of"Tokyo"shin-

ing　 inside　 the　 case　 combine　 to　 create　 an　 im-

age　 of　 Tokyo.　 I　hope　 that　 this　 aspect　 of　 the

act　 offilming　 will　 be　 able　 to　 be　 felt　 when　 the

light　 is　taken　 out　 of　 the　 case　 and　 comes　 into

the　 hands　 of　 the　 viewer.

暗 い部屋 の中 に シ ョーケー スが配 置 されて い

る。 ショーケースか らは光 が漏 れてい る。 ケー

スの中 には写真 フィルムが仕込 まれた映像投 影

装置(小 型 プロジェクターライ ト)が入 ってい る。

収納 され た光景 の断片 は、それぞ れ一 つの視 野

対象 を分 割 したものであ る。 い くつ もの光 は暗

閣 に像 を投影 し、かつての風 景 を再現 す る。鑑

賞者 はケースの中 か らライ トを持 ち出 し暗室 の

中 を歩 き進 む。

Ashowcase　 is　placed　 in　a　 dark　 room.　 Light

is　escaping　 from　 this　 showcase.　 Inside　 this

case　 is　 an　 image　 projection　 device(small

projector　 light)containing　 photographic　 film.

The　 stored　 fragments　 of　 scenery　 are　 each　 a

segment　 of　 one　 object　 of　 vision.　 Many　 lights

project　 the　 image　 into　 the　 dark,　 and　 repro-

duce　 the　 landscape　 of　 the　 past.　 The　 viewer

takes　 a　light　 from　 the　 case　 and　 walks　 around

the　 dark　 room.

萩 原 健 一1Kenichi　 Hagihara

1978年 山形生まれ。2002年 国際情報科学芸術アカデミーDSPコ ース入学。

Born　 in　Yamagata　 Prefecture　 in　1978.

course　 in　2002.

Entered　 the　 International　 Academy　 of　Media　 Arts　 and　 Sciences　 DSP
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Sync　 Think　 Tags/Shinya　 Fukuda+Akira　 Fujiwara

壁 に情報 を入 出力 す る壁 型 イ ンター フ ェイス

の研究 の一環 と して、ブレインス トー ミング を

支援 するツール を制作 した。 デ ジタル テクノロ

ジー によ って、ブ レイ ンス トー ミングを円滑 に

進 め ることを支援 するが、PCを 用 いた ブレイン

ス トー ミングツ ール とは異 な り、従来 の ブ レイ

ンス トー ミング と共通 した身体 的な インタラク

シ ョンを用 いて、誰 でも愉 しく手軽 に利 用 する

こ とが できるツール を目指 した。

As　 part　 of　 my　 research　 into　 wall-type　 inter-

faces　 for　 inputting　 and　 outputting　 informa-

tion　 onto　 a　wall,　 I　developed　 a　tool　 to　 support

brainstorming.　 Using　 digital　 technology,　 this

tool　 helps　 people　 smoothly　 carry　 out　 brain-

storming　 activities,　 but　 unlike　 brainstorm-

ing　 tools　 using　 a　 computer,　 it　encompasses

physical　 interaction　 in　 a　similarway　 to　 how

brainstorming　 was　 conventionally　 conducted,

and　 aims　 to　 be　 a　tool　 that　 anyone　 can　 use

easily　 and　 enjoyably.

システムは、壁型 インターフェイス とその前 に置

かれ た机 、人数 分のA6サ イズ のバイ ンダ ーで構
'成 され る

。ブ レインス トーミングの アイデアを入

力す るに は、各 々の バイ ンダーに挟 まれた メモ

用紙 に手書 きで記入 し、机の所 定の位置 に置 く。

壁 型イ ンターフェイスに表示 され た手書 きの メ

モは、手で触 って、移動 ・編集 な どが できる。

The　 system　 is　composed　 of　a　wall-type　 inter-

face,　 a　 desk　 placed　 in　front　 of　 this,　 and　 A6-

size　 binders　 corresponding　 to　 the　 number

of　 users.　 In　 order　 to　 input　 the　 brainstorming

idea,　 a　 person　 writes　 by　 hand　 on　 a　 memo

sheet　 inside　 their　 binder　 and　 places　 it　on　 a

designated　 position　 on　 the　 desk.　 This　 hand-

written　 memo　 is　displayed　 on　 the　 wall-type

interface　 and　 by　 touching　 it,　it　can　 be　 moved

and　 edited.

福 田 伸 矢/Shinya　 Fukuda

1979年 京 都 府 生 ま れ。 成 安 造 形大 学 卒 業 。第7回 学 生CGコ ン テス ト(2001年)優 秀 賞 受賞 。 日本

バ ーチ ャル リア リテ ィ学 会 第8回 大 会(岐 阜 、2003年)、 相 田 み つ を美 術館 イン タラ クテ ィ ブ展 示(東

京、2003年)に 参加 。

Born　 in　Kyoto　 Prefecture　 in　1979.　 Graduated　 from　 Seian　 University　 of　Art　and　 Design.　 Re-

ceived　 an　Excellence　 Award　 in　the　7th　 Student　 CG　 Contest.　 Participated　 in　the　8th　 Contest　 of

the　 Virtual　 Reality　 Society　 of　Japan(Gifu,2003)and　 the　Mitsuo　 Aida　 Museum　 Interactive　 Exhi-

biti。n(T。kY。2003).　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 蕊

藤 原 徹1Akira　 Fujiwara

1979年 大 阪府 生 ま れ。 京 都 工 芸 繊 維 大 学 卒 業 。「emocao　 art.ficial」 展(ブ ラ ジル、2002年)で 、
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Born　 in　Osaka　 in　1979.　 Graduated　 from　 Kyoto　 Institute　 of　Technology.　 Took　 part　in　the　 exhibi-
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2002),in　 the　Interactive　 Exhibition　 in　the　Mitsuo　 Aida　 Museum(Tokyo,2003).
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Seven　 by　Seven/Yasunori　 lkeda

映 像 を使 って物 語 る の では な く、毎 日の現 実 と即 興 的 にセ ッ

ションす るこ と。 カ メラは、その ため に しかあ りませ ん。2003

年11/14-2004年 元 旦 までの7週 間、一 日49秒 の、49日 間。撮

影 とい うパ フォーマ ンスの 、記 録。

This　 work　 is　not　 trying　 to　 tell　a　story　 through　 the　 im-

ages,　 rather　 it　is　an　 impromptu　 dialogue　 with　 everyday

reality　 The　 camera　 only　 exists　 forthat　 purpose　 My

work　 records　 the"performance"of　 filming　 over　 7　weeks

from　 November　 14th　 2003　 to　January　 lst　2004,　 filming

for　49　 seconds　 each　 of　the　 49　 days

まず最初 に、個 人 と して、この 、前の 前の 世紀 の テク ノロ

シー とき ちん と向 かい 合 うべ きな ん じゃ ない か と思 い ま

した。体 験 と して、それ を まず、やる必 要 を感 じま した。

撮 られた もの 、フ レーム の 中 に何 を入 れた か、 じゃな く

て、撮影 者の衝 動 も込 み で、撮 影 す るって い う行 為 その も

の を捉 える必要 か、あ ります。 そ うなる と、撮影 者 はも う

隠 れる こ とは で きない。 そこ に カメ ラか あ るこ と も含 め

て、よ うや く、撮 った ってい う ことに なる ん じゃない か と

も考 えました。撮影は、なんたか儀式的で、撮影者と被写

体に必ず影響を及ぼ します。その経過 を丁寧に捉 える必

要もありました。

First　 of　all　I　thought　 that　 I　myself　 needed　 to　 properly

understand　 the　 technology　 of　the　 century　 before　 last

Ifelt　 it　was　 important　 that　 I　came　 to　 terms　 with　 the

technology　 through　 my　 own　 personal　 experience　 It

is　necessary　 to　 consider　 the　 act　 of　 filming　 itself,　 in

other　 words,　 not　 the　 subject　 that　 is　filmed,　 but　 rather

the　 impulses　 of　 the　 cameraman　 and　 the　 images　 that

he　 or　she　 feels　 the　 urge　 to　capture　 By　 doing　 this,　 the

cameraman　 can　 no　 longer　 hide　 I　thought　 that"filming"

only　 takes　 place　 in　the　 context　 of　the　 cameraman　 and

existence　 of　a　camera　 The　 act　 of　filming　 is　somehow

ntualistic,　 and　 this　always　 has　 an　 effect　 on　 the　 camera-

man　 and　 the　 subject　 being　 filmed.　 Therefore,　 I　thought

it　was　 necessary　 to　capture　 this　process　 in　detail

池 田 泰教1Yasunori　 lkeda

1976年 福 島 県生 ま れ。 イ メー シフ ォー ラム フ ェステ ィバ ル2001審 査 員 特 別賞 、SICF@nifty　 Open　 Art2001オ ペ ラ賞 、
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メ ヒ メ ヒ
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MEXIMEXI/Okada　 Rie

メヒ メヒ とは メヒコす なわ ち メキシ コの メヒ メヒ、私 の造 語 で

す。意味 は な くて音 の響 きで と りま した。何 だ か野蛮 て愉快 な

感 じかい い と思 って。 この ア ニメー シ ョンは私 の中 の 「メ キシ

コの感触 」を表 そ う と した もの です。 あ の濃 密 でダ イナ ミ ソク

てとこか性的 な感じ　 とか言葉で言えない色んなことを

表せたらと思いました。

Meximexi　 I　made　 up　 this　 word　 inspired　 by　 the　 sound

of　Mexico　 There　 is　no　 meaning　 in　the　 word,　 but　 I　liked

the　 sound　 It　is　wild　 and　 cheerful　 This　 animation　 ex-

presses　 the"feeling　 of　 Mexico"that　 is　inside　 me　 That

strong,　 dynamic,　 somewhat　 sexual　 feeling

things　 that　 I　cannot　 express　 with　 words

and　 other 黒ペンて一枚一枚描いてそれをコンピューターに取 り込

みプレミア上に並べて創った比較的アナロクな部分と、パ

ーツを手描きして取 り込んでアフターエフェクツ上でア

ニメー トした部分の二種類で構成 されています。 白黒に

した理由は描画のタ ノチによる線のタイナ ミスムの表現

に集中 したかったからてす。音楽はスタジオ2の 鈴木君

と福島君にお願いしました。

■音楽

鈴木悦久(mmlZ)

福島諭(mlmlZ)

Ihave　 inserted　 pictures　 that　 I　draw　 one　 by　 one　 with　 a

black　 pen　 on　 a　computer　 and　 created　 the　 work　 in　two

kinds,-acomparative　 analog　 part　 which　 I　made　 with

Adobe　 Premiere　 and　 an　 animated　 part　 with　 Adobe

AfterEffects　 in　which　 I　imported　 hand　 drawn　 parts　 I

made　 it　in　black　 and　 white　 because　 I　wanted　 to　con一

centrate　 on　 the　 expression　 of　the　 dynamism　 of　 the

lines　 that　 the　 drawing　 touch　 gave　 them　 I　asked　 Yoshi-

hisa　 Suzuki　 and　 Satoshi　 Fukushima　 from　 Studio　 two　 to

write　 the　 music

岡 田 理 絵1Rie　 Okada

1976年 愛知生まれ。在学中メキシコへ留学。

Born　 in　1976　 in　Aichi　 Prefecture　 Went　 to　Mexic change　 student　 during　 her　studies
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golden　 time/Hirotomo　 Yamashita

この映像はコンピュータケームでい うハクを意識 して作 って

います。決 して、本来意図する目的 とは違 うものかそこにあ

る。それか、結果的に原型 を超 えるおもしろさを見出す事に繋

かる。思えば、子供の頃、ファミコンソフ トをわさと階段か ら

叩き落としてそのハクンたソフ トて遊 んでいた記憶かあ

ります。 この映像 はその時の行為を深 く掘 り下けた状態

て「物のおもしろさ」とは何なのかとい う事 を追求 したド

ラ ンク映像です。

Icreated　 this　 image　 work　 having　 in　mind　 the　 concept

of　 a"bug",　 which　 we　 normally　 think　 of　 in　relation　 to

computer　 games　 Due　 to　 the　 existence　 of　 the　 bug,

the　 game　 becomes　 something　 different　 from　 the

original　 intention,　 and　 eventually　 enables　 the　 user　 to

experience　 a　sense　 of　enjoyment　 that　 goes　 beyond　 the

original　 idea(without　 the　 bug)Thinking　 back　 to　when　 I

was　 a　child,　 I　remember　 deliberately　 dropping　 comput一

er　game　 software　 from　 the　 top　 of　the　 stares　 and　 then

playing　 with　 the"bugged"software　 This　 image　 work

is　a"drug　 movie"that　 delves　 deep　 into　 this　 action　 that　 I

performed　 as　a　child,　 trying　 to　answer　 the　 question　 of

what"enjoyment　 of　something"really　 is

この作品の中では「ウォーリーをさかせ」のような一種の

システム性を観客に提示 していますか、絶対に答えを見つ

けることはできません。ハクという機能のもとに、ありと

あらゆる事物か壊れ、その魅力を最大限に発揮 していきま

す。ケームにもミューシソクヒテオにも似た、娯楽性に富

んた映像に仕上かったと思います。

壊れてるって最高 ♪

There　 is　some　 form　 of　system　 within　 this　 work,　 like

the　 game"Where's　 Wally"that　 users　 are　 presented

with,　 but　 the　 answer　 is　impossible　 to　 find　 Due　 to　the

"b
ug"function,　 everything　 is　destroyed,　 and　 this　 work

displays　 the　 attraction　 of　this　 destruction　 in　full　 Re-

sembling　 both　 a　game　 and　 a　music　 video,　 it　is　a　most

entertaining　 image　 work

"Destruction"is　 the　 best

■音楽

真鍋大度

山 下 裕 智/Hirotomo　 Yamashita

1983年 鹿 児 島生 まれ。

Born　 m　Kagoshima　 Prefecture　 in　1983
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frame/Tadashi　 Okabe

カメラのフレームによって切 り取った空間を時間操作によって

現実とは異なる空間に変容 させることを意図して制作 した。鑑

賞者には1フ レーム毎の変化 と「現実の時間」と「映画の時間」の

差異を感 じながら見てもらいたい。

Icreated　 this　 work　 with　 the　 intention　 of　 taking　 the

space　 cut　 out　 by　 the　 frame　 of　 the　 camera　 and　 by

conducting　 a　time　 operation,　 changing　 it　into　 a　space

that　 is　different　 from　 reality　 I　want　 viewers　 to　feel　 the

change　 from　 frame　 to　 frame　 and　 the　 difference　 be-

tween"real　 time"and"movie　 time"

ある一つの窓か ら見える風景の時間経過をヒテオカメラ　 ている。

のインターハル録画の機能 を用いて撮影 した。そうして

撮影された映像素材 を編集 し、時間の組み替 えを行った。

11分 の作品の中に約8日 分の時間が圧縮 され再構成 され

Ifilmed　 the　 scenery　 seen　 from　 a　particularwindow

over　 a　certain　 time　 using　 the　 interval　 recording　 func-

tion　 of　a　video　 camera　 I　then　 edited　 the　 images　 filmed

in　this　 way　 and　 rearranged　 the　 time　 Approximately　 8

days　 of　time　 have　 been　 compressed　 and　 reconstituted

into　 this　 11-minute　 work

岡 部 正/Tadashi　 Okabe

1977年 愛知生まれ。1998年 より映像制作を始める。BACA-JA2003フ ロー トハン トアー ト部門最優秀作受賞。

Born　 in　Aichi　 in　19771n　 1998　 he　began　 creating　 image　 works　 He　was　 awarded　 top　 prize　in　the　broadband　 art

category　 of　BACA-JA2003

課 長 と 田 中 君

37　 二 神 建 城

Section　 chief　and　 Mr.Tanaka/Tateki　 Futagami

誰もか非常に困難な状況に陥った時、現実逃避 を行 った経験が

あると思う。 この作品ては、そんな心境の主人公を描くことを

試みた。 この作品は現実と妄想の世界で繰 り広けられた、上司

と部下の人間 トラマてある。

When　 everyone　 lapses　 into　 a　very　 difficult　 situation,

Ithinkthat　 is　an　 experience　 which　 escaped　 from

reality　 With　 this　 work,　 it　teed　 to　draw　 the　 hero　 of　 such

amental　 state

This　 work　 is　the　 human　 drama　 of　a　superior　 official　 and

subordinate,which　 unfolds　 in　reality　 and　 the　 world　 of

illusion

私の作品は、手描きアニメーションた。下描きをアナロク

作業て紙に描 き起こ し、色付けをテシタル作業で行い連番

にして映像にした作品た。

My　 work　 is　hand-drawn　 animation　 I　drew　 an　 analog

draft　 and　 colored　 it　digitally

■声の出演

課長 永島靖之

田中君 二神建城

芦田智史

佐藤千聡

高橋志津夫

■音楽

mimiZ一

鈴木 悦久

福島諭

飛谷謙介
二 神 建 城/Tateki　 Futagami

1979年 愛媛 生 ま れ。

Born　 in　Ehime　 Prefecture　 in　1979



天 恵

38　 山 本 大 嗣

godsend/Taishi　 Yamamoto

才能 とは何か、努力とは何か。対比 されるこれらをともに備え

ることは可能であるはずなのに、おもちゃである彼 らにはそれ

が許されなかった。あるものは才能という名の宿命 を背負い、

また、あるものは努力 という名の業(カ ルマ)を行 う。彼 らに

と って何 か幸 せ か は誰 に もわか らない。

カメの お話。

そんなウサギと What　 is　talent?What　 is　effort?Although　 it　must　 be

possible　 to　 have　 both　 of　these　 contrasting　 things,these

toys　 were　 not　 allowed　 to　 possess　 both.　 Burdened　 with

the　 fate　 named　 talent　 they　 perform　 duties　 named　 ef一

fort.　 Nobody　 knows　 what　 is　happiness　 to　them.　 This　 is

astory　 of　such　 a　rabbit　 and　 a　turtle

お も ち ゃで ある ウサ ギ とカ メを主 人 公に したパ ペ ン トア

ニ メー シ ョン。 モ ーシ ョ ンの メ リハ リと照明 に よ る演 出

に 注 力 した。 デ ジ タル カメ ラに よ る撮 影 を行 い、今 後 の

コンテ ンツにお い て主 流 となる高解 像度 の デー タを用 い、

169の 画 面 サ イ ス で 制 作 を行 っ た。

It　is　a　puppet　 animation,　 which　 depicts　 a　toy　 rabbit　 and

atoy　 turtle　 as　 heroes.　 I　concentrated　 on　 motion　 and

the　 presentation　 of　light.　 I　photographed　 with　 a　digital

camera　 and　 created　 the　 work　 with　 a　screen　 size　 of

16:9,using　 high-resolution　 data,　 which　 will　dominate　 in

future　 contents

山 本 大 嗣1Taishi　 Yamamoto

1977年 東京生 まれ。大学卒業後、IAMASに 入学 しCGIコ ースに所属 して映像作品 を制作する。

2003年 度 は研 究生 と して活動 する。

Born　 in　1977　 inTokyo.　 After　 graduating

works.　 Was　 a　research　 student　 in　2003

rom　 university　 entered　 IAMAS　 CGIcourse　 and　 is

■音楽

松本祐一

ス トリー トラ イ フ

39　 土 岐 龍 馬

Street　 Life/Ryuma　 Toki

私 や 友 達 の 生 活 の 一 部

This　 is　a　part　 of　my　 friend's　 and　 my　 life

土岐 龍 馬/Ryuma　 Toki

1981年 愛知県生まれ。国立岐阜工業専門学校卒業後、IAMASに 入学、　CGIコ ースで映像作品 を制作。

Born　 in　Aichi　 Prefecture　 in　1981.After　 graduating　 from　 Gifu　 National　 College　 of　Technology,

entered　 IAMAS　 and　 is　making　 video　 works　 at　CGI　 course

■音楽

真鍋大度

Luster

40　 本 間 無 量

Luster/Muryo　 Homma

強迫行為、反復、支配、回転。 日常生活の中で自分自身は強迫

行為を繰 り返す毎 日。身の回りの確認など、同 じ行動 を無意

味だと思いつつも何回も繰り返 し、それから逃れる事か出来な

い。物か僕を支配 している瞬間なのか。強迫行為 を行い、それ

をまた反復 し、ぐるぐると同 じ行為を繰 り返 し、それに支

配 されている。映像には自分 を支配する物か映 し出され

る。

Compulsive　 acts,　 repetition,　 control,　 revolution.　 In　my

daily　 life,　I　repeatedly　 conduct　 compulsive　 acts.　 AI-

though　 I　recognize　 that　 performing　 these　 same　 actions,

such　 as　 checking　 the　 things　 around　 me,　 are　 without

meaning,　 I　am　 unable　 to　escape　 from　 doing　 them.　 Dur-

ing　 these　 instances,　 it　is　as　 if"things"control　 me.　 I　do

acompulsive　 act,　 then　 repeat　 it,　and　 keep　 repeating　 it

day　 after　 day　 so　 that　 I　am　 controlled　 by　 it.　These　 im一

ages　 show　 the　things　that　control　me

9つ の物体 か暗 闇の 中、一定 の速度 で回転 す る。 その 物体

に は支 配 とい うテ ー マで選 出 された物 が 回転 し映 しだ さ

れ てい くもの です。映 し出 される物体 は替 わる が、回 転 と

い う事を繰 り返す。鮮明で希薄な存在。流れてい く時間

を限界のところでその状態を維持 している為に、瞬間的

な力や事象に脆い。

90bjects　 revolve　 around　 in　the　 dark　 at　a　fixed　 speed

On　 these　 objects,　 images,　 which　 I　chose　 having　 the

theme　 of"control"are　 projected.The　 images　 change,

but　 the　 objects　 continue　 to　revolve.　 These　 images　 are

sharp　 and　 subtle.　 At　 the　 limit　 of　the　 passing　 time,　 since　 the

revolving　 state　 is　being　 maintained,　 they　 are　 vulnerable　 to

transient　 forces　 and　 events

本 間 無 量1MurVo　 Homma

1981年 千葉生まれ。

Born　 in　Chiba　 Prefecture　 in　1981

可 畏 キ モ ノ

41　 早 川 貴 泰

kashikokimono/Takahiro　 Hayakawa

「anlmlsm」(精 霊 崇 拝)を テ ー マ に作 品 を創 ろ う と考 えて い

た。 ま た、「anlmlsm」(精 霊 崇 拝)と 、「animation」(ア ニ メー

シ ョ ン)、 「anlmate」(ア ニ メ ー ト,生 命 を吹 き込 む)の 語 源

は共 に 「anlma」(生 命 、魂)で あ り、「anlmlsm」(精 霊 崇拝)と

「anlmatlon」(ア ニ メー シ ョン)の 関係性 に 興味 が あ った。

卒 業制 作作 品 「可 畏 キモ ノ」は、その3つ のキ ーワ ー ドの 中

間 に位 置す るアニ メー シ ョン作 品 であ る。

Iwanted　 to　create　 a　work　 with　 the　 theme　 of"animism"

The　 origin　 of　the　 words"animism","animation"and

"
animate"is"anima"(which　 means　 life　or　soul).　 I　was

interested　 in　the　 relation　 between"animism"and"ani一

mation".　 My　 graduate　 work"kashikokimono"is　 an　 ani-

mation　 work　 in　the　 middle　 of　these　 three　 keywords

本 作品 は、「ドロ ーイ ン クアニ メ ー ショ ン」と「ジェネ レー

テ ィフ(生 成、生 殖的)な 表現 」、この 二つ の要 素 の融 合に

よ り成 り立 って いる。 発生 か ら消 滅 ま での ひ とつづ りの

ドロー イン クアニ メー ション をひ とつ の単位 と し、それ を

平面、立体、時間軸上で配置、造形、構成することにより

生成 される映像作品である。

My　 work　 merges　 the　 two　 elements　 of"drawing　 anima-

tion"and"generative　 expression".Using　 one　 sequence

of　a　drawing　 animation　 from　 beginning　 to　end　 as　 a　unit,

this　 image　 work　 is　generated　 by　 taking　 this　 animation

and　 arranging,　 molding　 and　 composing　 it　on　 flat,　three-

dimensional　 and　 time　 axes

■音楽

泉かおる

早 川 貴 泰1Takahiro　 Hayakawa

1979年 山形 県 天 童 市生 まれ 。 危 険物 取 り扱 い 免状 乙 種 第一 類 ～ 第 六 類取 得 。 山 形 大学 教 育 学 部 中

学 校教 員 養成 課 程 美術 専 攻 を卒 業 後、IAMASに 入学 。　CGIコ ー ス に所 属 し、ア ニ メー シ ョン を研 究 。

同 時 に、パ フォ ーマ ー と して も活 躍。

Born　 in　1979　 in　Tendo　 City,　Yamagata　 Prefecture.　 Holds　 Hazardous　 Materials　 Officers　 License

Entered　 IAMAS　 after　graduating　 from　 the　 Faculty　 of　Education,　 Yamagata　 University,　 majoring

in　Junior　 High　 School　 Education.　 He　 enrolled　 in　the　CGI　 Course　 and　 studied　 animation.　 At　the

same　 time　 he　was　 active　 as　a　performer

大 人 の秘 密 基 地

42　 高 橋 志 津 夫

adult　 secret　 base/Shizuo　 Takahashi

「～ くん　あ～そ～ぽ～」的な子供の時間。それは大人になって

も変わらずある。酒・焚き火・農作業、そんな田舎 の休日を通

して大人で子供な世界 を垣間見る。

"Hey1　 Come　 and　 play1"Achild　 goes　 to　his　friends　 house

and　 calls　 for　 his　 friend　 to　 come　 outside　 and　 play.　 This

is　an　 example　 of　something　 children　 do,　 but　 it　is　some-

thing　 that　 stays　 with　 us　 when　 we　 are　 adults.　 Drinking

sake,　 making　 a　fire,　working　 in　the　 fields,　 these　 are　 the

sorts　 of　things　 that　 characterize　 a　weekend　 day　 in　rural

Japan.　 Through　 these　 activities,　 we　 can　 glimpse　 the

world　 of　children　 from　 an　 adult　 perspective

畑の真ん中にある寄り合い所。そこに遭遇 した時、純粋に

感 じた気持 ち「あ～いいなあ」をどこまで再現できるかを

出発点 とした作品で、親密感や田舎か持っている特有の温

かさと時間、"そ れでも日常 は続いてい く"感か伝 われは

と思 ってい ます。

高橋 志 津 夫1Shizuo　 Takahashi

1979年 静岡生 まれ。

Born　in　1979　in　Shizuoka



ル1バ ー ・イ コ ール ・フ レ ーム

frame/Takumi　 Yamamoto

The　 degree　 of　 freedom　 in　a　 restricted　 per-

formance　 and　 the　 difficulty　 of　 a　stage　 per-

formance　 due　 to　 being　 digital.　 Moreover　 the

establishment　 of　 the　 method　 and .system　 of

such　 a　performance.　 I　aim　 at　something　 that

gives　 the　 maximum　 effect　 as　 a　performance.

lt　is　a　stage　 devise　 that　 can　 operate　 a　perfo卜

mance　 at　its　own　 timing.

1.5m×0.8mの キャンバスにア クリル絵 の具 を

使用 し、ライブペ インテ ィングを行 う。その際、

キャンバスに グ リッ ドをプロジ ェクション。 グ

リッ ドは縦が音 階、横 が分解能(音 符)の 役割 を

持 ち、そこに特定 色 を載 せる ことに よりカ メラ

を通 した トラ ッキ ングを経 て、音色 と して出力

される。即興 演奏 を作 曲者の意 図 で制御 し、そ

の痕跡 を残 すべ く制作 した作 品。

do　 live-painting　 on　 a　 1.5　 m　 X　 O.8　 m.canvas

using　 acrylic　 paint.　 For　 this　 I　project　 a"grid"

on　 the　 canvas.　 The　 vertical　 grid　 plays　 the

role　 of　 a　tonal　 scale　 and　 the　 horizontal　 grid_

of　 a　 resolution　 scale(musical　 notes)°When

Iadd　 a　 specific　 color　 to　 the　 grid　 it　is　tracked

through　 a　camera　 and　 outputted　 as　 a　musical

note.　 The　 work　 is　made　 in　 order　 fo　 control

improvisation　 with　 the　 composer's　 intention

and　t・leave　a墨 　 　 幽

山 本 拓 海1Takumi　 Yamamoto

1975年 大阪生まれ。13歳 の時よ り独学でDTMを 学ぶ。1997-2002年 、総舞舎 にてPAの 傍 ら舞台芸術 を学ぶg

2000-2003年 、メディアパ フォーマンスユニ ット「RADIO　DAYS」 で活動。

Born　 in　Osaka　 in　1975.　 Has　 been　 independently　 studying　 DTM　 since　 13years　 old.　 Inthe　 period　 between

1997and　 2002　 had　 studied　 stage　 art　in　Soubusya　 while　 being　 PA(sound　 technique　 specialist) .

In　2000-2002　 participated　 in　the　 media　 performance　 unit"Radio　 Days".



　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　へ れ　　ゆ　　　り 　　　　　　　　　　な

《ア ナ グラ オ ン 変 奏 曲 》(2004}

44　 福 島 諭

《ANAGRAON　 VARIAT匿ONS》(2004}/Satoshi　 Fukushima

　 Ahardware　 setting　 of"ANAGRAON"

IAny　 audio　 player IPC　 with　 MAX/msp

Oo　Machine　 List(2004):

圏<PC>Macintosh　 PowerBook　 G4(667MHz)OS9.2,2

[software]Max/MAP　 4.1

　 <Audio　 interface>M-AUDIO　 USB　 Audio　 interface　Ouatro

　 <Any　 Audio　 Player>AIWA　 CASSETE　 RECORDER　 MODEL

NO.TP-S88

リアル タイム音響処 理 を使用 す るこ とに よ り、

楽 曲に用 い られ る音源 と楽 譜 と して残 され る楽

曲構 成 とを分 離す る事 は可 能で あろ う。 この形

式 上の分 離か ら出発 す るこ とで、伝統 的な作 曲

行為 と楽曲 自体 の あり方 にみ られるい くつ かの

前提 を解体 する ことができる。緻密 に構 成 され

てい なが ら、その時 々で姿 を変 える コンピュー

タ藁音 楽。 そんな逆説的 で素 敵 な作品 のあ り方

を模 索 して きた結果 の、1つ の到達 点 を目指 す

こ と。

By　 using　 real-time　 audio　 processing,　 it　is

possible　 to　 separate　 the　 sound　 source　 used

in　 the　 music　 from　 the　 composition　 of　 the

music　 recorded　 as　 the　 score.　 By　 starting　 out

separating　 these　 forms,　 one　 can　 deconstruct

the　 various　 assumptions　 evident　 in　traditional

ways　 of　 composing　 music　 and　 music　 itself.

Computer　 music,　 while　 being　 carefully　 com-

posed,　 changes　 its　form　 from　 time　 to　 time.　 I

aim　 to　 reach　 a　certain　 stage　 of　 achievement

as　 a　result　 of　 exploring　 the　 paradoxical　 and

exceptional　 forms　 of　this　 kind　 of　work.

This　 work　 uses　 three　 speakers,　 and　 attempts

to　create　 music　 by　switching　 and　 changing

the　given　 sound　 source　 that　 is　inputted　 into

　　　　　　at　the　beginning　 of　the　piece.　 As　 the

　　　　　　　　ceeds　 it　is　recorded　 in　the　 musi-

　　　　　　　　　and　 is"played"by　 the　 operator

　　　　　　　　mer).　 According　 to　the　state　 of　the

　　　　　　　　 sound　 source,　 the　 piece　 has　 a12

　　　　　　　s,and　 these　 are　played　 in　sequence.

福 島 諭1Satoshi　 Fukushima

1977年 新 潟 生 ま れ 。 入 学 後 、 リア ル タ イ ム音 響 処 理 を使 用 した 楽 曲 制 作 を本 格 的 に開 始 す る 。 こ れ まで の 発

表 作 品 に 、ピ ア ノ とPCに よ る 「teo」。 テ ー プ、ピ ア ノ、　 MIDIキ ー ボ ー ドとPCに よ る 「c.hc.hch.」 、3つ の 異 な る

環 境 音 に よる 「▽ 」な どが あ る 。

Born　 in　Niigata　 Prefecture　 in　1977.　 After　 entering　 IAMAS　 he　 began　 to　work　 seriously　 on　 musical　 com-

positions　 using　 real-time　 audio　 processing.　 His　 works　 include"teo",　 performed　 using　 a　piano　 and　 PC,
"c

.hc.hch.",　 using　 a　tape,　 piano,　 MIDI　 keyboard　 and　 PC,　 and"D",　 performed　 with　 3　different　 environ-

mental　 sounds.



鍵 盤打楽器 と一対 の打楽器の為 の「集Tsudohi」

45　 鈴木悦 久
4'集T

su　 do　 hi"for　 Keyboardpercussion　 and　 pair　 of　 Percussion/Yoshihisa　 Suzuki

この 楽 曲 は演奏 者 同士 がゲ ー ム を行 うこ とに

よ って構 築 される。演奏 者 は、「勝 利」とい う目

的 を果 たす ために、ゲームの盤 面 となる楽譜 か

ら戦 略 を導 き出 す。 そ してそ れ は旋 律 となっ

て奏 で られ、相 手奏者 に示 され る。 これ らの演

奏 行為 は、即興 演奏 との共通点 を含 んで いる と

は考 え られ な いだ ろ うか。 そ れぞ れの演 奏 者

が持 つ 「戦 略」は、演 奏者 が 固有 に持 つ演 奏 行

為 の 「引 き出 し」であ り、それを音 によ って示 し

合 い、ゲー ムの駆 け引 きが行 われ ている とい う

こ とは、その場 におい てア ンサ ンブルが生 まれ

て いる とい うこ とであ る。 そ して それ らの 行

為 は、ゲームの ルール か ら逸脱 して しま うこ と

はな い。 つ ま りこの楽 曲 は、ゲ ームのル ールに

則 って進 行 させ るこ とで即興 的空間 を形成 し、

楽 曲が与 え る目的 を遂行 す るために、演奏者 に

任 意な演奏行為 を促 してい るの である。 この楽

曲は即興演奏の新 たなカタチであ ると考 える。

This　 piece　 is　 created　 by　 the　 performers

playing　 a　game　 with　 each　 other.　 In　order　 to

achieve　 the　 goal　 of"victory",　 the　 players　 de-

velop　 their　 strategy　 from　 the　 musical　 score,

which　 is　the　 game　 board.　 This　 becomes

the　 melody　 that　 is　 played　 and　 indicated　 to

the　 other　 performer.　 These　 performance

activities　 may　 contain　 some　 similarities　 with

improvisation.　 Each　 performer's"strategy"is

the"drawer"of　 performance　 activities　 that

each　 performer　 uniquely　 has,　 and　 these　 are

presented　 to　 each　 other　 through　 sound,　 and

the　 moves　 of　 the　 game　 are　 played　 out,　 creat-

ing　 an　 ensemble.　 Furthermore,　 these　 activi-

ties　 never　 depart　 from　 the　 rules　 of　 the　 game.

In　other　 words,　 this　 work　 forms　 a　space　 for

improvisation　 by　 making　 the　 performers　 pro-

Geed　 according　 to　 the　 rules　 of　 the　 game,　 and

in　 order　 to　 achieve　 the　 goal　 provided　 by　 the

work,　 the　 performers　 are　 urged　 to　 engage　 in

given　 performance　 activities.　 This　 composi-

tion　 is　a　new　 form　 of　 improvised　 music.

鍵 盤打 楽器 と一対 の 打楽 器 を二 人の 演奏 者 が

演 奏す る楽 曲であ る。 この楽曲 の演 奏者 は楽 曲

が示す ルールに則 りゲ ームを行 い、それ を演奏

によ って示 し、進行 させる こ とで構築 され てい

く。演奏者 同士 は、楽譜 上 での駆 け引 きを鍵盤

打 楽器 の フレーズに反映 させ、ゲ ームの 目的 に

向か う。 つ まり駆 け引 き され る部 分 と、結果 と

して表 れ、そ れが勝 敗 へ と結 びつ く部 分 との、

2面 の結 果 を互い に反映 させゲ ーム を行 ってい

る。 そ し

を聴 きと

を演奏 に

曲 を奏で

す る音

の 「手」

ゲーム

This　 piece　 is　played　 by　 two　 performers　 us-

ing　 a　keyboard　 percussion　 instrument　 and　 a

pair　 of　 percussion　 instruments.　 The　 perform-

ers　 play　 the　 game　 following　 the　 rules　 of　 the

piece,　 and　 the　 music　 is　created　 by　 the　 per-

formers　 indicating　 their　 moves　 through　 play-

ing　 the　 instruments.　 The　 performers　 reflect

the　 maneuvers　 written　 on　 their　 musical　 score

in　 the　 phrases　 of　 the　 keyboard　 percussion

instrument,　 and　 work　 towards　 achieving　 the

object　 of　the　 game.　 In　other　 words,　 the　 result

of　 the　 two　 parts,　 that　 is　the　 part　 where　 the

moves　 are　 made　 and　 the　 part　 that　 appears

as　 a　result　 of　this　 and　 which　 leads　 to　 victory

or　 defeat,　 reflect　 each　 other　 and　 the　 way　 the

game　 is　played.　 Regarding　 the　 moves　 of　 the

game,　 the　 performer　 learns　 the　 situation　 by

listening　 to　 the　 sounds　 his　 opponent　 makes,

and　 indicates　 his　 next　 move　 through　 his

performance.　 Through　 these　 maneuvers　 an

ensemble　 is　created　 and　 the　 piece　 is　played.

鈴 木 悦 久/Yoshihisa　 Suzuki

1975年 横浜生 まれ。昭和音楽大学打楽器科 を経て、自作 自演活動 を行 い現在 に至 る。2003年 、京都 ビエンナー

レオープニングコンサー トに出演。「環・カルテ ッ ト」を発表。

Born　 in　Yokohama　 in　1975.　 After　 graduating　 from　 Showa　 Academia　 Musicae　 in　percussion,　 he　has　 been

involved　 in　composition　 and　 performance　 activities　 up　 to　now.　 He　 performed　 in　the　opening　 concert　 of

Kyoto　 Biennale　 in　2003.
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Cerebration　 March/Taro　 Yasuno

ビッ ト運 指法 とい う全 く新 しい管楽器 の演奏法

による楽 曲。 ビッ ト運指法 とは、管楽器 の運指

の決 ま りを従来 の音階 か ら導 き出される もの で

はな く、ビッ トの概 念 に基 づ く笛 の穴 の開閉 に

基 づ き成 り立 ってい る。 この運指 に よる と、従

来 の音程秩 序 は滅 茶苦茶 にな り、そこに新 たな

秩序 を創 るこ とが要求 される。 そ して、そ れを

作 曲する手法 も新た に創 らな ければな らな くな

る。 この作品 はその1つ の実践 である。　　 し

作 品 は、大 き な2つ の部 分、第 一章(楽 譜 によ

る リア ライズ)、第 二章(リ アル タイム運指 オペ

レーテ ィング)か ら成 り、そ こに、ファンファー

レ、ビッ トマーチ、点 呼、コーダ、とい う短 い部

分が挿 入 されて、全体 が構 成 されてい る。全体

を通 して特徴 的な マーチは、その新 しい音楽 世　　　　　　　　　　 ほ

堺 へ と突 き進 む象徴 であ り、同時 に リアル タイ

ム運指 オペ レーテ ィングの為 の実際 的な動 きに

も関連 している。

This　 piece　 involves　 a　 completely　 novel　 way

of　 playing　 wind　 instruments　 called"bit　 fin-

Bering".　 In　 bit　 fingering,　 the　 fingering　 rules

for　 wind　 instruments　 are　 not　 derived　 from

conventional　 musical　 notes,　 but　 instead　 the

opening　 and　 closing　 ofthe　 holes　 in　 a　 re-

corder　 is　based　 on　 the　 concept　 of　 bits.　 This

fingering　 method　 destroys　 the　 conventional

pitch　 order,　 and　 so　 it　is　necessary　 to　 create

anew　 order.　 It　is　therefore　 also　 necessary　 to

create　 a　new　 method　 of　 composition.　 This

work　 is　an　 attempt　 at　this.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 咽

The　 work　 consists　 of　two　 main　 parts:.the　 first

section(expression　 through　 a　musical　 score)

and　 the　 second　 section(real-time　 finger-

ing　 operating),　 and　 short　 parts　 are　 inserted

within,　 namely　 a　fanfare,　 bit　 march,　 roll　 call,

and　 coda,　 to　 form　 the　 whole　 piece.　 The　 char-

acteristic　 march　 that　 continues　 through　 the

whole　 performance　 symbolizes　 the　 proces-

sion　 into　 this　 new　 world　 of　 music,　 and　 at　 the

same　 time　 is　an　 actual　 realization　 of　 real-time

fingering　 operating.

安 野 太 郎/Taro　 Yasuno

1979年 東京生まれ。12歳 か らピアノを習い、15歳 か らヘルスメタルバン ドの ドラマーを経て、16歳 か ら作曲 をは

じめる、横浜スタジアムでのライブ(バ ン ド)や京都 ビエンナーレ等、数々の発表を経て現在 に至 る。東京音楽大学

卒業。

Born　 in　Tokyo　 in　1979.　 Began　 learning　 the　 piano　 at　the　age　 of　12.　When　 he　was　 15he　 became　 the　drummer

for"Health　 metal　 band",　 and　 starting　 composing　 music　 when　 he　was　 16.　He　 has　 given　 many　 performances

including　 a　live　band　 performance　 at　Yokohama　 Stadium　 and　 Kyoto　 Biennale.　 He　 graduated　 from　 Tokyo　 Col-

lege　 of　Music.
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池 田 泰 教Yasunori　 lkeda

レコーデ ィ ングパ フォー マ ンスー今 日の実 写映像 表現 の可 能性 一

Recording　 performance‐The　 possibility　of　real　image　 expression‐

植 田 憲 司Kenji　 Ueda

メデ ィア ・ア ー トの政 治学

Politics　of　media　 art

宇 田 敦 子Atsuko　 Uda

hands-on-movieパ ー ソナル ムー ビーの 新 しいか たち

hands-on-movie　 About　 new　 personal　 movie

岡 澤 理 奈Rina　 Okazawa

み ちか け　 環境 情報 を付 与 された プロダ ク トの 制作 とその価 値 の考察

Michikake:lntuitive　 Informational　 Display　 Systems　 Using　 Environmental　 Data

川 北 奈 津Natsu　 Kawakita

接続 分離可 能 な表示 装置 の開発 とコンテ ンツの研 究

Research　 on　creating　 animation　 using　modular　 system　 display

木 村 文 香Fumika　 Kimura

連鎖 式画像 探索 システム 「PictChain」 の構築 ～ 「提案型 イ ンタ ーフ ェース」 につ い ての考察 ～

Study　 of　chained　 picture　searching　 system‐Considerations　 on"Propose　 Based　 Interface"‐

櫻 木 拓 也TakuVa　 Sakuragi

状況 変化 を内包 す るプ ロダ ク トの形体 に 関す る研 究

Research　 concerning　 Product　 Design　 based　 on　a　time　frame

芝 尾 幸 一 郎Koichiro　 Shibao

Iagree情 報社 会 にお ける 「同意」 の行方

Iagree　 Future　 of"Agreement"in　 information　 age

鈴 木 悦 久Yoshihisa　 Suzuki

アル ゴ リズム と即興

Algorithm　 and　Improvisation

飛 谷 謙 介Kensuke　 Tobitani

Max!msp上 での音 声 の個 人性 情報 の抽 出 とその応 用 に関 する研 究

Study　 of　extraction　 of　vocal　personality　 features　 under　 Max/msp　 and　its　application

福 島 諭Satoshi　 Fukushima

任意 に選 ばれ た音響 素材 に よるパ フ ォー ミング システム の構築 と作 曲の試 み

Atentative　 plan　for　a　composition　 and　 performing　 system　 using　arbitrary　sound　 material

福 田 伸 矢Shinya　 Fukuda

ブレイ ンス トー ミング支 援 ツール:壁 型 イ ンター フ ェイスの ため のア プ リケ ー ションの研 究

Brainstorming　 support　 tool:Research　 into　applications　 for　wall-type　 interface

福 森 み かMika　 Fukumori

音点 字:点 字 を楽 しく学 ぶ ための シス テム

Ototenji:Adevice　 for　learning　 Braille　for　the　non-visually　 impaired

藤 原 徹Akira　 Fujiwara

ブレイ ンス トー ミング ツール を応用 した壁形 イ ンター フ ェイスの研 究

Research　 of　Wall　Type　 Interface　by　using　Brainstorming　 tool

ジ ャ ン=マ ル ク ・ペ ル テ ィ エJean-Marc　 Pelletier

形体 と音:画 像 分析 システ ムの為 の作 曲

Sound　 and　Sight:Composition　 for　Image　 Analysis　 Systems

宝 珠 山 徹Toru　 Hoshuyama

様 々な る試行 一 トラ ンスモ ダン ・デザ イ ンへ のア プ ローチ

Access　 to　Unrecognizable　 Space‐AYoung　 Person's　 Guide　 to　Transmodern　 Design

安 野 太 郎Taro　 Yasuno

作 曲に お けるテ クノ ロジー の創造 的研 究　～ ネ オ ・デ ジ タル 音楽 の夜明 け～

Creative　 research　 on　technology　 in　music　 composition‐Dawn　 of　Neo　digital　music‐

山 川K.尚 子Hisako　 Kroiden　 Yamakawa

KOTODAMA一 空気 の よ うに存 在 する 「こ とばの入 れ物 」-

KOTODAMA‐Primal　 forms　 of　communication　 using　interactive　voice　containers‐
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IAMAS　 2004か ら2005へ

横山 正 難 灘 灘
Tadashi　 Yoko～isma

lAMAS為 難 講

耀 難 わゆる「卒展」驚 で7回目であ羅 騰 襲 騰 た当初

繰 麟 懇 ア響 謹 学院大鴬霧合同展に雛 鰹 は修士論文

繕 撫 ひとも嶽 騒鰻 懸 め鷺 年鱒 文の陳列棚も登場し鱗 また従

灘 灘1鱗 撫1羅 纏 韓 名蕊雛 難 難霧 から正式讐
1「IAMAS2°°糊 というふうにした誕 っの学校名練 織 繕 雛 街か

1

撫 う書鐵 るポ簿 を見かけたゑ翻AM鱗 難 纒 応してもら1

麟 にとの言某りごと撫 瀬 歪ん難 鎌 灘 「雛 である゚

1蟻 」鱗 雛 鞭 今鰯 寺襲 懸 講 羅 識 撫 ・

蕪 無 謡 黎 鱗灘r.,...　 　 に隷 難 も
整然とした感じにまとめられていた糠1躍 うで難 よ撫 欝 つぽさ

襲 と黙 難 轟羅 灘 あ難鱗 知麟 叢 は憲 藪、
雛 蕪 膿欝 凝 轟そ餐譲灘 懸繕 灘菰 して羅1
篭、 広 いスペ 滋スでの展 覧に あたって は、 会場 の構成 も考 えて少 しイ ンスタ レー

繊 警難 み難ll難 難 難 欝灘l!!!
ど健が く今 年の 「卒展1は 、幽 まじめての大仕事 で あったお おが き匿エ ンナ ー レと

同時開催灘 ので畢 り騰 し甦 方や学雛 灘 負担は夫きか嚢1

思う　 4　 た皆識 に心講 おネLを申し灘 欝 同時離 は相乗効

果を狙ってのこどだ霧蜷が;:::幸い遠方からもたくさんの方々が来 られて灘 霧つの

催 しを熱心に見てくださっ泥のは、 ありがた嚇ことだった。翻今回はじめての試み

であった県政バスの制度 を利用 じ葱の高山方面からのバスー台のお客様も欝 響鰯

撫 た作品を見る艦 麗 凝 灘 渉方がほ猷 ど騰 たにも拘わら灘1灘 罐

愉 し畷 だ

R:;ぶ 灘 生の皆 さ繰 総 た観客の反応に手応えを

　　　　　　灘羅 難灘鞭 謹 灘1籔 、　 灘謹雛灘 霧藻 　
来年の 「卒展」に参加するひとたちは、霧ぜひ&の 縢 麗 に展示する作品と会場

継 成:, ,　 　 超える騒 を注ぎ込ん燃 瞳 と騰 灘 ちの学校

1燃 黙 縫 さ騒 劉AMAS2° °5雄 翻 て評価難 鯉 継 いう意気込み

藝難灘盤 縫総纏灘 難灘
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The　 flame　 that　 is　lit　once　 a　year

都 築 雅 昭 　 　Masaaki　 Tsuzuki

大 学 院 教 授 　 卒 展 担 当

Institute　 Professor,　 Person　 in　charge　 of

the　Graduate　 exhibition

lAMAS2004に 、卒業 生 たちの 日頃の研 究成果 が、 は じめ て形 となって時空 間 を圧 倒 した。胸

の中で、頭の中 で、長 い霧状の イメージが1や がて鼓 動 を始め、毛細血 管が張 り出 し、そ して苦

しい陣痛 を経 て、産 声 を上 げた。 みんな クリエー トの辛酸 を嘗 め、初 めて見 る我 が子 に感動 した

はずであ る。 たとえ出来損 ないでも、我が子 は我 が子で あり、強い愛情 が沸 いて きたに違 いない。

展示 、パ フォーマ ンス、上 映な ど47作 品が、轡 を並 べ、800人 余の見学者 にIAMAS独 自の研究

成果 を満喫 しても らった。幸 いおおが きビエ ンナ ー レとも重 なり、 ソフ トピアの会場 は終始、未

来 を指向 したエネルギーが充満 した四 日間で あった。

卒業 生のあの一丸 とな った卒展へ のパワー は、君 たちの将 来の大 きな支えに なると信 じます。

　The:47　wo

,　　 網　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰灘 鐵隔 繍

　　　　　灘釜nt辮

馨雛蕪
　　　　　搬　 難1

騰dt・the　 8・・gue無s[AMAS饗 灘 讐 編 麟 ⑤獅ents.　 Luckily,　even

灘iti・n・ve・lapPed　 with・9灘 鍵 鐵
ayein　 S・ft・pia　 we・e　 filled難
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Review　 O2

The"presence"of　 otherness　 is　the　 path

to　 the　 future

吉 岡 洋 　 　Hiroshi　 Yoshioka

大 学 院 教 授

Institute　 Professor,IAMAS

「十 九世紀 がすべ てを発 明 した」(ジ ャン=リ ュ ック ・ゴダール 『映画史 』)の だ と

世紀 をもすでに後に した私 たちは、い ったい何 をしてい るの か?

テ クノロジーの 「新 しさ」 に幻 惑 されるこ とな く、 みず か らの制作行為 を 「差異 と簾

ルー ズ)の 不断 の運動 と して理 解す るために は、 自分 たちの場所 を見出す ことが必要 総灘 .

ちの場所 はどこか?」 とイ リヤ ・カバ コフは問 いか ける。十九世紀 の芸術 とその鑑 賞者 捲叢欝 醗 、

え去 ってはい ない、 それ らは常に我 々と共に あって現代 を批 判 しつ づけて いる と言 うの だ。薩

代の批判」 は、現代 自身に よって は不可 能だ(キ ルケ ゴール)。 イス ラム を 「中世」 とバ カにす

る多 くの アメ リカ白人に は、批判の何 たるかが理解 できない。批判 とは自分の場所 を見 出すこ と。

そのた めには他者 一異な った存在 、異な った時代 一の臨在 が不可 欠なの だ。 そ う、偏 在(ユ ビキ

タス)で はな く<臨 在〉 こそが、 新 しい時代 を開 くキー ワー ドなのであ る。

If"'the19thCenturyinventedeverything"(Jean-LucG°

thenwhatshouldwe,whohavealreadyseenthe20thC灘 纏 難Cinem<a),oingwith.

ourselves?　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'"　　　　　　　　　　"'閥

In　order　 to　 avoid　 being　 blinded　 by　 the"newness"of　 technology　 and　 understand;one's

own　 creative　 activity　 as　 the　 ordinary　 actions　 of"difference　 and　 repetition"(Deleuze),　 we

must　 find　 ourown　 particular　 place.　 Ilya　 Kabakov　 asks　 this　 question:"where　 is　our　 place7"

He　 says　 that　 19th　 Century　 art　 and　 appreciators　 of　 this　 art　 have　 not　 disappeared;theyare

continually　 with　 us,　 criticizing　 the　 present　 day.　 lt　is　impossible　 to　 criticize　 the　 prese敵day'毛

f「°mthe　 pe「spective畿1灘 鱒 ・esent　itself(Kierkegaa・d)・The　 many　 white　 American勲 ・

look　 down　 on　 Islam　 as　being"medieval"do　 not　 understand　 the　 meaning　 of?criticism.

雛 盤 辮 麟1{蕪{t°d°this,thepresence°f"°therness"odsoftime-isessential.ltisnotubaquitybutthatwillenableustofindadirectionforthe
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灘_

平野 治朗　 Jiro　Hirano

元IAMAS教 員 　 　 　 　 　鐡 撚'、

Former　 Academy　 Professor,IAMA

灘 難 懸 のIAMASOり 、　Hi-Techな 感 じは鳴 りを潜め てた.日 記的 なの が多か ったのは、悪

灘 イァイ ンスタ レー ションって、今PCIま 今 ほん と安い、 ちょい前 まで ネックだ ったプ。ジ エ

クターだって もう安 い。IAMASに いな くた って しよう と思 え ば出来 る。 少 し前 までIAMASで 主

流 だったテクニ ックは今 や当た り前に なってる。

変 わり目かも しれない ね。IAMAS。

学校名の半分 を占め るメデ ィアアー トっていったいなん で しょ う?な んで しょ う?(笑)

だれ かせ んせに聞いてみ。

メデ ィアが これまで私達の生活 に大 きな影響 を及 ぼ して きたその事 実は もちろん有 る。で も大切

なの はもっときっ と 「言葉 に しに くい こと」伝 える ものや ことではな く。

それは、例 えば…日々 まばたきする瞬間の一瞬の気 にも しない闇 のよ うに、言葉 にな らず、 目に

見 えず、当 たり前 のよ うに、 日常 か らとて も近 くにそ して遥か遠 くにあるのか も。

There　 were　 many　 diary　 type　 works　 at　the　 Graduate　 exhibition　 2004 ...

Acouple　 ofyears　 ago　 IAMAS'selling　 point　 was　 the　 feeling　 of"Hi-Tech

diary　 type　 works　 was　 not　 bad,　 though.

Media　 installations,　 PCs　 are　 really　 cheap　 now,　 even　 projectors　 that　 w

short　 while　 ago,　 are　 cheap.　 If　you　 wanted　 to　 use　 them,　 you　 could ,　ev

IAMAS.　 Techniques　 that　 were　 considered　 mainstreamat　 IAMAS　 just　 a　w

now.　 Probably　 IAMAS　 is　at　 a　turning　 point .

What　 is　Media　 art　that　 accounts　 for　a　half　of　IAMAS'name?What　 is　it?(Laughs)Try　 to　ask

any　 of　 the　 teachers.

Of　 course　 it　is　true　 that　 media　 has　 influenced　 our　 lives　 v

the　 important　 thing　 is　not　 to　 communicate　 better　 what　 is

it　is　somethiing　 that　 cannot　 be　 expressed　 by　 words　 and　 c

the　 darkness　 that　 exist　 in　the　 instant　 when　 you　 wink,　 it　is　s

everyday　 life　and　 something　 far　 away.

'

wever

s".　 But

ample

ose　 to



Review騰 ク リ ス タ ・ソ ム ラ ー 　 Christa　 Sommerer

大 学 院助 教 授

Associate　 Professor,　 IAMAS

These　 are　 important　 questions　 students　 often　 ask　 theirteachers　 and　 themselves　 when

they　 approach　 the　 end　 of　theirstudies　 and　 when　 they　 have　 to　 go　 out　 into　 the　 real　 world.

They　 are　 scary　 questions　 as　 one　 does　 not　 know　 what　 to　 expect　 and　 whether　 there　 is　any

audience　 out　 there　 who　 wants　 to　 know　 what　 one　 does　 or　thinks　 or　 produces.

　　Finding　 an　 audience　 that　 wants　 to　 participate　 in　ones　 investigations　 is　in　 fact　 a　driving

　　motivation　 for　 any　 production　 of　 art,　 such　 as　 for　 actors,　 producers,　 designers　 and　 any

　 artist.　 Making　 art　 is　all　about　 finding　 an　 audience　 and　 establishing　 a　connection　 between

l・nesem・ti・nalthinkingandexpe・imentsandt・sha・ethisp・ ・cesswith・the・s.

蟻 ・when　 a　student　 asks　 him!he・self　 h・w　he!she　 s喩 暴購 繕 織 欝a鞭 難誤w・uld
r樫襯mmend　 not　 to　 thinkabout　 the　 success　 or　 money
　　 >;z')

on　 fireling　 out　 whetherthere　 is　any　 important　 quest
, _

share`th　 others.　 lf　there　 is　no　 such　 burning　 ques

with　 others,　 then　 it　is　better　 not　 to　 become　 an　 artis

disappointments,　 lack　 of　 money...etc　 one　 has　 to　 go　 t

but　 instead　 find　 a　more　 comfortable　 and　 secure　 job.　 B

need　 for　 recognition,　 then　 I　recommend　 fully　 to

灘 　 　'omuch.

懸鎌 類雛lserving　 my　 artist　friends　 and　 also　 from　 my　 Ow

職 騰..

羅. 、

魂誕

難騨難

you　 really　 like　 and　 are　 honest　 with.what　 you　 believe　 in　then　 there　 will　 be　 an　 audience

wants　 to　 share　 yourcreative　 process　 and　 it　w川become　 a　 partner　 in　yourartistic

　 search.　 Then　 the　 aspect　 of　 finding　 money　 to　 do　 your　 art　 will　 not　 be　 the　 driving　 force

but　 it　will　 become　 a　 natural　 result　 of　you　 doing　 what　 you　 like　 and　 people　 paying　 you　 to　 do

what　 you　 like　 because　 they　 like　 what　 you　 do!

Of　 course　 this　 sound　 idealistic　 but　 I　truly　 believe　 it　is　all　about　 having　 a　vision.　 To　 all　the

IAMAS　 Graduate　 Students　 from　 2003,　 I　wish　 you　 to　 find　 out　 what　 you　 truly　 like　 and　 to

share　 these　 results　 with　 your　 audience　 and　 with　 us!We　 expect　 great　 things　 from　 you　 1

研究 が終盤 に近 づ き、現実 の社会 に出 る日が近 くな ったとき、 学生が 自 らに問い、 また教員 に問

い かける大 きな問題が あ ります。すな わち彼 らがや り、考 え、 つ くり出 すこ とに興味 を持 つ支 援

者 に何 か期待 で きるの か、 それにい ったいそんな人間が いるだろ うか とい う何 ともお そろ しい疑

問 です。 た しかに 自らの探索 に一緒に加 わって くれ る支援者 がいる ということは、俳優、 プロデ

ューサ ー、 デザイナ ー、 その他 い っさいの アーテ ィス トにとって、彼 らを すべての芸術活動 へ と

駆 り立 てる強い促 しとなります。芸術 をつ くり出す行為 は、 そ うした支援者 を見つ け、 自 らの情

動の赴 くところ と実験 との あいだの連関 を明確 に した上 で、 このプ ロセスを他者 と共有 するこ と

に尽 きるのです。

それゆえ学生が芸術の分野での成功を目指すとき、まずは成功 とか金銭的な問題 を考えず、かわ
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It　might　 be　 good　 to .have　 a　system

for　 purchasing　 works

芝 尾 幸 一一郎 　 　 Koichiro　 Shibao

5期 生(℃1マ ル チ メデ ィア ・ス タジ オ科卒 業)、
'04大 学 院 メ デ ィア 表 現 研 究 科 卒 業

Graduated　 from　 IAMAS　 in　2001,in　 2004.

IAMAS　 2004で は、様 々な傾 向の作 品が展示 され た。 アイデ ィアが色 々 と詰 まってい て面 白い と

思 った。 けれ ども、なん とな く総 花的 な印象 を受 けた。個人 的に は、IAMASに よる卒業作 品の買

い上 げ制度が あった らいいのに と思 った。

理 由は二点 ある。 一点 目は、当然 なが ら卒 業生 にとって当面の生 活費の足 しにな る点。 も う一点

は、(こ ちらの方が大 きいの だが)、作 品 を選択 す るこ とで、学 校が どの作品 を良 いと考 えてい る

の か立 ち位置 がはっ きりする点 だ。生徒 自身はその学校 の判断 を見 なが ら、反抗 したり従 った り

すればいい。

情報 とい う間 口の広 い蕪 澱 照を前提 と して、何 らかの価値 判断 を下 すの は、「全 て違 って全 て良

い」と言 うよ り大変 だ。 けれ ども作品 の優 先順位 を決 める過程 で、IAMASに とって何 が重要 なの

か明 らかにな るの では無いか と思 っている。

　　 　　　 　　　 　 勾_

幽IAMAS　 200`4　 work's　 of　 various　 d`rectiorswere　 exhib予ted.1でhink　 it募Was　 interesting　 as

it　was　 bulging　 with　 ideas.　 However　 somehow　 it　left　 the　 impression　 that　 it　was　 meant　 to

please　 eve・y・ne・ 一 　
:';%,<　 ,室 　 ,,隠　 　 ,蒙　 、ち 　 ,,　 ・st;'　 、導
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What　 was　 IAMAS　 anyway?

lAMASを 知 らず、国際情 報科学芸術 ア カデ ミーに入学 した。 そもそも仕 事 か ら逃 亡す るために、

「24時 間開放、仮眠室有 り」の ところだ けに 目が入 って、勢 いで受 験 して しまった。 そ して居心

地 の よさに、4年 も過 ご して しまった。

1年 目は、 コンピュ・一タア レル ギー で辛 か った。2年 目は、飢 えた学生 をDS食 堂 で餌付 け して

楽 しか った。3年 目は、何 を したいの かわか らな くな った。4年 目は、温 かい生 活に飽 きてきた。

今 は卒 業 したの が、 ち ょっぴ り寂 し く、 ホ ッ と して いる。 何 にせ よ、IAMASに 入 った ことで、

全 く知 らない、縁 のなか った世界 が開 けた。 と同時に、や っぱ り人は井の中 だけで暮 らしてると

実感で 　 　 　 　 ',よ かっ た。 まだい くらで も面 白いこ とは転 がってい る。IAMASの お かげで、

臨 　 鱒.灘.鍵 融蘇 濡 鯛難藻繍 実蕊二

難難1騨 饗職　轍蝋

　　 The　 first　 year　 I　suffered　 from　 computer　 allergy.　 The　 second　 yearwas　 pleasant　 as　 I　could

　　 feed　 hungry　 students　 at　 the　 DS　 cafeteria.　 The　 3rd　 year　 I　became　 confused　 about　 what　 l

　　 wanted　 to　 do.　 Inthe　 4th　 year　 I　got　 tired　 of　this　 cozy　 life.　Now　 that　 I've　 graduated　 I　am　 a　bit

　　 sad,　 but　 also　 relieved.

　　 Anyway,　 when　 I　entered　 IAMAS,　 an　 unfamiliar,　 boundless　 world　 opened　 before　 me.　 And　 at

　　 the　 same　 time　 I　was　 able　 to　 realize　 what　 a　 small　 world　 people　 actually　 live　 in.Wonderful!

　　 There　 are　 so　 many　 interesting　 things　 happening!Thanks　 to　 IAMAS　 I　sharpened　 my　 skills　 of

　　 discovering　 interesting　 things　 even　 more,　 I　feel　 as　 if　my　 eyes　 have　 opened　 at　 last.

　　 Iwantto　 thank　 IAMAS　 for　 being　 there,　 I　am　 grateful　 for　 having　 been　 a　 part　 of　 it.



早川 貴泰 Takahiro　 Hayakawa

℃4ア カ デ ミーCGIコ ー ス 卒 業 ・現 在 研 究 生

Graduated　 from　 IAMAS　 in　2004,

currently　 a　research　 student.

場合。 ともか く無我夢中 だったよ うに記憶 している。 そ して個 人的に

業展覧会 も例 年並 にうま くい ったの だ と思 う。 ただ、例年並 に うま く

今 回の場合 これまで と多少異 なるよ うに も思 える。それ はやは り、お

開催 であった とい う事実 ゆえである。私 は完全 に卒業展覧会 に集 中 し

状況 は人づ てに聞いた情報 しか知 らない が、相 当大変で あった と聞い

会 に関 しても、 人手が半分 ビエンナー レ側 に回ってい るわけで、 それ

スタ ッフの 中にも相当の苦労 を強 い られ た方 も少な く無 いはずだ。中

して下 さった方 もいて、 そう してまで手伝 って下 さった方 々にはただ

様 のおか げで無事 にそ して成功 で終われ たの だと思 う。

んに感謝 したい。

事務 の方 々、 卒業生 の方 々、2003年 度 のIAMAS一 年生 の方 々、 そ

々、本 当にあ りが と うご ざい ま した。

藤 購鑛甑
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛1、
MY　school　Iife　and　the　Gradua灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難照

織灘難
懲 、
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の距離感 です。 饗'

私はとかく不器用な方なの 　 　 　 　 i;そ んなに簡聾 灘藩 礁譲が徳 鞍 鱗

・畷 　 　 ・

　 翫焔蝋

鞘陀脇
野再

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆよ　ほ　　　　　　がか　　　　　　　　　　　　　　ぢ

例 えば、何 か作 品 を作ろ うと思 っ差 ぢ、 まず、 じっ くり自分 と向き合って、起 きてか ら寝 るまで

ず っとその事 を考 える ところか ら始め ます。 その間はな るべ くほかの事 を排除 し、頭 の中 を全部

その事 でいっぱいに して、 自分 の作 りたい物 をゆっ くりゆっ くり形 に して ゆきます。

lAMASは 、そうい う「自分 と向 き合 う」とい う事 を許 して くれ、又その為の 時間 も与 えて くれます。

周 りの人 々と時 には一緒 に作業 もする し、お茶 を飲 みなが ら何時 間 もお しゃべ りをする事 もあり

ますが、余計 な干渉 はされない。

なか なか難 しい この距離感 を、 お互 いに さらっと出せるの がIAMASの 、 そ してIAMASの 中 に

いる人々の、1番 素 敵な ところだ と思 い ます。

Ientered　 IAMAS　 fresh　 out　 of　 High　 School　 without　 even　 knowing　 how　 to　 turn　 off　 a

computer,　 and　 before　 I　knew　 it　4　years　 had　 gone　 by.　 During　 this　 period,　 there　 were　 times

when　 I　got　 angry,　 times　 when　 I　even　 cried.　 I　experienced　 many　 things,　 but　 the　 end　 was

always　 an　 anticlimax.

At　 IAMAS　 there　 are　 many　 unusual　 people　 and　 many　 unusual　 happenings.　 I　had　 a　lot　of　 fun

and　 I　felt　 comfortable　 at　 IAMAS.　 What　 I　particularly　 enjoyed　 was　 the　 sense　 of　 distance

between　 myself　 and　 other　 people　 and　 things　 that　 is　a　unique　 feature　 of　 IAMAS.

am　 a　clumsy　 person　 and　 find　 it　difficult　 to　 extract　 something　 pure　 from　 inside　 myself.　 For

example,　 in　creating　 an　 artwork　 I　first　 take　 time　 to　 reflect　 on　 myself,　 and　 start　 by　 thinking

only　 of　 one　 thing　 from　 the　 time　 I　wake　 up　 to　 the　 time　 I　go　 to　 sleep.　 During　 that　 time　 I　get

rid　 of　 everything　 else　 from　 my　 mind　 as　 much　 as　 I　can,　 and　 think　 only　 ofthat　 one　 thing.　 In

this　 way,　 I　slowly　 develop　 an　 image　 of　what　 1　want　 to　 create.

IAMAS　 allows　 students　 to　 do　 this"self-reflection"and　 also　 gives　 us　 the　 time　 to　 do　 it.

Sometimes　 we　 worked　 together　 on　 a　 project,　 and　 sometimes　 we　 talked　 for　 hours　 over　 a

cup　 of　 tea,　 and　 we　 were　 never　 subject　 to　 unwelcome　 interference.

This　 appropriate　 sense　 of　 distance　 is　difficult　 to　 achieve,　 and　 I　thinkthat　 the　 capability　 at

IAMAS　 to　 mutually　 create　 it　is　the　 greatest　 feature　 of　 IAMAS　 and　 the　 people　 at　IAMAS.



評判の渦

lAMAS　 2004で は、学内外 か ら招い た特別 ゲス トによる卒業制作展 の講評 と して トー クセ

ッシ ョン 「評半1」の渦」 を二 日間 にわ た り開催 しま した。第 一回 目はIAMAS名 誉学 長の坂

根厳夫 さん と公立 は こだて未 来大学 の美馬の ゆり さん を、第二 回 目は大 阪成践大学 の森岡

祥倫 さん と本学 の吉岡洋 さん をゲ ス トにお招 き しま した。 この トークセ ッションは個 々の

作品 に対す る講評 に とどま らず、 ひろい視野の もと大垣の街 や教育 についての話題 が繰 り

広 げられま した。



M=森 岡、Y=吉 岡

森 岡 さん、3回 目のIAMAS卒 展

Y:森 岡さんはIAMASの 卒展に毎年来ているんですか?

M:僕 はここの卒展を見たのは3回 目くらいですね。

　 96年 の創設のときから2年 くらい非常勤で授業持っていて、そ

　 の間は拝見 してましたね。

　 で、もう嫌気 さしてしまって(笑)。辞めてからは しばらくご無

　 沙汰でしたけど。

M:そ れまで九年くらい東京の大学に勤めたんですけど、そこも嫌

　 気 さして。それで、去年の春か ら京都の大学に移りま した。そ

　 んな経緯で3回 目ですね。 ざっと見て初期の二年 と比べると、

　 変わっているところもあれば、変わってないところもあるなっ

　 て感じで、おもしろく拝見 しました。

Y:嫌 気が さした原因は何ですか?

M:な んちゅうこっちゃ(笑)。嫌気 をさした原因っていうと、まあ

　 私が成長 したんでしょうね。

アー ト&テ クノロジーの通史研究

M:僕 の身柄 というか出自をご存 じない方も多いと思 うので話をしますね。僕 はアーティス トではな くて吉岡さん

　 と同 じ研究者で、近現代の芸術と科学技術の相関史研究をやっています。いわゆる60年 代末 くらいか ら出て

　 きたアー ト・アン ド・テクノロジーというか、前学長の坂根先生もその頃から僕 にとっては師匠 とまでは言わ

　 ないけれども、たくさん情報 を持 っていてお付き合いがありました。

　 70年 代のビデオアー トみたいなものが出てきて、そういうテクノロジー・アー ト、アー ト&テ クノロジーの通

　 史研究みたいなのが僕のな りわいになっています。僕のやっていることはこの30年 かせいぜい40年 くらい

　 で、アー トとテクノロジーの間で一体何 が起こってきたのかというの をできるだけ丁寧に、それか らなるべ く

　 現場に即 して整理するというのが僕の仕事かなと思 っているんです。

そういう中で、IAMASが できた時にも何人かアーティス トの先生をご紹介させていただいたり、三輪先生 ともア

ルスエレク トロニカではじめてお会いしたりしました。アッケン・ワーガーさんというメディアアーティス トと

一緒に活動 していらっしゃって、カフェみたいなところでMAXと いうものをはじめて見て面白いと思いました。

60年代末のアート&テ クノロジームーブメントの時代と比べるとものすごく技術的にも進歩 してきていて、そういう

技術をほんとに軽やかに使ってる人たちがヨーロッパでも活躍されているということがすごく力強く思ったんです。

まあ、三輪 先生 が こうや ってIAMASに い らっ しゃる。平 野先 生 も コンプ レソ ・プ ラステ ィ コとい うユニ ッ トで

活躍 して い らっ しゃって いた り、そ う した人 々 と次 々 と巡 り会 って、僕 よ りも遥 かに若 い世 代 のア ーテ ィス ト

達 と関 係 を持 って き ま した。 当時 、僕 の中 で も変 わ って きた ん ですね 。み な さん もご存 知 か も しれ ませ んが 、

ひ とつ き っかけが あ って、イ ンター コ ミュニケ ー ションセ ンタ ーの構想 で すね。

インター コミュニケ ーシ ョンセ ンターの構 想、

M:こ れはもともとNTTが 電気通信事業100周 年みたいなことで、何を しよ うかなということ

　 で、僕の知 ってる範囲ですと電通 と博報堂にプラニングさせたんです。それで博報堂のほう

　 が勝 ったのかな。下手するとディスコになっていたかもしれなかった。でも、コミュニケー

　 ションのための ミュージアムとい う新 しいコンセプ トでやろうということになって、浅田彰

　 さんや伊藤俊治さん、建築家の彦坂裕さんたちが、一種のグランドデザインをやったんです。

　 その中で、たまたまここ10年 のワークショップ流行 りがあって、ICCで も設置の段階で教育

　 普及事業 をやることになりました。僕は基本的なコンセプ トをどうするかということをやっ

　 ていたわけです。障害 を持 った人たちとメディア・テクノロジーの関係等が色々浮上 してき

　 て、それを今でも10年 以上ワークショップで作り続 けているわけです。

　 考えてみると20年 以上四半世紀近 く、アー ト・アン ド・テクノロジー、テクノロジー・アー ト

　 の勉強を自分なりに してきたんだけれど、身体や精神に障害 を持った人達 とメディアの関係

　 に視点をシフ トしていくと、どうも自分自身のアイデンティティの意味合いをもう一度問わ

　 ざるを得なくなってきたんです。

PROか らREへ

M:分 か りやす く言 うと、60年 代 の 終 わ り頃 か ら80年 代 中頃 ま での メデ ィア アー トや テ クノ ロ

　 ジー ・ア ー トの シー ン とい うの は明 らかに、鷲 田清 一 さん が最 近 よ く言 ってる け どプ ロダ ク

　 テ ィ ブで あ った り プロ グ レッ シブ だ った。 とにか く前 の め りに な って どん どん新 しい テ ク

　 ノロ ジー を使 っ て ど うい う表 現 が で きるの か をや っ て きたわ け です。 とこ ろが 同 じよ うな

　 考 え方 や テク ノ ロジ ー を使 っ て、社会 的 シ ー ン、社 会 の フィ ール ド、しか もわ り とマイ ノ リ

　 テ ィー な立場 に置 か れた人 た ちとの関 係 を見 てい く と、プ ログ レ ッシブ とかPROと い うゼ ッ

　 　ト軸 がつ い た態度 では ち ょっと どう しよ うもない な と気 づい たわ けです。

　 PROだ っ た らだめ なの かとい うと、　REだ っ た り します。 つ ま り、 リサ イクル で あっ た り、プ

　 ロダ クテ ィブだ った らリラク テ ィブ。 リユ ース で もかま わな い。修繕 す る とか、治 す とい う

　 ことで すね。還 元 する とかで もい いん です。

　 自分 の立 場 や 自分 が プ ロダク トして きたもの をそこ に置 い といて、ち ょっとセ ッ トバ ック し

　 て 自分の あ ったこ とを見 てみ る とい う気持 ち にな って きたん です。



lAMASを 辞めた訳

M:な ぜ2年 くらいでIAMASに 嫌気 さしてきたのかというと、無責任な話だけどそういう心変

　　わりがあったことも確 かですね。それは未だに僕の中で大 きなポジションというかアイデン

　　ティティの変容としてはまだ現在進行形であるし、気持ちの落 としどころを求めていかなけ

　　ればいけないんだけれども。

吉岡さんのようにきちんと人文系の教育を受けたことが無 くて、長い間、現場でアーティス

トの横 に寄り添 うようにして、いろんなものを観察 したり考えたりしてきたわけです。だか

ら展覧会の企画 とかしてきたんだけれど、ふと10年20年 考えてみると、教員 ということ

を生業にしてきた し、自分の現場としては展覧会とかこういう現場もあるんですが、僕自身

が生業としている教育の現場というものをリラクティブな新 しい価値観とか、そういったも

のを投影する場所として、今少しずつ見直しているところです。

制作の指導的なことは勘弁 してくれ

M:去 年か らいっている大阪成践大学では、3年生、4年生の授業は実はあまりしたくないんです。

　 僕を引っぱって くれたのは、アーティス トのKOSUGI+ANDOさ んなんですが、彼に言 っ

　　たのは、制作の指導的なことは勘弁 してくれということでした。入学 してきた18、9の 子

　　ども達はイニシエーションというか、18、9の ガキはガキなりにガチガチに固まってるから、

　　もう一度、動機づけの部分だとか彼 らなりにセットバックさせなきゃいけないと思っていて、

　　そういった教育に専念させて下 さいということでこっちへ移ってきたんですね。吉岡さんは

　　どうですか、ここ(IAMAS)は?

Y:こ こ?僕 は2000年 からですので最初の頃は知らないです。結局 ここに来たのは大学院を作

　　らねばならないという至上命令があって、その要員 として呼ばれた訳ですが、僕 自身アーティ

　　ス トではない し、IAMASに 来る前 も現代美術に触れるようなことを書いたりはしてたんだ

　　けど、美術の業界に入るのはすごく嫌だったしね。

　 業界 というのは、本当はないんだけどあるかのように見せかける装置があるだけで。そのい

　　いとこだけ利用 して楽 しんでるだけというところもあるんだけど、そういう立場でないと付

　　き合 っていけないんですね。ここも最初はメディァ文化特論という講義のゲス トとして呼ば

　　れて、ゲス トだから好きなこと喋ってたんだけど、その うちズブズブと。

9年 とい う年

　 Y:そ れまで九年間、甲南大学という所で文学部の哲学の先生をずっとやってきて、もういいや

　　　と思 って。

lM:僕 も前の学校に9年 いたんですよ。

　 Y:9年 は危 な い年ね。

lM:別 に転職のすすめをしているわけでは無いんですけど(笑)。 今も文部科学省も教員の流動1

化 と言ってるくらいなんで、やっぱ・激 員と呼ばれる先生 という職に就し・て しまうと、どか一

1ん とけつをつけてしまうところが僕の所にもあって・それは制度的にも色々変えた方がいい

1　 んじゃないかと前から思 ってたんです・
lY:さ っき森岡さんが大阪成践大についたときに、もう制作の指導は勘弁 してくれと。
嚢l
M:で も実際やらされてるけどね。

き

lY:え?や らされてる?僕 はもちろん制作の指導なんかできませんか らね。ここに呼ばれた理由

　　　というのは大学院を作るお手伝いをするのと、学生がこういう卒展 とか作品とか最終的なア

　　　ウ トプットになる前の、 ごちゃごちゃしてるときに付き合ってあげれば、ちょっとは助 けに

　　　なるかなと思って来た。

　　　形にならないで学生が悩んでいるときに、僕の部屋に来て何か喋ってたりとかね。そのとき

　　　の彼らの頭の動きってのは悪 くないなと思うんですね。瞬間的にね、その時には。

　　　本当に嫌なのは卒展 とかこういうやつ。「あんだけ悩んだのに出てくるものがこれかよ」 と

　　　思 う。「あれはなんだったんだよ、 あれは」 と思 うようなとこなんですね。 カリキュラムと

　　　か制度的な問題もあるんだろうし、学生がむりや り形にするときに一番つまらないところに

　　　押 し込めちゃうんだよね。
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M:あ れ がお も しろ かっ た、 グジ ャグジ ャ ッと したア ニ メー ション。 「可 卑 キモ ノ 」(早 川 貴泰作 品)。 見 て

　 いて 目に気持 ちいい ってい うか、 そん な感 じが しま したね。 サ ラ リー マ ンの やつ は、 あれ はシ ュール サ

　 ラ リーマ ンっての が元 々漫画 の ジ ャンルで ある んで、 も うち ょっ と頑張 ってほ しいで すね。 あ と、 イ ン

　 スタ レー ショ ンって呼 ぶの か分 か らない けど、 ライ トの小 さいス ライ ドみ たい なのあ った で しょ、 ペ ン

　 ライ トの。 あれ は買 いた い、 す ご く。5千 一1万 円 くらいな ら僕一 本買 い ます。 スーベ ニ ール感覚 が あ

　 って すご く良 か った です。

　 街 の方 の展示 もけっ こ うお も しろか った。卒 業制作 じゃな くて、 ビエ ンナ ー レだ け ど、 そ っちの ほ うも

　 すご くお も しろ かった です ね。や め とき ま しょうか、 また点 数つ ける みた いにな っ ちゃ うか ら(笑)。

耳 、 耳 、 耳

Y:僕 は、学生の作品って自分に とってインス ピレーションとか

　 発想のネタになる作品が好きなんで、作品としていいかどうか

　 とかはあんまり考えないんですが、僕はだいぶ沢山の学生を主

　 査や副査で指導するような役割 をもっていて、作る過程も見て

　 るんですね。僕は、池田君の耳にピアスするやつ(「7×7」)、

　 あれを何回か相談 していて、できたのまだ全部通 しで見てない

　 んだけど。作品審査の次の日か、その次の日くらいに耳の夢み

　 たね。なんで耳なんやろうとか思って。それまで何にも考 えな

　 かったんだよね。彼がこれはレコーディングパフォーマンスと

　 いうものであって、普通の映像作品では無いんだという屍理屈

　 をごねる手助けをしてたんだけども。そのことばかり考えてい

　 て、なんで耳なんだろうということを全然考えなかった。だけ

　 どそうすると、やっぱり、無意識の中に住んでる誰かが呼びか

　 けてきて、耳 ってのは大事だなと思って。誰 かが、 ゴッホが

　 耳を切ったことからヒン トを得たんですかって言ってたんだ

「可卑キモノ」早川貴泰

『7×7』 池田泰教

けど、ゴッホのほかにも耳ってのは色々あるじゃない、耳無し芳一とか。耳無 し芳一っておもしろいと

思 うのよ。人間て割とツル ッとしてるじゃない。先端の所だけ尖ってるで しょ。顔もツルッとしてて鼻

もツル ッとしてるのに、耳だけ見れば見る程変な形ですよね。

やっぱり東洋身体論では耳っていうのは、胎児の形であったり、この中に身体に重要な経絡のつぼが全

部入ってるとかね。身体にありながら突出 していて、それで身体に即 していながら外部 っていう。耳無

し芳一 って、なんで耳だけ切 られたかというと、幽霊に見られないように体中にお経を書いたでしょ。

耳だけ書 き忘れたってのが、小泉八雲が西欧人だから理由付 けがいかにも合理的でダメだと思うんです

よ。耳だけ書 き忘れるわけないじゃない。書 き忘れたんじゃなくて、あれは耳ってのが身体の内部であ

りなが ら外部だから。切 り落 とされてどうなったかっていうと、要するに、お経とか書かれた身体 って

のは半分自然なんだけど、経文のテキス トを書 くことによってロゴスの世界になっちゃうんだよ、全部。

耳だけロゴス化できないんですよね。論理っていうか、言語的な合理的な象徴秩序の中に入ってこない

んですね。出てるから。だから切 られたんですね。「あ、そうか。偉いな、池田」とか思ったんだけど(笑)。

M:耳 ってのは、あるいは口は、口唇性の快楽っていうことは西洋のいろんな精神分析で言ってきたりして

　　ますよね。僕、無精で放 っとくと一週間 くらい歯磨かないんだけど、たまに磨 くとおもしろいなと思っ

　 て。人の口の中もこういうのに似たような質感ってのがあって、すごくイヤ らしいですよね。人の口の中。

Y:う ん、いやらしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

M:人 の耳もまじまじと見てるとイヤ らしいところがあって、口でするいや らしいことと、他に耳でするい

　 や らしいこともあるんじゃないかな。ある種の声とか音を頭 じゃなくて、耳で聞くっていうのは一種 フ

　　ェラチオされている感じ(笑)。そういう耳だったらすごくおもしろいと思 う。だから、耳の捧持快楽(ほ

　　うじかいらく)み たいなものがあるとしたら、ひょっとした らそういうものをつついてるん じゃないか

　 なと思うよね。

Y:う ん、そう考えるとおも しろいんだけど。今 は池田君の作品だけ取 り上 げて言 ってるけど、本当は全

　 部に言えることで、例えば耳 に注目するみたいなね。結構いけそうなとっかかりは色々んなところに

　 あるんですよ、他の作品も。だけど最終的には、例えばせっかく耳には穴があるのに、そうじゃなくて

　 耳にピアスの穴開けるでしょ。そして最終的には7×7の 数的比例みたいな世界に落ちぢゃう。だから、

　 lAMAS卒 展だけじゃな くて、メディアアー トと呼ばれるような領域全体に最終的に出来上がってくるも

　 ののつまらなさとかね。だからといってやってる本人達がみんなダメなのかというとそうではなくて、プ

　 ロセスの中では結構色んなところをつかみかかってるのに、なんでそれが発展 しないんだろうって感 じる。

M:な んでやろ うね。 それはちょっと僕に聞かれても(笑)。 分からないっていうか言いづ らいところもあ

　 るんだけど。



大垣の街、大垣 の持つ工 ロティ ックな空間

M:い きなり話変わるけど、2、3年ぶ りにこっち来て、昨日泊まったんです。大垣の街 ってどう?お もしろい?

Y:大 垣の街のいい ところは、一度栄 えて寂れてるところ。さっきのproじ ゃな くて、　reっ ていう部分が

　 一番いい。だからはっきり言 うとソフトピアみたいなところはあんまり落ち着かないです。これはpro

　 でね、突っ立ってますから。だけど、 ビエンナーレが行われているあたりの、郭町とか、実際ビエンナ

　 ーレは、使わなくなったようなビルがあったか らできたわけで。昨日も、ある学生が 「先生 これから鍋

　 パーティーやるんで来て下 さい」 って言うんだよ。でも僕、外国から来たお客さん連れてて行ったら全

　 然用意できてなかったし、結局やめたんです。でもすごいいい所なんです。 けど水出ないから トイレ使

　 えないのを、みんなちょっと困るって言うから、 ちょっと他の店に行ったんですけど。それはまあ しょ

　 うがないけど、僕 はそういう場所が大垣の持 ってる一番Zロ ティックな空間だなと思 うね。

M:大 垣の街を久々に歩いてみて、何て言 うのか現実原則にがんじがらめになるわけでもなし、象徴界に絡

　 めとられるわけでもない。その手前のところで、作品のアイデアみたいなこととかアイデアのもっと遥

　 か手前のところで色々ともんもんとするような若い人たちを、きちんと擁するような力を持 っているん

　　じゃないかとい う気がしたんですよ。

Y:僕 もそれ思いますよ。

M:だ から、IAMASと 大垣の街ってどうなってるのか分からないけど、もっと街 とべったりでいいんじゃ

　 ないかな。街の懐 を借 りてもいいん じゃないかなって気はしましたね。

Y:僕 も来てからずっと学生の卒展を見てますが、かなりの学生が自分たちの住んでる場所 だから映像の題

　 材に したり、大垣の街にあるものを使 ったり、イメージを使 って作品に取り込んだりとかはずっとやっ

　 てきたわけです。だけどそれを見てて、大半のものは今森岡さんの言ったようなリビ ドーのうごめいて

　 るような、そういうところまで達 していなくて。割と結構、観光的なステ レオタイプの決まり文句です

　 よね。そういうのがあってもいいんだけれど、水であったり、城下町の雰囲気とか、人情や小さな店の

　 持 ってるある種の情緒 とかそういうのは悪 くないんだけど、それだけだとね。結局、普通の観光局のや

　 ってる街のイメージ作 りとあんまり変わんないから、せっかくアー トやったらディープな大垣のとこま

　 で入り込まないと。

シ テ ・シテ ィ ー ・グ ラ ン ドゥ ー ル

M:そ う思 うよね。だから、7、8年 前には気づかなかった大垣の街のおもしろいところ、いっぱい今 日気

　 づいて、一晩の間に(笑)。 例 えば、さっき吉岡さんが言 ったサイ トスペシフィックみたいなご都合の

　 いい用語は、今の時代きちんと用意されてあって、そういうところにはまるかはまらないかっていうの

　 は学生、アーティス トー人一人の問題なんだけども。サイ トではなくて日本語ではなんとも言えないん

　 だけど、あえて場 としか言いようがないようなところへ身を投じて しまうことがもう少しあってもいい

　 のではないかと思 う。僕 もさっき冒頭に言ってた、自分自身の心変わりというかアイデンティティを組

　 み替えなきゃいけないというような、かなり自分自身の内部ではちょっとノイローゼ気味になった時期

　 もあったんです。プロダクティブなものからリラクティブなもの、きれいに対関係で言えるんだけど、

　 半年 くらいノイローゼになりました。 どうしたらいいんだろうというところがあって。でも、確実にあ

　 る場が自分を変えていってくれたことに関 してすごくその場への感謝みたいな気持 ちがあって。その空

　 間ってどういうものなのか、一言で言えないんだけど。

　 「iichiko」とい う雑誌で社会学の山本哲二 さんがフランスの社会学者ボルタンスキー を紹介 していて、

　 その社会学者が 「シテ」 と言 っていて、「シテ」 って英語に直したら 「シティー」だよね。でも、あえ

　 て 「シティー」 と訳 してしまうと違うと彼は言 うわけね。明 らかに普通の都市論的な論理 から言 うと、

　 階層性 とかあるいはセメラティックな空間とか、色々理屈は成り立つのだけど、彼が言 う 「シテ」 とい

　 うのはそういうものは全部排除 した空間。但 し、色々な出会いがある。その出会いってのは何 に支配さ

　 れているのか、何によって集まってくるのかと言 うと、 グラン ドゥール、偉大さっていうんですか。

Y:そ うね、雄大、壮大。

M:で 、その社会学者がグラン ドゥールが中心になってシテが形成されてい くと言ってて、「ヘー」と言う

　　しかないんだけど、でも、大垣の街 を歩いてるとこれはシテではないか、そこにはグランドゥールがあ

　 るのではないかと思えるような場所がいっぱいあるんです。例 えば、あのブラジルのお店。

Y:そ れ買ってきたやつ?(お みやげの入った袋を見て)

M:そ うそう。今 日ものすごいおみやげ買って しまって、ホテルにいっぱい預けて。京都に帰るとき大変だ

　 なと思ってるんですけど。ここは沢山のブラジルの人住んでるんでしょ?

Y:3,300人 住んでる。



ブラ ジル ショップでお買い物

M:ラ ンデ ィー・ショップ3?チ エーン店化 されてると思うとすごいな。

　 あそこはすごい。じゃあ買ってきたのをちょっと見せます。マテ茶

　 220円 ですよ。(おみやげの入った袋から取 り出 して)こ れは乾燥芋。

　 ペルーって乾燥芋食べるのね。パパセカっていう。 どうやって食べ

　 るのか分かりませんけど。前に青山の紀伊国屋で買ったのはこれの

　 3倍 の値段。460円 でや しの葉の、茎の芯のやわらかいところ、こ

　 れすご くおい しい。かとい うとちょっと、よこの道 に入るとイン

　　ドの雑貨屋さんがあって、2800円 でこういう、中に油入れると転

　 がしといても火が消えんものとか。ブラジルのショップのところに、

　 銀行の申 し込みのカー ドがいっぱいあって。

Y:な んでそんなもん持ってくるんですか(笑)。

M:多 分こっちの工場で働いている人が国の家族に送金するために、こ

　 れは銀行の申し込みのやつですよね。

Y:ビ エンナーレで、今 さっき帰られたんですけどミル トン ・ソガベ という日系のブラジル人のアーティス ト

　 を呼んで、ランディー ・ショップのす ぐ近 くの翠画廊という所でワークショップやって。ブラジル人と

　 日本人一緒にやりたいってことだったんですけど、そんなに簡単に行かないんですよ。僕が知っている

　 とっかかりでHIRO学 園っていうブラジル人の学校があって、そこの校長先生にこういうことあるんて

　 すけどと話 して、色々やりとりあってなかなか最初はうまくコミュニケーションできなかったんですが、

　 結局三日間だけ学生をそちらに連れて行 きましょうということになったんです。 ところがカリキュラム

　 の関係で午前中 しかダメとい うことになって、まあ しょうがないんだけど。それで10時 に待 ってたh

　 ですが全然来な くて。担当の学生が 「先生どうしましょう」って、みんなイライラして 「いや一ひどし

　 な一」て言 ってた ら11時 過ぎに4、5人 って約束だったのに十何人来て(笑)。 ミル トンさん大変で(

　 一番多い時で28人 。最後は小学生で収集つかないような状態になったけども、最終的には結構おもし

　 ろかったですね。みんなジャージ着て。 ブルーのジャージ着たブラジル人の学生28人 がダーッとマイ

　 クロバスでやって来る。

グラン ドゥール1か けがえのな さ1ブ ラジル ・京都

M:あ の店おもしろいですよ。グラン ドゥールを感じる、偉大さというか。かけがえの無さみたいなのをふ

　 っと感 じるんです。そ ういう場所が、年のせいかものすごく大事なものに思えてきて。エスニシティだ

　 けだったら僕 もう50に なるので卒業 させてもらってるんです。そうじゃなくて偉大さと言 うか、その

　 場のかけがえの無 さは何て言 うのかな。 日本の地域社会でのマイノリティーがどうのこうのっていうの

　 はあって、要因 としてはそれもあるけど、なんでレジのお姉ちゃんなんでこんなに可愛いねん、 とか。

　 今水着50%オ フで売 ってんの。二月で、女性用のちょっと恥ずかしそうな水着をいっぱい売 ってて、

　 考えてみると、ああリオのカーニバル終わって売れ残 りが出てるんだと。それがパ ッと気づいた瞬間に、

　 ある種のグラン ドゥール、かけがえのなさ、その場がいわゆる日本語 では何とも言えないですね、「シテ」

　 というか場になってい くという。今、僕は京都のほうに住 んでいますけど、あそこも時々色んなこと感

　　じることありますよね。

Y:あ そこおもしろいね。長岡京 とか。

M:京 都の中心はもう、完壁に整備 された観光都市になってしまって、今はカフェ流行 り。町家の古いとこ

　 残 して。あの小賢 しいデザイン。

Y:出 始めの頃はいいなと思ったこともあるんだけど、 もうそこら中にあるで しょ。ああいう町屋改造 した

　 イタリア料理 とか。

M:い いカフェや と思った ら、ダムタイプの小山田さんがデザインしてたり。そういう小賢 しさはもういい

　 ですわ。そういうところに一切 グランドゥールを感 じない。やっぱりシテになってない。その場限 りの

　 かけがえのなさを持 ったある種の尊大な部分があるんです。尊大と言うとちょっとネガティブなものに

　 捉えられるかもしれないけど。 そういう場所は大垣にもいっぱいある。それからナンデモヤさん。今日

　 もこのかご買ったんです。すごく良いかごですけどね。まあ観光客 として見てるわけですから、そうい

　 うショップ しか入 らないですけども。他にもいっぱいあるん じゃないかなって気はするね。

Y:あ りますよ。ブラジル関係 はやっぱ大きいけどそれ以外でも。例えばイン ド料理屋 さんで何て名前だっ

　 たかな、僕最初行った時はびっくりしました。学生がおい しいと言ってて、味 はそんなにめちゃくちゃ

　 おいしいってわけじゃないんだけど、中に入ったらブラジルの店もそうだけど、中に入った らイン ドな

　 んですよ。普通の家族がやってるところ。子どもが走り回ったり、奥の方でラジオ聞いてたりするとこ



なの。何 と違うかと言うと、京都や神戸ではそういうところのインド料理って、洗練 されててプロフェ

ッショナルで味 もそこそこで、グラン ドゥール という言葉がせっかく出たんだからそれに引っ掛 けて言

うと、もう興味ないんですね。そういういわゆるエスニシティとか。エキゾテ ィシズムとか。いくらそ

ういう方向で洗練 したって、そんなもの見えてるんですよ。

M:そ ういう場所が、実は店だけではなくてちょっと脇道に入った立ち小便 しそうな場所にふとあったりす

　 るかもしれない。それは非常に個別の空間というか、空間とも名状 しがたい場所 なんですけど、そうい

　 うものが比較的多数わっとインキュベー トされる、都市とそうではない場所って僕はあると思 うんです

　 よ。だから長い間30何 年以上東京に住 んでて、確かにおもしろい街ではあったんだけど、年々そうい

　 う壮大なものを感 じることが少なくなってきたということがあるんです。で、西の方 はまあどうでしょ

　 うかってことで移ってきたんですけど。大垣にも案の定そういう場所が色々あったなあって。なんか観

　 光論やってるみたいだけどさ(笑)。 でも学生さんたちとか、 もし教員の人たちも、もっと意識 してそ

　 ういう場所を開発?そ ういう場所ってデベロップするものじゃなくておそらく発見 したり気づいたりと

　 か、何 て言うんで しょう。そういう時に必要な心構えって、ちょっとセッ トバ ックするっていう部分が

　 必要で、前のめりの姿勢ではちょっとそういう場所ってなかなか気づきにくい気がしますね。

Y:そ れは空間の中だけじゃなくて人間の、一人一人の学生の中にも時々そういうもの を感 じる時があるん

　 やけどね。その学生の持ってる能力や言葉で喋ってるアイデアとか、そういうレベルよりも非常に奥の

　 部分の身体的な部分に、ちょっと太刀打ちできないようなもの を感 じる時があるんです。その レベルで

　 付き合うことしかあんまり意味が無いんです、僕にとっては。喋ってることは、だいたい学生は作品に

　 ついて:]ンセプ トを喋りなさいとか言われた ら、割 とみんなつまんないこと喋るんですよ。喋 らされて

　 るみたいな。意味のあることを喋ろうっていうのが強すぎて聞 くにたえない。聞いたり、書いたものを

　 読むのね。ほんとにもうどっちが先生やと思うよ。非常に制度的なことしか書かないんだけども、沈黙

　　した時に時々そういう恐ろしさを感 じることがある。

もう一度 、ペ ンライ ト

M:あ の、例 え ばさ っきのペ ン ライ ト。 あれ僕 お も しろい と思 ったん です よ。 作品 とい うの か、 こ うい うも

　 ん の延長 なん やね。今 日買 って帰 ろ うかな って思 った程 で、つ ま りスー ベニ ール と してお も しろ い とい

　 うか。 大垣 に来て、今 日 夕方 の電車 で帰 るんです けど、もうひ とつ 買 うと した らあれ買 うか一、って感 じ。

　 ジオラ マっ て彼 は言 ってる けど、 そん なの は僕 に とっ ては どうで もよ くて、小 さいこ とと、街 の小 ち ゃ

　 な映像 が封 じ込 め られ てい てあれ がポ ケ ッ トに入 る こと、 そ うい うお土 産み たい な。昔 あ った、 ひ ょう

　 たんの形 した中をのぞくと仏 さん映るやつ、あれの感覚。

Y:五 千円で買います?

M:買 います。今 日具合悪 くていてないみたい。彼 は僕の

　 学生ではないけれど、そういう場所で行き違って しま

　 ったりいい意味での相互が生じた時に、何かおもしろ

　 いこと生じるんちゃうかなと思うんです。だから今 日、

　 本人いたら値段の交渉を前提にしておもしろい話ができ

　 たかな一と思って期待 してたんだけど。残念ながら調

　 子悪 くていないって。
『ジオラマ』萩原 健一

Y:時 間 は ど うで すか?(司 会 の学 生 に向 かって)

M:ど う しま しょう。 こ うい う話 は延 々 とでき ます けど。

Y:ど んな こ とが聞 きたか ったの?(担 当の学 生 に向 かっ て)

一 森岡 さんが辛辣 な方 だ と聞い てい たの で(笑) 。

Y:辛 辣 か な一。 だ って作品 買お うか な言 うてる んだ よ。

M:辛 辣 じゃない です よ。 じゃあ このへ ん で帰 りま しょ うか。 そ ろそ ろ京都帰 りたい。

　 食べ 物 いっ ぱい買 って、 あ と、 お せんべ い も買 ったん だよ。 いい街 です、 お も しろい。

Y:ど う もあ りが と うご ざいま した。

M:何 か機 会 が あった ら遊び に来 ます か ら。

Y:僕 もこ うい う トー クや った らス トレス感 じな くて でき るんだ け ど。

M:こ のま ま延々六 時間 くらいや って しま うかな(笑)。 この へん で今 日は終 わ りに しま しょ う。

一 あ りが と うござい ま した
。
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「別 にバ リケー ドで も良 か ったん だけ どね。」

局長 と編集長 による幻の第一回放送 よ り、

毎週木曜9時(も っくん)か らの放送 を、各大 陸の6人 が例 え

何が あろうとも卒業 式前夜 まて続 けた。 その継続力が ゆえに

6人 の メテ ィア筋肉 は常 人の105倍 まてあか り、何 の苦 もなく

シーパ ンを履 く事 がて きるよ うになる。 か、しか しそれても私 たち6人 は、

初めてキ スを した日は恥すか しくて母親 の顔 を見 る事 はてきなかった。

そん な私達 がキスを積 み重ねる以上 に積 み重 ねて きた

インターネ ノ トラシオ放送美ch。 裏テー マにrイ アマスOBの 胸 に届 け」

とい う題 目が あったか、今 とな っては無視 しよ う。

違法 ラシオという呼 び名は、 メテ ィアが常に体制の もの てあるとい う

前提 を巧妙に私 たちに押 し付 けている。 そ うした言語に隠 された暴 力へ

抵抗す る活動 をフ リー メテ ィア と呼ぶ のてあれ ば、本 質に迫 るキ リギ リの

ライ ンにお茶 を濁 す事 て しか近付 けない、 日本 の若者か陥 って しまった

ある種 の抵抗運動 をものの見事に美chは 反映 させ ていたのかも しれない。

アカテme　 l　 大学In　l　 研究say　 1　 坂根lt'sALL　 l
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白前前助手による、学生総動員の工房整備はじまる

ポー トフォ リオ展

ポー トフォ リオ展

ポー トフォ リオ展2年 生 によ るプレゼン、

ギ ャラ リー前 でパ ーテ ィ

YVAIフ ランクフル ト巡回@森 美術館

「デジタル ・フォレス ト」展@東 京都写真美術館

入学式

卒展 日記
2004-01-07卒 展会 場

結局昼に行われるはずの打ち合わせを夜に移動 してもらい、卒

展会場の下見まで寝ていた。ソフ トピアという大垣の施設で卒

業展覧会を行 うのだが、展示スペースに限 りがあるのでなかな

か大変だ。僕の作品も出来たら無音、無光な場所 で展示 したい

のだが そうもいかないかもしれない。

2004-01-01

中間発表が終って最初のゼミ。たかちゃんがもう 「1月まで時

間がないよう。」って言 っていたのが印象的だった。とりあえ

ず、年末まで矢継ぎ早にやらなきゃいけないことだらけなので、

できるところか らちょっとペースアップしていこう。



旧ズッキー邸(県 営北方住宅)オ ープン

レジデ ンス　 ウ ォル フガング ・ミュンヒ さん活動 開始

からだP始動　関口さんの自転車空気入れ紛失

Les　Stuck氏 に よる、 身体表現 とデジタル音楽 につい ての特 別講義

5月 生 まれの人達 を祝 う誕生 日ぎ ょうざパ ーテ ィ

(宇 田 さん、柴 田 くん、福 田 くん、 アンスガー さん)

「メデ ィア文化特 論」 ウォルフガ ング ・ミュ ンヒ氏

ウ ェル カムパーテ ィ@サ ロ ン

影絵を使ったワークショップ
講師は作家の高嶺格氏

魅惑の大垣まつり

魅惑の大垣まつり

1宇 田敦 子 さん、NHK教 育 テ レビで

動 く絵に っき放 送

2004-01-09　 1AMAS　 LIFE

今 日は17:00か ら赤松さんのオブジェク ト開発の

講義。卒業展示の会場がまだ決まらない…。赤松 さ

んと相談 した所ソフ トピアに瞑想ルームというのが

あるらしい。そこを何 とか使 えたら良いのだが…。

2004-01-11 卒業制作　新年会

電子工作は慣れない作業なので、非常に時間がかかる。

しかも電源の供給の仕方が分からないので、明 日秋葉

原に行かなくては。夕方か らBariの 事務所にて振動

子のテス ト。

2004-01-04

ただいま撮影中。おそらくこれが最後の撮影になると思います。これで一段落です。なんだか妙に感慨深い気持ち

になってます。 まだ、撮影 したテープは怖 くてじっくり見れません。今回の撮影 は1度 撮影 を開始すると終了ま

で確認がとれないこと、準備か ら片づけまで3日 間かかって しまうこと、ほぼ24時 間不眠不休で活動 しな くては

いけないこと等、非常に体力も精神力も,も っていかれるつらい作業だったので、終わるまでテンションを保つ為

に見るのはなるべく避 けてきました。今 までいっぱいつらいことがあったこの1ヶ 月だったけどおもしろい映像が

とれてたら全部チャラです。お願いします。明日神社にでもお参りに行こうかな。

2004-01-05

論文本格的に再開、まだまとまらない。無駄なものが多すぎる。でも、

なにを切 り捨てていいかわからない。言葉をつくしても、何も言いえ

た気にならない。そんなことは不可能だと知りながら。情報のリンキ

ングにおける、 ささやかさ、それは弱さ、詩的な解釈はそこからうま

れる。そこが私の立脚点なのでした。さて、これをどのように書くか。

ここでこんなに旨 く言 えないのに、論文でかけるはずがない(苦 笑

2004-01-13

論文ですけどねだんだん締切がね、近付い

て来ています。具体的な問題 としては、長

過 ぎる(笑)と いうことと、思いが強すぎ

るということ。さて、これから削ったりす

る作業に入るわけですが、自分に言い聞か

せるとした ら… 「悩 むな、切れ!」 です。



フィンラン ドとの遠隔 ワー クショップ実験 で

菅木真二 氏、J.ケ ー ジ 「4分33秒 」 のパ フォーマンス を披露

「メディア文化特論」大口孝之氏

アカデミー永島くん携帯落とす　本間無量さんメガネ落とす

赤松正行先生ご結婚

「メディア文化特論」グラフィックデザイナー勝井三雄氏

「時間旅 行」展 一TIME!TIME!TIME!終 了@日 本 科学未来館

マスオ展@IAMASギ ャラ リー

永原vs小 田　学 内ポス ターに関す るメールバ トル

大学院芝尾 さん現像ワークショップ開催

2004-01-19　 プ レゼ ンテー シ ョン

2時 間睡眠でプレゼンに向かう。マテリアルという六

郷地区にあるアル ミ加工会社だ。実際に振動を見て

もらって、作品の概要を説明 して何 とか請け負って

もらえる事に!そ ろそろソフ トの制作に入らないと

まずい。

2004-01-25　 木工 職人

今 日はバル サの穴 開 け作業&パ ッチ制作。斉 藤 を

Whitebaseに 拾いに行って、そのままbari事 務所に強

制連行。木工作業は僕がやると悲惨 な事になるので、斉

藤+bariの 理科大建築科3人 組に依頼。結局かなり重い

かと思われていた作業が一日で終わった。感謝感激。

2004-01-08

今 日、撮った映像 を全部キャプチャー しました。それを

初めて人に見てもらったんだけど…。う～ん、人に見せ

るのがこんなに緊張するとは思わなかった。映像 として

はいっぱいもったいないところが多く、やっぱり撮り直

しが一番いい方法なのかもしれないみたいです。(泣)

200401-11

う一、や る気 がでない。 なかなか、 どうして、逃 げ腰 です。

どう しま しょうか。 でも、"う 一、や る気 がでない。"な ら

まだなん とかがんばろ うとしてい ます。"あ 一、や る気が で

ない。"と なったらもうお しまいですね。 う一。

2004-01-22

明日は論文のゼミ内提出日～(汗)

数時間たって。今窓の外は大雪。家には帰

れそうにない。今 日は学校で独 り合宿だ。

とはいえ、みんなそれなりに論文が切羽詰

まって来てるので、帰 らないのかも。

一　 2004-01-25

論 文提 出の 時期 なの ね。 も う一度修 論

を深化 させ るべ く、再検 討の作 業 中。あ

あ、文 章チ ェ ックま で間に合 うの だ ろ

うか。提 出 日は29日 。ああ… 恐や恐 や。

ま、 なん とかす る しか方 法 はな いの で

ナ掃_　 白借'十 点 む国:牡 ム　r棍 、

2004-01-28

さ らに ぎ ゃ一!!も う

収拾 が つか ない。大 苦

笑 とともに、 あ と少 し

が ん ばる。



Diana　 Dominguesさ ん(Brasil)とlbrahima　 Ndiayeさ ん(senegaDに よ る特 別 講 義

UNESCO　 Digital　 Arts　 Award　 2003　 at　IAMAS

レジデ ンス　　ウォル フガ ング ・ミュンヒさん活動開始

IAMAS全 学停電　大学院木村 くんヘッドホン紛失

研究科2年 中間発表

久保 田晃弘 さんワーク ショップ

「点、線、面 か らの音響 デザイ ン」

2004-01-30　 二度 手間 三度 手間 当た り前

卒制の資料をさらりと作 り提出 して仮眠をとっ

た後、ショーケンと待ち合わせてマテリアルに。

2004-02-04　 明 日はイ アマス最 後の 行事

目覚ま しでばっちり起 きて、まずは昼風呂。その後発表の準備

をする。理論武装、 とまではいかないけれど脳に関する実験ネ

タを例 にあげる事に。作品の"根 拠"の 部分が弱いと指摘 され

るのは間違いないので。朝一の発表は、画像 を作 るのが一苦労。

これでイアマス最後の行事 は終了。あっけないものだ。

2004-01-13　 一

郡上帰って素材用の写真 とってきます。でもさ、今日大雪 らしいですよ。

やばいですね。明日には帰ってくるつもりなんだけど、心配だな。ちな

みに大雪 と聞いて一気にテンション下がってます。帰りたくないやらな

んとか。

・2004-01-14

全 部　 一回 リセ ッ トしよ うか なあ。

2004-01-29　 一

3日 間家に帰 りませんで した信 じらんない。修論提出が終

わった。虚脱感と共に酷い後悔。ああ、もうちょっとでき

たはずだよ。でもまあ、まだ修正 はできるので。 こっそり

しゅうせいかけていきます。最後の方結論ない しね(大 苦

笑 というか、次は作品審査だよ。2週 間後に作品は完成 し

ているのか?あ なおそろしや!!!

2004-01-30

無事に卒制受理されま した。今 日のIAMASは と

っても静かです。多分みんな自宅に帰 ってゆっく

りしているのでしょう。卒制の作品は提出 したけ

ど、まだ手直 ししたいんだな一。 というよりまだ

恥ずかしくて世に出したくない。



オープンハ ウス　「Elephant　Machine」 展開催

卒業 生+在 校生飲 み会

オープンハ ウス

またりさま撮影会　焼き肉パーティ@食堂

夏休み開始

学際領域特論　横浜国立大学教育人間科学部教授　室井 尚氏

学際領域特論　東京大学大学院情報学環 ・学際情報学府　佐倉 統氏

学際領域特論　東京大学大学院情報学環教授　佐々木 正人氏

2004-02-05　 結局 ・

ずっと起 きている。ここ最近は異常だ。 しかし何 とかなるものである。

アスナロ君が興味深い発言。「大学院に行っていたら大度君の卒業制作

も違うものになっていただろうね」確かにそうかもしれないとも一瞬思

ったが、たぶん同じようなもの しか作れないと思 う。結局どうあがいて

も数学科出身システムエンジニアターンテーブリス トサウン ドデザイナ

ー(サ ウン ドアーティス トと言いたいとこ)バ ックグラウン ドが出来上

がっているから2年 間で根本から変わっていくのは難 しいなと思 う。作

りたいものとか、狙っている所は昔から変わっていない し。ただその辺

が言語化出来るようになってきたのかもしれない。作品の見方は大分変

わって来たかもしれない。昔面白かった作品も今はもう…逆にかっこた

る思想 も持たずに、お手軽感覚でやってる人とか、問題意識や ら制作の

動機を捏造 してしまっている人とかは2年 間でコロコロ作るものが変わ

るで しょう。でも、統合失調的にコロコロ変わるのも悪くないかも。

2004-01-31

ようやく落 ち着いて来て、温泉に行って来ま したとてもゆったりした気分になれて良かった。これからは作品制

作 と修論の修正に入るわけだけど、あの(修 論提出前の)パ ニックを乗り越 えたのだから、大丈夫だと思 う。な

んとかなるさ。そして、もうすぐ学校を卒業するのか、 という感慨にも浸る。さみしすぎる。

私の学校は天国。人生にゆるされた執行猶予期間みたいな所で。こんなに考えたり悩 んだり、作ったり笑ったり

怒 ったり、今後は無いと思う。ああ、このままこの時間が続けばいいのに…。



1「lnfo .Table」 出展 　 オース トラ リア、 メルボル ン

星野仙一監督率いる阪神タイガースが18年ぶり四度目の リーグ制覇
DIT合宿@下 呂

阿部さん主催の 「暗闇晩餐会」

日本バーチャルリアリティ学会第8回大会
　　　　　　　 @JR岐 阜駅アクティブG

夏休み終了

防災訓練　坂根さん寄贈の本のバザー開催

男子仮眠室のシャワー、お湯が出なくなる

大学院入試

宇田さん　青山で帽子とバッグのAtoZ展
「存在 と時間2」 公開GP

また りさま人 形完成版ARS　 ELECTRONICAで 御姿発表

飛谷謙介　65cmの ニジマス釣る　醒ケ井

2004-02-06　 他 コー スの発 表 〉打 ち上 が り

今 日は朝9時 よりDITコ ースの発表。そしてANDコ ースの発表が終わると同時にソフ トピアに作品展示予定場所、

瞑想ルームの下見に行 く。今回は展示ホールか らどのように誘導するかを決めなくてはならない。のに、イアマス

の事務から連絡が来ていないとの事で、まだ使用許可がおりていなかったらしい。一体 どうなっているのだろう…。

なんとか使 えるとは思 うのだが、時間が無いので二度手間は避 けたい。 その後サウンド部屋にて2次 会。その後

また床で寝てしまった。

2004-01-20

関口先生からの助言でジャンeル イ ・ボワシエのル

ソーの時を読んでます。今更ながらって感 じが漂 っ

てるけどじっくり読み進めております。ペースとし

ては15分 熟読→15分 熟睡→15分 熟読→15分 熟

睡→15分 熟読→30分 熟睡…。 なんなんで しょう

か?た いがい自分に腹が立ってきました。

2004-01-27

にが一い紅茶 を飲みながら

ちびちび制作 してます。今

日のDSは 女 ばか り4人 が

作業中です。 しかし、卒制

も追い込みということで殺

伐 としております。

2004-01-2'

当た り前 だけど寝 てな

いで す。前 日です。 終

わ りそ うで終 わりが見

えないそんな状態です。

脳内蟹気楼が見える。

一2004-02-01

論文提出から数日、変な虚脱感からか、うまく動けないので、家に籠って、映画のビデオを見たり、作品のスケッチ

をしたりして過ごしています。昨夜は妙に落ち着かなくて、朝まで寝 られなかった。いろんな出来事 を思い出して鼓

動が激 しいまま、うろうろ してた。これからは、もう乗 り越えて、動揺 しないと誓う。あれは神様のくれたうれ しく

も厳 しい試練だったのだわ。なんて。あの至福の時間は、一生私の制作活動に影響を与えるでしょう。ありがとう。



京都ビエンナーレ2003開 催 ・法然院オープニングコンサート
同志社大学JOUABLE展
神成先生ご結婚
キューバポスター展@岐 阜経済大

平野治 朗TDBワ ンナ イ トイ ンス タレー ション実施

女子仮眠室キーロック電池切れ

宇田さん 「福田さん展」@同 志社女子大

パフォーマ ンスイベ ン ト 「裏 光速ス ローネス」@吉 田神 社

ス タ2バ ーベキュ ー大会 開催 、 ジャン さん小川 に落ち る

ウォル フガング ・ミュンヒさん送別会

「メデ ィア文化特論」 生体情報 とアー ト/照 岡正 樹 さん

岡部 正 さん　BACA-JA　 2003Broadband　 Art部 門 『Mix　up』 最優秀 賞受賞

声優 堀江美都子氏による特別講義
2003カ タログ制作班打ち上げ+猿 見田さんDIT歓迎会

ジ ョア ンナ さんチ ャンダ さん ウェルカムパ ーティ@サ ロン

「メディア文化特論」大口孝之氏
DSP特 別講義 「ほんもの■にせもの」ヲノサ トル氏

研修 生 ジョアンナ ・ウォーカー さん来 日

大学院山 田 くん引越 し祝 いパー ティ

レジデンス、 チャンダ ・メンヤさん来 日

2004-02-17　 ま たプ レゼ ン

本日Bariの 二人と一緒にオンキョーリブへ。お茶 をして近況報告。

その後34ト ラック音源制作。(今 も引き続 き)振 動子は64個 になったので、66ト ラック作らなくてはならない…。

こうなって くると、インタラクションデザインをして逃 げたくなる…。インタラクティブにするとコンテンツ自体

を細 かく作らなくて良いから楽 と言 えば楽なのです。ってこんなこと言った ら誰かに怒 られるんでしょうけど。言

わせてください。卒展まで後一週間。

2004-01-30

ただいま無事に卒制受理 されました。

今 日のIAMASは とっても静かです。多分みんな自宅に帰ってゆっくりしているので しょう。 さすがにわたしも卒制

を事務の人に受理 してもらうために1階(本 校舎)と3階(新 校舎)を 四往復もしたら足の筋が痛 くなりま した。

卒制の作品は提出 したけど、 まだ手直 ししたいんだな一。というよりまだ恥ずか しくて世に出 した くない。という

わけで今　Power　bookに 向 き合っているんだけど目が半分くらい閉じてます。ん?2月3日 か?お 布団で寝たの

がおとといなのかもっと前なのか判断がつかな くなったりしてます。眠い。

2004-02-05

作品の締めきりが迫ってまいりました。隣人のい

びきで寝付 けない。NHKは アンデスの音楽 を鳴

らし続けている。

2004-02-10

眠い、 さすがに。IAMASは 今、おおがきビエンナー レの

準備に大忙 しです。

ライ トエミッティングスティック衝撃を与えると光る発光

ダイオー ド(LED)部 品 を重電設備メーカーの 日新電機

(京都市右京区)が 開発 した。4月 に発売する。ああ。作品

に使えそう、何につけたら効果的でしょうか。



1相 田みつ を美術館 オー プン/lnfo.Scapeプ ロジェク ト

　　山口情報芸 術セ ンター(YCAM)が オープ ン

オープンハウス反省会

Stanzaさ ん、飛 び入 りの プレゼン

「メディア文化特論」Digital　Domain/Scott　 Ross氏

チ ャンダ ・メンヤ さん プレゼ ン

ダー トマス大学からの交換留学生、歓迎会

スタジオ科2年 中間発表

スタジオ科2年 中間発表
フラメンコの夕べ

好評の為、小林米配布その2

小林米 配布

山梨 で西湖 イベ ン ト　 mimiZ、 イzmin、 真鍋 さん ら出演

2004-02-24　 つい に準備始 まる

朝から卒展会場へ。実際に椅子に設置 していろ

いろ検討 してみると、かなり座るのが難 しい&

不安定…。なので、入り口に"不 安定です。"と、

但 し書きをすることに。設置よりも、見栄えを

良くするのに異常に時間がかかる…。あっと言

う間に21時 になってしまい、IAMASに 戻る。

一2004-02-25　 前 日

今 日も朝から作業。椅子 自体よりも、部屋の照明やら、椅子

の見せ方がかなり難 しい。同コースの先崎君、山城君に手伝

ってもらいつつ 部屋は完成。椅子 も壊れている所を しづお

君、 トキ君に手伝 ってもらい完了。振動子 は16個 しか入っ

ていないけれど オンキョーか らまだ届かないのでとりあえ

ずは良 しとすることに。

・2004 -02-04

いよいよ明 日から卒制のプレゼンテーション

がはじまります。 なんだか私 はどんどんテン

ションが下がって小 さくなってます。いや、

多分このせいじゃないんだけどな。

2004-02-05

いよいよ明日が卒業制作のプレゼンで

す。なんだか制作が手につかないのは

卒業がいやなのか?ど うなのか?

2004-02-06

おつ かれ さま で した。

・2004-02-12

それよりも先に修論発表の資料を作 らなければならない。昨夜までのプログラムは一時中止だ。それと、ガラスの ドア

が到着いたしました。 さあ、工作だ。電子工作だ。楽しいな。ハンダ大好き(半 ば本気の発言)こ んなんでいいんだろ

うか(汗)。バレンタインな訳ですが忙 しくて それどころでは ありません(苦笑)13日 は論文発表の練習だったのですが、

自己嫌悪に陥るくらいに不出来で、ひとしきり凹みました。でもグダグダしている暇はありません。作品審査は来週月

曜。論文審査は火曜。さあさあ、差 し迫ってまいりました。頑張るぞ、はもう言い飽きました。ということで、なんと

な く、やりすごそ一っと(嘘)。 今 日は一度睡眠を取ろうかな。今 日を逃すと火曜まで寝れないヨカン。 うう(涙



「メディア文化特論」サウン ドアーティス ト藤本由紀夫氏

エルケ ・モル トレヒ トさん特別 講義

古堅先生、 アプ リケ ーシ ョンgam販 売

}研 究科作品予備審査

研究科作品予備審査
クリスマスパーティ@サ ロン

冬休み開始　クリスマス
エブリオブギガス1stア ルバム発売

X'mas大 パーテ ィ

エブ リオ ブギガスライ ブ@食 堂

)IT梅 景 さん、卒展 チラ シを入稿

卒展会場内の下見、DIT忘年会@鳥 達

アカデ ミー入試

2004-02-26　 展 示開 始

午前中は調整のため展示 を始め られず。結局14時 頃から開始。 プロツールスが見た事 も無いエラーを出 してバウ

ンスがまったく出来ない状態になり急遽Maxパ ッチで振動 を作る事に。いやはや何が起 こるか分からない。午後

からヤッ トコさ開始。椅子が壊れるだとか、プログラムが動かないという トラブルは特に無 し。 しかし、振動音源

は改良の余地あり。後、レコー ドの針 を置 くのも不安定な椅子の上ではかなり難 しい事が判明。(涙)慣 れている

僕だから出来る技だった…。夜はコジコジ君に手伝ってもらって、残 りの振動子 を取 り付ける。

2004-02-17

また郡上 は おお ゆきで す。寒 い…。

窓 の外 は とても きれい だけ ど、寒 い。

一2004 -02-21　 一

いよいよおおがきビエンナーレ開催です。それとは関係なく卒展準備 は

続きます。DSで のプレゼンとホールでの作品 と卒展では全然形が違 う

んだけど。大丈夫かな?最 初から最後 までインターフェースに悩 まされ

てます。

2004-02-15

壊 れた。ELシ ー トを光 らせ るイ ンバ ー タが壊 れ た。大 事 な発表 の 前 に二度 も1も うダメ だわ ああ あ。 しば し途方

に暮 れ る私 。 さあて、 ど う したもの か。 月曜 の18:30か らは じまる作 品審査 までに この トラブル は解 消 でき るの

だ ろうか。 日曜 日 じゃな けれ ばメー カー まで飛 んで い くの に!!1!!あ ああ あ。 こんな深 夜 では対処 しよ うがな

い。焦 っても私 で はど う しよ うもな い電子 回路部 分の トラブル だ と思 われ るの で…。 ああ、 だ か らメデ ィアア ー ト

って嫌 い よ!II(爆&涙)卒 業 で きな かった らどう しよおお お。 と りあ えず、助 けて メール を出 しま くる。

そ して東奔 西走 す るので しょう。 あ あ。



お正月

「ワラ ッテ イイ トモ」上映会@5Fホ ール

マルチメディア工房、北側廊下の壁を工事

いつみ、学内を移動開始

1ス タジオ科卒制提出

1冬 休み終了

研究科修士論文提出

IAMASで ウィルス/ワ ームが流行

DITに よる製本 ワークシ ョップ

2004-02-27　 2日 目

さすがIAMASと 思われるような業界の方々が来ている。メデ ィアアー トの文法で作品の感想 を言ってくれる方が

いて、「なるほど、そういう見方もあるのか」 と納得。本人的には、インタラクチブとかメヂアとかコミュニケー

チョンとかってことを前面に出すような作品はちょっと時代遅れなのかなと思っていて、というかイアマスに来た

せいで異常に抵抗 を持つ様になって しまったのだけれども、自分の作品をそういうアプローチをされるのは興味深

い。いや本当に。全然自分の考えている事 とは遥かに遠い所で作品が成立 しているのだか ら。今 日も10人 程の方

に体験してもらい無事終了。

2004-02-24

卒展の設営準備開始。やっぱり、団体行動というのも共同作業というものも難 しいです…。

今回考えたのは人 を使 う(も しくはリー ドする)と いうのは難 しいのです。こればっかりはしょうがない。やっぱ

り何事も楽 しまなきゃやってられないなっていうのが持論です。感情っていうのは伝染するから余裕がないと周 り

もいらいらするし、表情がなくなってくる。 リーダーに限らず、楽 しむゆとりくらいはいつも持っておきたいもの

です。今回、一連の事でい ら一って した側なんですが、思わずメールを書こうとしたときにいうこの大人な発言に

頭が冷えました。やっぱりいうこは大人で した。

2004-02-16

悲 劇的 な トラ ブル を乗 り越 えて、今 、一 筋の 希望 の光。 別 のイ ンバ ータ で光 った!あ ああ ああ、神 様1全 ての人

た ちに感謝 。 あ りが と うご ざいま す。世 界 はな る よ うに出来 て いる。 え え と。 無事 に論 文発 表 がお わ り ま した。

今 日こそ寝 ます、 じっ くり。 ぐった り。 目覚 ま しをか けな いで どこ まで寝 るだ ろう。 この開放 感!お つ か れさ ま。

いろ いろ な人 や ものに感 謝 します。Thanks　 to　ALL　 my　 loving　people!と はい えまだ まだ や るこ とが山積 み なわ

けで。 ああ、頭痛 い。 現在 は論文 再提 出用 の原稿 を書 い てます。 ふ う。搬 出準 備、今 日はアル ミ をサン ダーで磨 く。

昨 夜 は論 文作 業 で朝 まで学校 で ち ょっと仮眠 を とった だけ なので さす がに眠 い。



本館の照明とエアコン騒動、シュナイダー先生の活躍

スタジオ科卒制発表会

スタジオ科卒制発表会

研究生研究成果発表会

大学院論文発表会

第2回 卒展全体ミーティング

岐阜ラジオに布山さん出演

(準備)

(準備)IAMASク ッキー誕生

(準備)04卒 制カタログ班データ収集開始

おおが きビエンナー レ

■
28
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●MAS2004卒 業制作展 美ch会場力・ら放送

AMAS2004卒 業制作展

lAMAS2004卒 業制作展

lAMAS2004卒 業制作展
祝 ・会田大也さん(大学院1期 生)挙式
3次 会@大 八

大学院作品審査
DIT岐阜商工でワークショップ

大学院1年 年次発表

スタジオ科1年 年次発表

スタジオ科1年 年次発表、DIT最後の打上げ

スタジオ科卒制作品展示

スタジオ科卒制作品展示

2004-02-28 3日 目

今 日も8時 半起き。パフォーマンス時はさすがに申 し込みは無いが、終わった

直後 には展示終了までの予約が終了。申込みに来てくれた方には申 し訳ないが、

これが体験型のサダメです。結局18:30ま で展示。合計30人 ちょっと体験しても

らう。当初の予定より大分多い。明 日も付 きっきりだとすると、みんなの作品が

見 られない…。どうしたものか。

2004-02-29　 終 了

顔が油性マジックで落書きさ

れている。 なんだこの中途半

端な落書きは!何 はともあれ

卒業展示終了。

2004-02-26

卒展初日。未だ完成せず。昨晩はいっぱいいろんな人を振 り回 してしまいました。みんな同じ卒展参加者なのに一。

でも、今回この事でよ一くわかった。わたしは本当に幸運だと。設営に汗流 して手伝 ってくれる人、赤松 さんに相

談 してくれる人、相談に乗 ってくれる人、夜中の3時 にG5を 快 く貸 してくれる人、なかなかいないよね、そんな

人たち。私が幸運というより、非常に恵まれてるんだって事がよ一くわかった。そんなこんなで、みんなの協力が

報われるような良い作品に したいと思ってるし、がんばってる。でももっと、がんばります。

2004-02-25

搬入最終 日。私の搬入は波乱

含み。事故だけはおきないよ

うに…。そ して今 日もまた、

学校の床にて仮眠。恥じらい

を忘れない女の子ではなくな

ってしまいました(涙)

2004-02-28

一息。 ようや く機械の調子 も安定しはじめま した。これでようやく夜に眠れるの

ね(苦 笑これまで四徹や二徹をくりかえ しては身体を酷使 していました。思った

方向に足が進まないというなんともヤバい状態からは、今 日の睡眠で抜けだせる

でしょう。よかったよかった。今日はもう21時 台には寝ますよ。ええ、寝ます。

作品に対するコメン トや感想もいろいろ聞けて楽 しいです。 でもやっぱり、何度

も何度 も同 じ説明をすると疲 れますね。今はもう脳みそがグッタリって感 じです。



(撤収)卒 展打上げ@鳥 達

lQuadra　 Hak

ShinaBand,mimiz,　 DSPbox (赤 松正行)GLAMDY　 WEST

クロー ジングイベ ン ト ガムラ ン野村 誠

ビエンナーレ打上げ@大 八

卒展映像作品学内上映会

}美ch放 送終 了　 Jon　Cambell帰 る

メディアおでん屋台 校内で復活

春休み終了

宝珠山さん(九 州)よ り近況報告メール届 く

春休み開始 }第 一回 日曜 ノイズ劇場@Canolfan

IAMASフ ッ トサルチー ム 「分娩」優勝

卒業式　パーティ@サ ロン

スタジオ2送 別会

・2004-03-01椅 子撮影 、打 ち上が り

今日は朝 から撤収。夜はイアマスにてラ

イブ。目をつぶって気持 ち良 くスクラッ

チをしていたのだが、目を開けた らスタ

ジオのソファーで寝 ていた。珍 しく本当

に記憶無 し。

2004-03-02　 鳥 たつ 〉路上 〉サ ロ ン〉東京

深夜まで飲んだと思っていたがスター トが早かったので実は1時

頃には寝ていたと言 う噂も。朝6時 に起きてしまい、アスナロに

落書きを試みる。30分 ぐらいチ ャレンジするが、 うま くいかな

いので無理矢理起こして一緒に温泉に行 く。露天風呂につかりな

がら2年 間 を振 り返る。なかなか感慨深い。27歳 時点 の人生の

7%を 使った価値 はあった。朝ご飯を食べて、東京へ。

2004-03-02

今 日 は死 ぬ ほ ど楽 しか った。 いい打 ち上 げ だ った と思 う。 い っぱ いな っち ゃん や くろ さんや おか りな さん と話 し

た し。 あ、 うだ さん もね。 す ご一 く久 々に気 持 ちよ くち ょ うど良 い酔 い方 を しま した。 ほん と死 んで もい い くら

い幸 せ って あん なか ん じ。 だ い とさん が寝 てる間 に ター ンテ ー ブルで遊 ん だ し、 太鼓 もたた きす ぎて手 に アザ が

で きた。 で も、満 足。 あ すか さん も、 い とうっ ち もいる し、何 もかも が楽 しか った よ。楽 しく幹事 もや らせて い

た だ きま した。 満足 、満足 。

2004-03-03

今 日はひなまつりでしたね(現 在 は深夜越 して次の日)。無事に卒

展 も終了 し、周辺の整理や作業 をしています。やることが多すぎ

てどうしていいか分か りません(苦 笑)学 生から数週間で先生に

なれるのかが不安です。 この文章を学生が読んだら不安になるで

しょうが、今の本当の気分ですね。
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ひも綴じされているケースを開くと、中からDVDと蛇腹のカタロ
グが姿を現します。開くと長さが6mにもなるカタログは蛇腹と
いう特性を生かし、映像作品は横に長く連続するフィルムのよう
に画像が配置され、それ以外の作品は一ページに一作品と見やす
い配置手法がとられています。 ページをめくるように蛇腹をめ
くっても良し、広げて作品を俯瞰するも良しという様々な味方が
楽しめる構成になっています。ケースにも会場マップのなど情報
が織り込まれ、余す所無く情報が詰め込まれた一冊です。

形　態
サイズ　　
コンテンツ

付　録

When you open up the string bound case, you’ll find in it a DVD and 
accordion catalog. When you open that up, you’ll find the 6 meter 
long catalog. The catalog makes the most of its accordion style by 
having pictures of video works lined up like camera film and all 
other works separated one work to a page, making for a very easy 
to look at arrangement.

Form
Size
Contents

Appendix

カバー付き蛇腹本
128×300mm
会場マップ　作品リスト　修士論文リスト　
学長挨拶　教員・他レビュー　卒展日記　　
トークセッションの記録　コラム　IAMAS非公式
ラジオの記録　過去卒展カタログの紹介
DVD

Accordion book with cover
128×300mm
Map of Venue, List of Works,
List of Master’s Theses,
President’s Greeting,
Review from Faculty,
Talk Session Record, Column,
IAMAS Radio Record, Exhibition Diary,
Introduction of Past Exhibitions
DVD



※閲覧する端末、アプリケーションによっては目次機能が正しく動作しない場合がありますのでご了承ください。
※Please be aware that depending upon the terminal/application used, there are times when the table of contents function 
　will not work correctly.

①目次の使い方
　・Adobe Readerの場合
　「しおり」機能を使って目次としてご利用いただけます。
　・Apple プレビューの場合
　「サイドバー」を目次としてご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- For Adobe Reader
　Access as table of contents using the“guidebook”function.
　- For Apple Preview
　Access the“sidebar”as the table of contents.

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・Adobe Readerの場合
　「編集＞簡易検索」もしくはコマンド＋F
　・Apple プレビューの場合
　　検索窓に入力してください。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- For Adobe Reader
　Edit → Simple Search OR Command + F
　- For Apple Preview
　Type into the search window.

※iBooksでのご利用を推奨しています。
※Use via iBooks is recommended.

①目次の使い方
　・メニューのリスト表示から目次をご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- Access from the list display in the menu.　

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・メニューの検索アイコンから検索いただけます。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- Search from the search icon in the menu.

これまでIAMASで発行されたカタログ類をIAMASBOOKSとして再編成し、電子書籍化しました。
Catalogues previously published at IAMAS have been reorganized into IAMASBOOKS and turned into digital books.

　PCで閲覧｜Via PC

　使用方法｜How to use

　iPadで閲覧｜Via iPad

　Android端末で閲覧｜　For Android
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